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何故、クリスチャンはしばしば 罪の意識にさいなまれ 打ちひしがれ、孤独で、堅苦しい人間関係をもち、憂うつであるなどといわれるのでしょうか？

何故、多くのクリスチャンは、落胆し、迷っているのでしょうか？

自分の心を信じなさい！ どんなに弱いものでも神の明快な解決法によって支えられるものであって、成功するということは､ただその人の才能や能力､知識によるものではなく､むしろ神によるものなのです。

この本は､神の王国への思いが活力になっているにも関わらず、「あの人は、普通のクリスチャンだ」とレッテルをはられた人たちへ書いた本です。

そして、この本は非難するためのものではなく、祝福するものです。良き根を引き抜くのではなく、 植え付けるための本です。

そして最後まで一気に読んでいただきたいと思います。そうでないと答えのない多くの質問が生まれてしまい悪魔に付け込む隙をあたえてしまうことを私は恐れます。

この明快な救い主によって書くことを許されたこの本を通じて、全ての打ちひしがれた人達が希望と勝利を与えられ、他の信者を正しい道に導き伝えていけると信じます。

ゆえに、神が私にふさわしい仕事を与えてくれるように私自信を神にゆだねて、

この本を書くことをちかいます。

 


 第１章 クリスチャンとして生きる

初めてイエス様を救い主として受け入れたときがとてもすばらしい日であったことを私は 

今でもはっきりとおぼえています。

それは、まるで暗闇の中から外の光へ出てきたような感じでした。

一体誰が人の中にとどまる神のもたらす神秘を表現できるでしょうか？

夜ベッドに笑顔で入り、翌朝まだ、目覚めても笑顔がとまらず、顔が いたくなるほどだった

ことをおぼえています。

私は喜びで満ちあふれていました。聖書の言葉はなんなくおぼえられ、祈りは

絶えることなく、神の創造物への賛美はとまることがありませんでした。

心配事や悲観論 、恐怖心などはもう遠い昔のことです。

熟語にこうあります。神は私を愛している、私はそれを知っている、そしてそれに

暖まり、そこにとどまる。神の子どもであるということはなんという

喜びなのでしょうか！

それから、こんなことがありました。私が大学の１年生の春のある朝。

私がキャンパスを歩いていると、誰かが聞いてきました。「マイク、神は君に

何をもとめているんだとおもう？」

この時まで、私はこの問題について考えたことはありませんでした。

「挫折したクリスチャン達を救うためさ。」そういったとたん自分が何を

すべきであるか悟ったのです。そういったクリスチャン達のことを私は

考えたことがありませんでした。自分が何をなすべきかを悟ったとき、あまりの事の重大さに私は、神にもっと自分に違う仕事をくれるように頼もうかと思いました。そして挫折したクリスチャンを救うためにはまず、自分が挫折しなければならないということを私は知る由もなかったのです。

そして、私は９年間も挫折の生活に陥ってしまいました。

祈ることができなくなり、聖書からは魅力を感じなくなり、克服することのできない罪が

現れ、自分の中から神は消えていきました。

私はあらゆる方法で、その、挫折と失敗に対処しました。

一時的に安心させてくれるいろんな本をかたっぱしから読みました。こういった本は

確かに私の今の状態を指摘してくれましたが、解決にはなりませんでした。

読めば読むほど 怒りがこみあげ、欲求不満になり、落ち込んでいきました。

これらの本には、イエス様がいかにして祈り、断食をし、他人を助け、人からあがめられ、

自らをささげ、空腹な者達を食べさせ、愛されたか、が書かれ、そして、あげくのはてには

イエス様の様になるようにと書いてあるのです！私ははじめからイエス様のようになりたかったし神に喜んでもらおうと思ってもできなかったのです。

私がイエス様のようになれるのなら イエス様は 生まれてくる必要はなかったのです。

知識を得ることが必要であるという錯覚は、続きました。

そして、すべての問題を神様に預け、もう一度、私はいちからでなおすために、

バイブルカレッジに、行くことにしました。

そして、私はそこを卒業しました。そこで学んだ思想はいたって明快なものでした。

成功するには、私の外見と知性と能力と才能によるというのです。

これらすべてがあるのなら、私は成功する。神に受け入れられ、神のものと

なれるのです。

私はギリシャの原文のテキストを使っている、教授や、生徒達がどれだけうらやましかったでしょう。もう少し私が自然に話すことができ、しゃれの一つもいえて、賢明であったなら、

それとも、私が何かの楽器をひくことができ、歌うことができたなら、心が満たされる

生活を手に入れることができるのです！

例えば、私が聖書を全部暗記し、観客がいたらそのひとりに聖書の中から一節をえらんでもらう。そして、その節の前後の節も暗記して語る事ができたらもう大丈夫です！

その他に多くのプログラムや、多くの名高い演説者達はいろいろな方法や、自分の成功を話しています。

私達は 必要となる手順を理解しながら活発にノートをとりました。しかし

私は、これが自分のためには役立たないと知っていました。ですが、少なくとも

落ちこぼれた者や、途中でやめた者達を非難することができました。結局 この人達が本当のクリスチャンであれば、最後までやりとげることができたでしょう。無意識に私はこの世の中の物で、信仰を必要としない、何か目に見える魔法の薬のような物を自分の為、又同じような状態にいる人々を挫折から立ち直るためにさがしていたのです。

クリスチャンでいるということがなぜ、こうむずかしいのでしょうか？

何故、私達の多くは、クリスチャンでいるために長年方法を論じ、計画を立て、精神的に達成することに努力しているのでしょう。

そして、それが失敗したとき、不満が募りあきらめて、平凡な自分にもどってしまいます。

これが、神の言う、心の満たされた人生なのでしょうか？神の名を呼ぶ人達に挫折、混乱

自分の力に頼ること、喜びを追い求め、感情や思想を束縛され　罪ある行動を話されたことがあるでしょうか？

神がくださった人生とは家族との闘争や、終わることのないカウンセリングでしょうか、

また、あまりにもひどい神経衰弱のため人生を終えようとすることでしょうか？

「イエス様をすぐにうけ入れなさい、そうでないとあなたは地獄におちます。」今の

多くのクリスチャン達はそう思う事がはやっているかのようで恐くなります。

しかも、イエス様を受け入れた後でさえ、「イエス様はあなたの罪のために死んだのです、

さあ、イエス様に喜ばれるために がんばりましょう」と聞き そして、多くの人が「どうすればいいのですか、自分を変えることができません。この毎日の生活のままで、どうやって地獄に行かずにすみますか？」といっているのです。

大部分のクリスチャンが何がうまくいかなかったということを 経験を通じて知っています。世界の中のクリスチャンの社会が変わっているということがキーワードです。

私達は、自分が変わりたい、することも変えたい、周りの状況も変えたい そうして、神に受け入れられたい。そうやって、いろんな方法や計画で、変わろうと試みるのです。でも、結果は、同じでもっと深い深い穴におちていくのです。

挫折したまま生きていく事が簡単ならば、神の勝利を得て生きる人生が同じぐらい簡単であるということは良い知らせでは ありませんか？

じゃあ、答えは何でしょう。

答えは、ちゃんと聖書の中にあります。それは、自分が今まで試してきたいろいろな、方法や

読んできた本の中に、そういった不信仰の徴候は隠れていたのです！

私達が特にこれをやらなければいけないということではありません、それよりもまず

信じることです｡成功の秘密はたくさんのクリスチャンの中に隠されていたのです。

クリスチャンとしての成長は 初めて､私達が自分の人生を主にゆだねるときめたその日からずっと同じだったのです！

そして､この､明快で心の満たされる人生はこの神にとどまる人生を通じてのみ経験できるのです。

変わらない人生とはがんばって得るものではなくむしろ、やった事に対して与えられるものです。

私が何かをしているから受け入れられたということではなく、私という人間が受け入れられたのだと思います。そしてまた、神と共に生きる人生とは、イエス様のまねをするのではなく、むしろイエス様の人生を共にするということです。信じるために何かをするのではなく、信じているから何かをするのです。

これを確かにして下さい。

もし、心が満たされるクリスチャンとしての人生に、大きな決断と意地、知性、

才能、能力が必要なのであれば、私達は到底そんなものは手にはいりません。

では、それは、どうすれば、経験することができるのでしょうか？どうすれば、罪からのがれることができるでしょうか？

努力せずに手に入れることができるのでしょうか？神の答えは、希望がなく、欲求不満で、

また、世間知らずで、誰にも受け入れられずに、失敗をするような弱い者にとりわけ理解できるように、できているのです。答えは単純な変わらない生活です。

心の満たされる生活に対する神の答えは、信じられないぐらい簡単です。

それはつまり、私達クリスチャンは信じることと、受け取ることを学ばねばなりません。

神の答えは、信頼することです。自分にそんなものがあることさえ、気がつかないかも知れませんが、すばらしい、才能や、能力、知性では、ないのです。神様は私達が 平和、休息 喜びを

得るために わざわざ難しい事をやらせているわけではありません。いや、それどころか、

数々の問題は、私達が自分で、大きくし、神よりも高いところにおいてしまっているのです。

その結果、信頼できる人生を得るためには、まず、絶望や、脱落などを通り過ぎなければならないのです。自分自身であきらめて、疲れ果てて、どうしようもなくなったときに、神様に助けを

もとめるのです。神様の答えは簡単です。私達を受け入れるためには、まず、私達を

絶望のふちに落とさなければならないのです。そうすることによって、私達は心を開き、

初めて、信じる心で神のいう事を何でも聞く用意ができるのです。それは、自分を信じる事を

やめて、神様を信じることができるようにならないといけません。

多くの挫折したクリスチャン達は、自分自身を信じる事をあきらめる、ということを学ぶ過程を

通っているのです。

私は 自分のクリスチャンとしての生活を 十字架のもとにたち 簡単な信頼から始めました。

しかし、私の中で不信仰はくすぶり続け、まるで荒野の中のイスラエルの人のように、

自分自身を信じることしかできないままでも、どうしたらいいのか迷っていました。

探せば探すほど、混乱し 迷い、結局は入り口にもどってしまうのでした。

私は迷子になっていたのです。自分の心を信じなさいと神様の計画は、きっとしあわせと、喜びをもたらしてくれる。そうしんじていました。

「神が私達の味方であるなら、誰が私たちに敵対できるでしょう」

（ローマ、８；３１）

世界中を旅しながらも、私はクリスチャンなら誰もが欲しがる欲望を持った信者に出会いました。そういう人に出会った時には私は、必ず聞く事があります。

「どうやって、あなたは霊的な人になったのですか？」

答えはいつも同じでした「わかりません、神の御心です。」

誰一人として、どこかの学説を持ち出してきたり、どこかの宗派に属しているからだ､などという人はいませんでした。神の御心なのです、そうなのですよ！

神はえこひいきなどしません。神はあなたが行くべきところに必ず導いてくださいます。

さて､この先書かれているこの本ですが､どうすれば勝利を勝ち取ることができるとか、

攻略法などではなく実際は、むしろ何もやる必要などなく 神のなされた事が書かれ 神の子が神を受け入れるまでの過程があり、信頼により歩きはじめるという事です｡この神が導いて下さった過程を通る事により 私は自分を信じる事に終止符をうち、神のみを信じ始めていったのです。そして､私は､主と共に生きる喜びをとりもどしていったのです。

さて､これからは､天のお父様の腕の中で神様が用意して下さった道を神様に運んでもらいましょう。

すべての苦しみには意味があったのです。それは神にすべてを委ねるまで､わからないのです。

今はそれがわからなくても､それがわかった時あなたは､神を賛美しつづけるでしょう。

「あなたは､女の胎の中でどうして霊が体に入るかを知らない､そのようにあなたはすべての

ことをなされる神のわざを知らない｡」（伝導の書、１１；５）

「しかし､ヘビが悪巧みによって､エバをだましたようにあなたの思いが万一けがされて

キリストに対する真実と貞操を失うことがあってはと心配しています。」

（コリント人への手紙 第２、１１；３）

天におられるお父様､私たちに 簡単な信頼があたえられますように。

アブラハムがあなたを喜ばせた簡潔さです。

その簡潔さは、あなたの息子イエス様に与えられた喜びと平和と、言いようのない心の平和であふれているのです。





第２章 喪失、発見、そして再び喪失

イエス様は人々が安らぎを求めてい事をもとにして自分の後に付いてくるようアピールをしているのです。イエス様は回りの人たちが「疲れた,重荷」を背負っているのを知っておられたのです。（ マタイ１１；２８）

回りを見回してみると重荷を背負った人がたくさんいます。毎朝せおっている見えないリュックサックの中には、それぞれ違う名前が書かれてあり 夫、妻、子ども、仕事、家計、などとかかれているのです。それは彼らが我慢しなければならないものが入っています。本当はこれによって疲れてもいいのです。しかし私たちが精力であふれていたら きっと神の安らぎを必要としないでしょう。だから 疲れるというのはいい印なのです。

もし父親が、浪費家で家に寄り付かない息子を、その小使いがなくなる一週間前にどこかで出合ったとして、その息子にまた、お金を与えたら、息子は一体いつ家に帰ってくるでしょう？

何故、そのようなことがおこるのでしょうか？

私たちは、毎日おこるいろいろな問題、なくした夢、失望、家族の問題のためだけに疲れているのではありません。

その重荷から開放してくれる救い主をさがしているのです。親、友達、配偶者、

子ども達、誰もが助けをもとめています。しかしながら、

誰も援助してもらってるようには見えません。私たちは超自然的な救い主が必要なのです。

もちろん、そんな超自然的な救い主など､聖霊に導かれて､自分の罪を自覚しない限り

必要だとは思わないでしょう。

自分の罪を自覚するかどうかは、自分自身がいろいろな方法で、答えをみつけようとしたり

自分を救おうと徹底的にやってみることにかかっています。

しかし、ここまできても 自分を救うことができないという逃れようのない答えにたどりつくのです。そういう運命なのです。

この状況をよくするためのすべてを諦めないといけないのです。今、私たちは全ての望みを

失ってしまったのです。

イスラエルの国は、イエス様がくるまでは よく似た状況にありました。首都エルサレムでは、

何千という、動物がいけにえにささげられました。寺院から流れ出る血で川は赤く染まったと

書かれています。毎年エルサレムへ旅をする時多くの犠牲が常にありました。それはどんなになくそうとしてもだめでした。人々はそれが自分たちの罪のためであるとしっていました。バプテズマのヨハネが私たちの罪が許されるようにあらわれた時はどうだったのでしょう。

「そこで、ユダヤの国中の人々とエルサレムの全ての人が彼のところへ行き、自分の罪を

告白してヨルダン川で洗礼を受けていました。」（マーク１；５）

今までのところでは, ヨハネの洗礼は絶望の洗礼でした。とんでもない罪によって自分が支配されることを想像して見てください。完全な礼拝及び説論を可能にするヨハネによって洗礼を施されることによって私達が許されるのです。当然, 私達はみんなでヨルダンへ急ぎ, 洗礼をうけまるでしょう！ にもかかわらず私達が罪の許されたのは, 一時的で それ上の力は、与えられませんでした。

まだ、私たちは 罪の奴隷である自分を発見し、もう一度希望のない許しを必要としていたのです。

私たちは、聖霊によって確信を得て、自分で自分を救うという事をあきらめ 今私達の 救い主となったイエス様を受け入れる用意ができたのです。

もう、ひとりだちできるようになったのです。イエス様なしでは生きられないということもわかりました。

私達は、簡単に神への信頼を告白することで 神に通じる事ができるのです。

聖霊は、私たちが救い主を必要としていることを見事に確信させてくれました。

すばらしい発見です！

罪がゆるされることができるという、何という、安心感でしょう！

イエス様が私たちを許すことができるのなら、イエス様には何でも可能なのです。

家族たちもイエス様の手の中です。そして、不安な気持ちや、全ての小さな悩みも

心配いりません。

新しくクリスチャンになると、神への信頼で満ち溢れ、神は、何でもできる。

そう、しんじられるのです。実際、神は何でもできます。

まるで新婚旅行にでも出かけているような気分になり、神を喜ばせることばかり考えます。

何かをしなさいとか、働きなさいとか言う言葉は神の言葉の中にはありません。

全て神が私たちに要求していることは努力しなくてもよく、愛によるものです。

神自信も新しい信者なのです。そしてイエス様はもどって来られます。

ですから、新しいクリスチャン達は新しく見つけた神との喜びを、ほかの者たちと分かち合う

べきです。

他にも迷子のひつじを 見つける事があるでしょうから。

誰でも新しいクリスチャンが何を知っているのか知りたいはずです。そしていろんな所で拒絶されるまでそんなに時間はかからないでしょう。伝道を聞いても感激しない人達もいるでしょう。

でも、それがどうしたっていうのでしょう。

世界は広いのです。伝道の言葉を待っている人はたくさんいます。それを見、学び、祈りささげるというのは何とたのしいことでしょう。一番すばらしいことは、誰もあなたに強制はしていないということです。そして、ゆっくりとハネムーンは、終わります。

敏感に新しい信者は、この救い主から目をそらし、やりたいことだけに目を

むけるのです。そしてだんだん、祈りの言葉は 自分のためだけになってくるのです。

事実、イエス様に出会う前は自分が一番大切だったのですから。

不可能にみえても、どんなに疲れ果てていても 何事も完璧にやりとげようと、

努力するのです。

そして徐々にイエス様に目を向けることをしなくなり、クリスチャンとして成功をもっともっと

求めていくのです。成功するクリスチャン達から正しい教えや喜びに満ちた生活、勝利 また聞き届けられた祈りや すばらしく感激した経験談を聞く事があるでしょう。そうした経験談を聞き、教えを通じて また正しい事をすることで喜びが増すかもしれません。

でも、それでもうまくいかないのです。

どんなに努力を続けても、なくしたものがいかに大きかったか気づいてしまうのです。

アンドリューマーレーがこういってます 「自分を何かで証明するために努力しなくてはならないのなら全く何もしないほうがいいのです。」

これを聞くと、信者はまた、じぶんが神を失ってしまったと思うかもしれません。

イエス様が答えであるとわかっていて、神を喜ばせたくてもそれができないと思ってしまうのです。

イエス様に救われた時以上に惨めな気分に陥ってしまうのです。

伝道をしていて、イエス様を救い主としてうけいれたいですか？と 聞かれたアル中の男性を

思い出しました。

彼はワインのボトルをあけていいました。「結構だよ、今でさえ問題だらけなんだから。」

と言いました。主を救い主としてあきらめないために信者たちは、セミナーに出席したり、聖書をもっと読んだり、祈り、断食をし、良いことをし、気分を盛り上げようとするのです。

これらの望みが渦巻きとなって、約束された安心をもたらしてくれるのです。

しかしそれは、穴のあいた車のタイヤの空気を毎朝いれてるようなものなのです。

しかし、夜になればまた 空気は抜けてしまいます。そして、ついに叫んでしまうのです

「誰か、この穴をなおしてよ！」

主を失ってから見つけるまでと 主を見つけてから失うまでの時間は比較的短いものです。

イスラエルの人がエジプトに出ていったのを覚えていますか？人々は神にたくさんの希望と

信頼をもっていました。

この約束された土地へ行くまでの短い距離で 彼らは神への希望と信頼をすててしまったのです。そのかわりに自分達を信じはじめました。

彼らは、密かに自分たちで何ができるかを考えたのです。結果は、荒野の中で追放されてしまったのです。それは、彼らにもう一度、神に対する信頼と希望をもたらせることになったのです。

クリスチャンの中には人生を迷わずに歩いている人もいます。そういう人たちのために 神を賛美します。しかしこの本はそういう人のために書いたのではなく、荒野の中で道をはずして迷っている人たちのための本です。 うまくいかないということはすばらしいレッスンなのです。

いいですか、どうしようもない時こそ、私たちは 成長しているのです。

第３章 何がうまくいかない？

私が初めて訪れた世界旅行で、いろんな国に行き ユニークな文化に触れましたが、それはとても疲れ、私はへとへとになりました。時には一日に、３回も演説をしました。

このような離れた土地で神からの愛を授かった兄弟達と時間を過ごす事はとても私を元気づけてくれました。私がイエス様の名前を使うことで 最適の宿が用意され、食事に

招待され、特等席を与えられ、家族同様の 扱いを受けるのはまったく驚くことでした。

私たちは本当に神の家族でした！

私はある時、聞いたこともない独特の思想を持った、いろいろな宗派が集まった多くの

人たちの前で演説する機会がありました。

そこで、同じ人数分の挫折と絶望を見つけたのです。

演説の結びのところまできたのですが、うまく行くはずの豊かな生活のところが分かってもらえていないのです。

うまくいってません！

いろんな宗派が 協力し合わないことは 比較的簡単な事です。それぞれが 主張している事に反対すればいいのです。

自分は正しく、真実を教えていると信じているのですが、なぜその正しい教えの中で安全を確保している人達が その教えを信じていない人達と 同じように挫折しているようにみえるのでしょうか？

弟子を育てる事に強く励んでいる宗派は、あらゆる状況にであった時にどうするかということを教えていきます。彼らは、人は自分のするべきことをわかっていないので失敗するものだと思っているのです。その中でもよく教育されたグループの人たちでさえ、神の決まりと全ての教えを書き出していくことすらできず、結局は、絶望に負けてしまっているのです。

本当の問題は無視されています。精神的にどうやって、変わることができるかという その教えはうまく機能していません。

結果、神を失ったと自覚している人が、生活の中に 規則を増やしていくのと同じ事です。

大量の決まりは結局 一つのことを指しています。それは私たちは、神を個人的に知らないという事実です。旧約聖書には、人間は神を知らなかったとあります。
パリサイ人が、その先頭となるいい例です。神を見失えば見失うほど、決まりが 増えていくのです。

最近私はユダヤの食事法の本を読みました。ある記事を書いた作者は、きっぱりと クリスチャンはらくだや、ウサギの肉を食べるべきではないと言っています。

私はすぐにこう思いました。「もし、ウサギやらくだを食べなかったら、もっと妻とは仲良くなれて、子供たちは神を知ることができ、自分の絶望や、落胆から逃れることができるのだろうか？」

当然、答えはノーです。私たちは、もっと質のある人生を暮らすために実行すべきことを

話し合うべきです。

すばらしい理論や、聞こえのいい教え、禁じられた法律、新しくできた参考書などを見た時、

「これは、うまくいくのだろうか？」と自分に問い掛ける人はほとんどいないでしょう。

早く直る方法があれば何でもいうことを聞いてやろうというぐらい、私達は今情けない立場にいるのです。私は、クリスチャン達にテレビ、ラジオ、指先のあいた靴、針金の入っためがね、明るい色の服、教会の中のオルガンなどを 持たないように言ってきました。

しかしそれは、律法主義者の中でひどい道徳であるとわかりました。

そんな事ではうまくいくはずがありません！

聖霊の言葉で話し、聖霊に満たされるという問題は 今までに何度も討論されてきました。私は個人的には、罪と束縛を経験している人たち両方の問題を 見て教えてきました。

ポイントはここです。聖霊の言葉で話せる人もそうでない人も 敗北を味わう事があるのです。どちらにせよ 絶望しているだけではいけません。

敗北はバプテズマを受けても、正しい時に正しい形であります。聖霊に服従している者、

グループのリーダー、聖書を全部暗記している者、時間を静かに 神に献身している者、

疲れを知らずに福音する者、この世の中から分離をしている者、積極的に告白する者、

キングジェームス（英訳聖書）のみを読む者、ピアノを持っていない者、子育てのために

全ての良いクリスチャンブックを読む者、こういった者達にも 敗北はあるのです。

「あなたがたは、真実を知り、真実はあなたを自由にします。」（ヨハネ ８；３２）

明らかに、今言った私達の行動は本当ではありません。 これでは自由になれません。

つまらない状態から解放される方法を探しているような信者は、「イエス様は一体どこに おられるのだろう？」などとは めったに自問しないでしょう。

実際、聖霊を探せば探すほど、貴重なイエス様はどんどん遠ざかり、肉として生きる

人間の部分どんどん 増していくでしょう。

うまく行くと思っていたことが、失敗に終わった時、私達はいつもこう思うのです。

「仏教徒、ヒンズー教徒や、回教徒達なら、うまくいくだろうか？」

うまくいくのなら、それは、単に 人の教えであって、超自然的なことなどでは ないのです。

何人かの人は悪魔の仕業だといいます。しかし、いくら時間を費やして、悪魔を追いだそうとしても 元の同じ 罪の奴隷に戻ってしまいます。

悪魔払いをすすめられても、何度も何度も変わろうとしてもいっこうに変わることができないのです。

多くの知識を教えても、あまり役にはたたないのです。

私は聖書の勉強をしている時、丸々１ページイザヤの根源が熱心に書かれていることに

気づきました。一人の作家によるものでしょうか？

ヘブル人についてかかれたページもありました。書いたのは使徒パウロでしょうか、バルナバでしょうか？そこには、神学のガイドが載っており、終末論や、最後の時についての特別ページが

ありました。偉い学者達が、相当な時間をかけて調べたということは疑う余地もありません。

何故でしょうか？

それは苦しんでいる人たちの助けになるのでしょうか？中国にいるクリスチャンを圧倒するような、すばらしいものでしょうか？

人を洗礼したことによって、ネパールの刑務所にいる兄弟達や、今夜の食事に困っているインドの兄弟達、または、あなたのためになるでしょうか？

教会には、聖書が理解する為に書かれてあると信じている学者が多くいて、実際は命を与える為に書いてあるという事実に気付いていないのです。

牧師の何人かは、説教中にノートをとるようにと言い張ります。でもそんなものはいらないのです。

必要なのは力です。クリスチャンは聖書から知識を得る者です。その結果、離婚、子どもの反抗、そして心が満たされなくなるのです。

神は組織化したり、理解するものではありません。それは信者でない者たちがすることです。神は従い、あがめるものです。

私は時々、神学者が自分の持っている知識で売ることのできる最も優れた物のことを

こんな風に考えます。それを売って、望遠鏡を買い、静寂につつまれた夜に星をみつめるのです。

誰でもこのような夜を過ごしたら、神の光の前では、どんな光も無意味であるとわかるでしょう。ヨブが経験したように。

そこで、ヨブは主に答えていった。「見よ、私はまことにいやしい者です、何とあなたに答え

ましょうか、ただ手を口にあてるのみです。」（ヨブ４０；３、４）

学ぶ場所はあるのです。それが本質とすり変ってしまったら、知識は呪うべきものになってしまします。

私はあるとても賢い人が混乱に陥ってしまったのを知っています。

神の勝利の人生の前では、貧困も 金持ちも、無知な人も才能に恵まれた人も 全て同じなのです。

知識が重要ではないと言っているのではありません。それは真実からかけ離れています。知識は

生きていく上でとても大事なものです。しかし、その知識が 神よりも先行し、毎日の生活を

支配するなら、それは、呪われた物になってしまうのです。

全ての知識を頭より18インチほど下げるということを覚えておきましょう！

知識を追求していくことは祈りの妨げになると思います。実際、知識を求める事の方が神に祈り

求めるよりずっとやさしいと思います。

私達は聖者の祈りを通じて主がこの世を支配していることを知っています。それにしても、私は祈り方を教えてくれる、バイブルの学校や、セミナーを この旅を続けていてもまだ見つけていません。どこで、うその救出を信じてしまうのでしょうか？

それは、多くの傷ついたクリスチャン達が教会におり、カウンセリングを発展させているからです。

多くのクリスチャンは心理学のカウンセリングをうけたり、勝利を勝ち取るために、いろいろな手伝いをし、知識を深めようとやっきになっているのです。

しかし、一つクリスチャンのカウンセリングの 不安な点は、主イエス様とその超自然なことは、そっちのけで 、信者でない者達と同じアドバイスを 受けているのです。

本当のクリスチャンのカウンセリングとは、主に目を向け、自分に目をむけるものではありません。私はクリスチャン達が、イエス様のみが必要なんだと 言ってるのを聞く時、敵対心が増加しているのではないかと 思ってしまうのです。

私達は、心理学ではなく 主のみに頼るべきなのです。

「私は断食を布告し、神の前で身を低くし、私達と子ども達と、全ての家財のために、正しい道を示されるように求めた。これは、我々が先に王に告げて、「我々の神の手は神を求めるもの全てにやさしく下り、その威力と怒りは、神を捨てるもの全てに下る。」といった。

私は歩兵と、騎兵とを、王に頼むことを恥じたからである。

そこで、我々は、断食をして、これを神に求めたところ、神はその願いを聞き入れられた。

（エズラ記 ８；２１―２３）

時には、私達は肉の魂をもって 直面している問題の答えを探すために 世間に飛び出して行くことも恥ずかしくないと思うのです。

クリスチャンとして何がうまく行かないのかを、探しつづけているうちに 自分達の集会の規模を大きくすることだけに集中している教会にかつぎあげられている人たちのいう、方法や 計画など、私達には 必要ないということなのです。

今日の 教会の多くははピラミッド形組織に使用人を使っている組織とかわりません。

より多くの人に来てもらうことのみを 考え 今来てくれている人たちに尽くす事など、考えていないのです。しばしば、造成業者が 帝王となるような建物が計算ずくで 建てられ、それから、組織の信条が 入会者の成功を となるのです。

多くの教会は有能な医者がいない病院のようです。しかし、病気の人はあふれており、そのために 建物を拡張し、もっと、病気の人を収容するということになるのです。

そこにいる少しの医者はどうするべきなのでしょう？

クリスチャンの生活は何故こうむずかしいのでしょう？ 私達はイエス様の愛と共に歩んでいます。しかしいま、いろんな 「新月」をみつけました。（コロサイ２；１６）

イエス様が 信者を子ども達に例えて話されたという単純なことは一体どうなってしまったのでしょう？

全ての方法の根源はとても簡単に、確定しています。

いいですか、私達はマタイの５、６、７章に書かれているように暮らすべきだといわれています。しかし、それがうまくいかないのです。

その結果、自分を高める事のできる人が自分を高めるクリスチャンのありかたを作ったり、自分と同じレベルに到達できない仲間を非難したりしてしまうのです。

私達が知的に事を追求する事が簡単にできたら、きちんとした教えをつくり、教会の主義に基づいて全ての重要な事を訓練できるでしょう。また、一方では、もし知的に追求していくことに、魅力がなくなれば、感情的なクリスチャン生活になり他の人が同じ様な経験をしなければ霊的に見下してみる。

簡単に言えば、挫折した信者というのは、正しいこと―勝利、もっと精神的な成長、なにか、神を喜ばす物を探しているのです。 でもそれは間違った場所で探しているのです。

あるインディアンの信者の話です。ある男が家の鍵をなくし、自分の家から閉め出され、外の明かりを頼りに鍵を探し始めました。近所の人達が気づいて、どうしたのかと聞きました。

そうして、一人二人と、鍵を探す手伝いをする人が増えていきました。とうとう、その中の一人が、男に聞きました。「鍵をどこでなくしたのですか？」男は答えました。「家の回りのそのへんです。」

近所の人は言いました。「家の回りでなくしたのだったら、この明かりの下を探しても無駄でしょう」男は答えました。「なくしたところは暗すぎて見えないので、この明かりの下を探しているのです。」

主の喜びと勝利をなくした信者はよく、一番見やすいところだけ見て、自分の挫折の原因を探そうとはしていません。

間違ったところをいくら探していても成功はしません。いくら光があっても探す意味がないのです。

成長し続ける木

さまざまな問題を解決してくれる答えはどこにあるのでしょう？ 答えは庭の中にありました。

「主なる神は、見て美しく、食べるに良い全ての木を土からはえさせ、園の中央に命の木と

善悪を知る木とをはえさせられた。」（創世記２；９）

それはアダムとイブが食べた最後の木です。人類が食べ続けている禁断の木です。

それが人間にどんな影響を与えるのか、少し考えてみましょう。

まず初めに神が私達を受け入れてくれるかどうかの基準は、合格、不合格のシステムにかかっています。

イエス様を見つけることができたら神に受け入れられ、合格です。もし、イエス様のほかに

目を向けたら不合格です。これは善と悪の木を食べようと決めるまでは、簡単でわかりやすいのです。

食べてしまうと、神の簡単な真実はゆがめられ 難しくなります。

木を二つに分けてみましょう。一つは善の木、もう一つは、悪魔の木。もし、人間が悪魔の木から実を食べ、悪魔の行いをしようとしたら神は、その人にどうするでしょう？

答えは簡単です。間違った方の木から実を食べた人間を拒否します。それは、神が決めた主と共にいるという基準からはずれているからです。しかし、善の木の実を食べ、良い行いをすれば神は、その人に、どうするでしょう？神はその人も拒否します。それは、神の基準を自分でつけたし、自分勝手なことをするからです。神は私達に正しいことをするように要求しています。しかし、私達が言われてきた全ての正しい行いは汚れた服のようです。良いも悪いも同じ木からくるのです。そして、それはどちらも神に拒絶されます。

「やみも光も、異なることはありません。」（詩篇 １３９；１２）

悪いことをするということは神の存在を否定するものです。しかし、良いことをするということは 神の受け入れの基準を否定するものなのです。

この基準を見ると、私達は神をまったく信じていないと言うことをを証明しているのです。

私達は、キリスト教において、偉大な詐欺にあっているのです。

神は私達にいい働きを望んでいます。しかしそれは満足を得る為ではなく、その出所が大事なのです。もし、その働きがイエス様自身を象徴するものであるなら、それは、大丈夫です。

テサロニケ人への手紙第１ （１；３）にこうあります。信仰によって生まれる働きは神に受け入れられます。しかしそれ以外の全ての行いは、不信仰とわがままからきています。

イエス様は、悪魔の木の実を食べた収税人と、罪人達の事に気づいています。それは彼らが後悔しているからです。（彼らは知っていたのです、回りの者も知っていました。）

しかしながら、イエス様は、パリサイ人と法律の先生に、同じだけの希望をもっていませんでした。

 収税人と罪人達は、善の木の実をとって食べても悔い改めがなければ 罪の意識の無い人達よりも 先に天国に入る事ができるでしょう。

周りのものは誰も 彼らのやっていることがどれだけ冷淡で、受け入れられず本当はとてもわがままであると証言する事ができませんでした。

この、善の禁断の木には 深く 隠されたものがあります。

マタイの23章では、イエス様は神に受け入れられる基準について説明しています。

「あなたたちは、人々から 天の御国をさえぎっているのです。自分も入らず、入ろうとしている人々も入らせないのです。」（13節）

それは強い欲望をもたらします。

「あなたがたは、やもめの家をくいつぶしていながら、見栄のために長い祈りをするからです。」（１４節）

「改宗者ができるとその人を自分よりも2倍もひどい 地獄の子にする。」（１５節）

人間は悪いことをしました。しかし今、良いこと、悪いことの基準に迷ってしまっているのです。そして良い事の基準のリストやその方法を作り、それは、「愚かで、目の見えない者達」（１７節）を増やすのです。そして、そういう人は

「正義、哀れみ、誠実」（２３節）に 従うことに 怠ってしまいます。

全ては規則を守ることだけに囚われていましまっています。 決定的なことが隠されている間に。

「盲目の案内者達よ、あたががたは、ぶよはこして除くが らくだは飲みこんでいます。」（24節）

「あなたがたは、杯や皿の外側は清めるが、内側は貪欲と放縦に満ちている。」（２５節）

人は他人へ 批判をするので正しく見えるかもしれません。

しかし、実際は「外側が白く塗られた墓は 美しく見えるが、内側は死人の骨や汚れたものがいっぱいです。」（２７節）

このように、善の木だけ食べてる人に騙せれることがあるのです。それは、悪いことをしている人よりも悪いのです。

ヨハネ３章１６節では、「神はその一人をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じるものが一人として滅びることなく、永遠の命を持つためである。」とあります。

頭の中では、理解し、言葉を受け入れているのです。しかし、呪われた木の実をかじっている

人がどうやって この聖書の一節を読んでいるか聞いてください。

｢神はその一人を お与えになったほどに、世を愛された。それは、罪を犯さず、欲望もなく、悪の心も持たず、聖書をよみ、いつも教会に行き、子どもにどなることがなく、祈り、聖書を暗記し、ラジオをもたず、隣人のために立ち会い、物を与え、聖霊と共に話し、回心の経験があり、そして、清いものは滅びることがなく、永遠の命をあたえられる。」

この木を食べると食べないの違いがわかりますか？

神に受け入れられたいがために、限りないリストを作らねばならなくなるのです。

そして、抱えきれないほどの、大きな重荷を背負うことになるのです。木の実を食べると

このような主張がでてきます。悪い事をしてしまった、これからは良い事をしようと。私達はこの木の成分の中に儒教、仏教、ヒンズー教、モルモン教、エホバの証人、その他この世にある全ての宗教を見つけました。

悪魔の木からは、悪魔の知識がどんどんでてくるのです、神学者と呼ばれている

人達は、善の木からは、良い知識がふえてくると言っています。

しかし、どちらもそう変わりはないのです。もう一度聞きますが、今日の教えは、神の基準に

はまることが許されるということでしょうか、それともヒンズー教者と同じように 行動していくことでしょうか？

神の基準は善と悪の木からでてくるのでしょうか、それとも他の木でしょうか、また、人生の木でしょうか？

神が導いてくれたので、私は土曜日に、妻を手伝って、家の掃除をすることにしました。

神の導きだと言うことは、はっきりしていました。それはものすごい労力を要するものでは

ありませんが、それでも、私を豊かな報酬である天国へと導いてくれます。何故かって？もちろん、仕事の量は、関係ありません。神が私の中で、導いているからです。神が私と共におられるのです。もし、神と共に人生を歩んでいないのであれば、自分の行動も心配することなく、どんなにささいなことでも、正しいのです。

また一方で、私は自分の高揚と、喜びを得るために一万人に、演説をするかもしれません。これは、干し草や、切り株が燃えてしまうように、長続きは、しません。そりゃあ 立派な仕事をしたかもしれませんが、神の働きによるものではなく、自分のためにやったことだからです。

木の実を食べていると、盲目になってしまいます。多くの人は世間ではすばらしいと思い、自分でも驚くような仕事だと思ってやりますが、すぐに燃え尽きてしまうのです。私は、とても形式にこだわる牧師に、この教えを突きつけられたことを覚えています。彼は、自分の仕事が 正しいと 強く信じている人でした。彼の妻は、彼が、間違った人達や 怠け者のクリスチャン達を、非難しているのを 不安に思っているようでした。

彼女はあとで、自分達が前の教会を出たのは、彼が浮気をしていたからだと 暴露したのです。悪魔は、私達がこの木から実を食べるのを とても喜ぶのです。

人間にもいろんなレベルの悪魔の心を持った人がいます、良い心にもいろんなレベルがあるのです。

ここに、悪いに心をもった人がいて、自分の心をはかりにかけたとします。１から１０までの目盛りがあり 否定的な事をすると その数字が増えていくとしましょう。積極的な面もはかってみました。

もし、この人がイエス様を救い主として、受け入れたとしましょう。彼は、今まで悪いはかりのほうで、いつもマイナス5として すごしてきました。さて、クリスチャンとなった彼は、良い方のはかりで どのレベルに達していると思いますか？

私は、彼が良い方のはかりで プラス5になるまで努力すると思います。

問題は 良いほうのレベルを上げようとすると、悪い方も同じだけのレベルを上げようとするのです。マイナス５に戻ってしまう前に、それがわかるでしょう。

良い方のはかりで、プラス１０だった、パリサイ人達をみてください。そのあとで、彼らは

どのぐらいマイナスまで落ちてしまったでしょうか？

マイナス１０で、彼らは、神の子を十字架にかけよと 主張したのです。この問題の重要性は

形式を重んじる 教授達の間で話し合われています。神の基準より上にいこうとすれば、するほど 深みに落ちていくのです。

信者達の中には、田舎に住んでいれば迫害されることもなく、イエス様のために豊富で、神に近い生活が、できると思っている人もいます。また、他の信者は、宗教の自由がなくて、迫害さされるのだとしたら、もっと精力的になれると信じています。実際、賢くなると迫害されると思っているのです。神は公平です。迫害される人は迫害されない人と同じぐらい神なしの生活の中で困るはずです。聖霊への 近道はありません。肉体的な妨害もありません。聖霊は、イエス様の精神からくるもので、決まった状況からくるものではありません。

コンスタンティヌスの家庭教師は、教会が受け入れられ始めたのを見たので 世界の愛は敵である、憎しみに変えられていくといいました。ここに悪魔の大きな嘘があります。

この悪魔は、私達を 別なところで、別な時間に私達が望む時に 隠れた所からみています。この今の瞬間に 私達から隠れているので そこには精神的な成長や賢さを妨害するものはないのです。何故、私達は悪魔に耳を貸してしまうのでしょう。それは呪われた木なのです！

ほんの少しの人達が、神に受け入れられる方法を知り、生きていく方法を理解するのですが、それはある一定の方法で人生を生きているので 悪魔にとっては そういう人達をプラスのはかりから、マイナスのはかりにおとすことが簡単になります。これまで話してきたはかりを基準に考えるなら神の理想的な数字はゼロです。そうです、

ゼロの状態でいるのが成功するクリスチャンなのです！

もちろん､難しさがあります。わたしは、自分のために他の人にゼロの評価をあたえることが 

恐いのです。

私達は自然に、朝､おきたら､気分はマイナス６ぐらいだと考えます。そして神様のためにプラス６になるまでがんばるのです。そして、それを他の人や悪魔に 自分はプラス6にならないといけないと思っている事を聞かれてしまいます。そして悪魔が家のリビングに現れてしまうのです。私達は告白し、後悔し、罪の意識におぼれ、プラス６の気分をとりもどそうと がんばるのです。そうして神が望んでいるゼロを通り過ぎます。そうして､プラス６になっても、また、マイナス６になるのには、そんなに時間は、かかりません。世界は、２極性の精神病のようです。善と悪を知る木の実を食べるというのは、大きな事です。頭の中にも 同じことが起こります。私達には、考えないようにしていることがあります。そして それがなんであれ、かんがえないように頭を訓練します。それで、はかりにのせてみて、注意されるまでわからずにいってしまい、気が付くと、欲望がうずまき、疑惑、そして 自分が考えないようにしてきたことを強く考え恐れていることに気づくのです。

食べないように､食べないように､体が言っていても 目の前にある物は全部たべてしまうのです！
思考と感情がゼロの状態というのは、どんな生活でしょうか？

神の計画どうりの 感情と 考えを持つというのはどんな意味があるのでしょう？この事はあとで

もっと詳しく書くつもりです。しかし、今私達の 感情は超自然的なものではないと、認められる事を少し理解できます。超自然的な生活というのは、小さなもので証明されます、それは平和、恵み、間違った事をしたときに非難されることに少し欠けるとか、そういったことです。モーゼが行った最初のいくつかの奇跡は、古代エジプト王の魔法使いと 重複しています。

同じように、サタンは私達が 精神的に判断してしまうようなすごいものを物をみせたり、

感じさせたりすることができるのです。ですから、いつも私達は神と共にいるのだということを

忘れてはいけません。しかし多くの人は これを山頂にいるような経験だと思い、これらの

経験を神のそれと混同し、だまされるのです。普段の生活の不満のことを言っているのではありません。私は自分の妻との関係を とても楽しんでいます。それはいろいろな違った見方をしているからです。

ロマンチックな事も、いっしょにする簡単な作業もたのしいのです。夜の散歩、ベッドに座って

の読書、または、ドライブ。また、彼女が２階で、用事をしていて、私が下で勉強しているときも静かな自信があるのです。

私は出張中、家にいる妻と電話で話すと楽しくなります。大きな喜びの一つは、妻に会えなくても、妻が私を待っていてくれているという事実です。私と妻の関係は、肉体的や、うっとりするような感情だけではなく、全てを楽しんでいるのです。
神は私達の感情を、けして動かさないと言っているのではありません。しかし静かで、落ち着いている時こそ、主に自分をゆだねられるということを、ほとんどの人はわかっていません。

私達の欲望は限りがありません。神が私達の感情や思考を、動かさないのであれば 人工的という言葉は、私達の感情や思考を刺激するためのものだという事がわかるでしょう。これは、熱中しているだけのグループに増えており、主がなされた事や、聞いた偉大な事のすばらしい報告がされています。

これらの人達は、神との最高の関係を持ち続けると 信じています。そして、彼らは休むことなく 神との関係を簡潔に、楽しめるのです。

これは神の願いを知ると、 長い間認めようとしてきた事に狂いが生じ、混乱する事があります。

問題は、彼らが大きな独特の声や 夢、幻想、感情を確かめようと待っていることです。

これが大きな秘密です。私達が神の願いを聞いている時、何も感じられず、聞こえないのです。

子どもが私のいう事を聞いている時、子供は、私のいうことが何も聞こえません。

例えば、私が自分の子どもに道で自転車に乗らないようにといいます。もし乗ってるところを見たら、私は子供に大声でやめなさいといいます。聞こえなかったら、走っていって、やめさせます。

しかし、私が窓から外を見て子供が自転車で歩道を乗っていたら 何も言いません。

神の真実も同じです。神のいうことを聞いてる時、私達には何も聞こえません。では、どうやって、いうことを聞くのでしょう？簡単です。

どちらかを選ぶということになれば、こういうのです。「主よ、私の望みではなく、あなたの望みを聞き入れます。私は、これとこれをすることに決めました。もし、これが間違った選択なら、とめてください。もし、続けられるなら、自信をもってやっていきます。」

友達の一人はこう、アドバイスしてくれました。 決心がついたら、行動を起こす前に ７日間待てばいい。神がその道を閉ざす時間ができるからね と。

神は、創造者で、私達は、創られたのです。神の創った道を歩むことができないなら、神を

とても小さな存在にしてしまうのです。

祈られる多くの問題は、どうやって、神の声を聞くか、祈るかが、わかっていないのです。

床にひざまずき 神の声を待ち、いらいらしてあきらめ、一方通行の会話をしているのです。

ゼロからでる祈りはとても簡単なものです。神を知るという事を望み、話し出すのです。

聞く時は私達が神の前で、静かに休むのです。ゆっくり聖書を読み、聖霊が話しかけてくるのをまちます。神の声は人間的な声ではなく、聞く事も出来ず、大声でもなく、感きわまりでもなく、感情の中に超自然な動きもおこりません。

ただ神の声です。神の羊は簡単に聞き分けられます。

ゼロの生活は感情が高ぶっている状態が続くのではなく、低い状態でもありません。

多くの人は、神が何かを宣告している時だけ、神が側にいるのだと信じています。そういう人達はいつも主の話をする時、神が自分の失敗をどうやって確認させたかという事を話しているのです。そういう人達をみている部外者は、誰も 神の子どもになりたいとは思わないでしょう。

エリヤは、神の声を聞くように命令されました。神がどうやってエリヤにはなし話したのか、

注意してください。

「主の前に大きな強い風が吹き、山が裂き、岩をくだいた。主は風の中におられなかった。風の

後、地震があったが、地震の中にも主はおられなかった。地震の後に、火があったが 火の中にも主はおられなかった。ひのあとで、静かな細い声が聞こえた。」

（列王紀上 １９；１１―１３）

第２章では、自分達がもたらした苦痛や、不安 絶望は、悪魔であると学びました。しかし、この第３章では、良いことをするための計画のなかにも、同じだけの苦痛や、不安、絶望があるということを学びました。重要なことは、どの道、信頼が必要なのです。これがわからないのであれば、次の章への 用意はできていないと思います。
第4章 信じていない信者達

不信仰にもとずいてない罪、例えば、絶望、失敗、心配、欲求不満、神経衰弱、などあるでしょうか？私は世界のあちこちで、演説するとき この質問を観客にしますが、答えをみつけていません。

インドのある小さな町に行った時です。一人の女の人が私に尋ねたのです。彼女の抱えている問題について、神に答えを見つけたいので 一緒に祈ってほしいというのです。彼女は抱えているいろんな問題を紙に書いていました。それは、不信仰な夫、子ども達、親戚、もちろん自分の神への問題も含まれていました。彼女は英語が少ししか話せなく、私はヒンディー語を話せません。それで、通訳のできる牧師に協力してもらったのです。全ての質問に対して、私達は聖書を開き 神が答えを与えてくれるようにし、彼女と問題を解決するために主を柱として、祈りました。しかし、答えが出るとすぐに次の質問をしてくるのです。

1時間以上も同じ事を繰り返していました。私は、彼女が一日に4時間以上も聖書を読む、不信仰な、信者だと気づきました。

説明しましょう、不信仰な信者とは、自分はクリスチャンだといい、生まれ変わり、天国にいく

人のことです。問題は、その人は、イエス様という人間を信じたことがないのです。それはこうです。頭の中では、神のしとやかさ 心配、関心 そして主イエス様の愛について話し、それを信じて受け入れているのです。これは信者です。しかし同時に、自分が クリスチャンとしての人生の全ての責任をもっている、自分が回りを変える必要がある。自分の人生を変え、神を喜ばすために尽くす、と考えています。それは、心の底では、信じていないということなのです。

今の教会の中には、神に助けを求める一方で、感情は神から逃げているような不信仰な、信者が たくさんいます。

人々の考えを聖書から探しだし、人を説得させることに時間をかけても、感情はわかっていないのです。それには自分にも同じような説得が必要なのです。神の感情の概念は、知性的な視野からも重要なのです。否定的な神の感情の理解は、人生、真実、主の歩む道を妨げるものです。

多くのひとは神は、それぞれの必要を満たすと理解（信じ）しています。しかし、本当は助けてくれず、自分のことは自分でしなければならないと感じ（不信仰）大奮闘を続けているのです。

毎週、多くの不信仰な信者たちの前で、会合をする牧師は、欲求不満にちがいありません。

どんなに良い 力強い説教を考えても、聞いてる人の人生には、まったく役立っていないのです。

牧師として、不信仰の信者と会合を持つことは 落胆するに十分です。全ての説教において、罪の意識や、恥ずかしさ、知的な口論などがもたらさせるのです。

神が向上させた弊害は強調する事無しにメンバー達はどうしたら 向上する事ができるかに 目を

向けているのです。

不信仰は全ての罪だといわれています。

心配事が肩に重く感じる時、もう一度、通り過ぎてしまった自分の罪を数える時、私達を愛してくれる人達から、手を引いてしまう時、この世で神を忘れて、自分で歩いている時、それは不信仰が原因ではないですか？

それは、悪魔のルーツではないですか？

「人の子が来た時、はたして、地上に信仰がみられるでしょうか？」（ルカ １８；８）

新約聖書の中には、２３０以上もの 信頼という言葉がでてきます。勝利の簡単な人生を生きるための 中心となるテーマです。

不信仰の原因を探す前に、不信仰な信者がもつ、影響を理解するべきです。それによって、自分達が毎日否定している自分自身と、無の邪悪な三位一体の力がもたらす信頼の生活を

本当に理解するのです。そして、その三位一体とは 罪、悪魔、そして、この世なのです。





不信仰者の敗北

個人的な質問をさせてください。あなたは救われましたか？

聖書をあけてみると、イエス様が成し遂げられた、３つの事が書かれています。はじめに、私達は、イエス様の信頼を通じて生まれ変わることができる。２つめは、イエス様の血を通じて 私達は許される。そして、３つめは イエス様の人生を通じて私達は救われる。この３つには違い

があります。はじめの２つは３つめに関与せずに手に入れることができるのです。実際、天国は

生まれ変わって、許された人でいっぱいだとおもいます。しかし、毎日の生活では けして救ってもらえません。イエス様を毎日の救い主としていない人達は、いらだつ罪に、コントロールされ、罪の意識がつきまとい、避ける事のできない奴隷として生きていくのです。

救われた期限の意味を理解するには、旧約聖書を開かなくてはなりません。ほとんどのケースは

現在の闘争、状況、敵からもたらされているとみなされてます。

人々は、救済してもらいたいので、神を探します。そして、泣き叫ぶ時に、その時に助けが必要なのです。天国にたどり着いた時ではなくて。

生まれ変われたら、天国にいけるのです。（ヨハネ ３）

しかし、私達は今 圧迫されているものから、救いが必要なのです。

弟子パウロの言葉、コリント人への手紙 第一の １章 １８節をみてください。「十字架の言葉は、滅びる人々には愚かであっても、救いを受ける私達には、神の力です。」彼は十字架の言葉に逆らう者は 滅びるとはっきり 言っています。彼は現在の事を話しているのです。同じように、喜んで十字架の言葉を受け入れる信者は、本当の信者で（もうすでに救われた）その人は 十字架の救いの力を今日、経験するでしょう。救われたということは現在も続いています。それはどうやってわかるのでしょう？
私達は、許され、生まれ変わったことで、神の国へ行くことが保証されています。

簡単なことです、十字架が全ての敵を穴におとし、現在の苦悩から救ってくれるのです。

パウロはピリピ人への手紙（１；２８、２；１２）の中でこれをはっきりさせています。

「どんなことがあっても反対者たちに 驚かされることはない。それは彼らにとっては滅びのしるしであり、あなたがたにとっては、救いのしるしです。これは神からでたことです。」

「今はなおさら、恐れおののいて、自分の救いを達成してください。」

これで救いが 今ここにあるということがわかりました。

刑務所から釈放された男の人がいると想像してください。彼は、地域のリーダーとしてがんばったので、死刑の判決が減刑されました。

釈放された彼は、喜びと感謝でいっぱいでした。少なくとも、ほっとしたのです。

しかし、全ての状況、出来事、束縛や、罪などは真実で自然の人間の姿です。これらの状況に囲まれた彼は死ぬべきなのでしょうか？

彼は許されましたが 本当の人間の姿というのを分からなければ、彼の喜びはそう長くは続かないでしょう。

そして彼は間違いをくり返し、自分自身をせめるでしょう。彼は、許しが必要なだけではなく

彼を死へ導いていった全てのものからの自由が必要なのです。もし、私が未来のためだけに

救いが必要だと信じたら、私は何をなくしてしまうと思いますか？

そうです。今でも、敗北に苦しんでいるでしょう。未来の自由を夢見て、勝利の人生を過ごすことができ、この体を最後に救ってくれるまで、毎日毎日、救ってくれる他の誰かを救い主としてあがめるでしょう。

救いの意味を理解しようとするとき、マタイ１章２１節の天使の言葉がもっと意味あるものとして出てきます。

「マリアは、男の子をうみます。その子の名前をイエスとつけなさい。このかたこそ、ご自分の民を罪から救ってくださるかたです。」

救済は超自然的な 毎日の経験です。ヨハネの１５章５節に書かれている救い主の勧告を信じなければなりません。「私を離れては何もできないでしょう。」

しかしもし、私達が不信心であふれているなら、この言葉は、心の中で呪われているように聞こえていても頭の中では 恵み深く聞こえるのです。

また、イエス様以外で、私達をこの束縛から解放してくれる他の救い主を探すことになるでしょう。この状態では、間違ったところで探している状態でどうにもなりません！



不信者が崇拝するもの

この本を読んで、1つ貰える物があるとしたら あなたは何が欲しいですか？

何が必要ですか？多分答えはこうだと思います。あなたを愛し 満足させる何かで、それは深い

寂しさをいやしてくれる。それは確かで、あなたを保護してくれます。

私達が最も必要とするものは、精神的な必要で、それは神なのです。出会うことができる神のみです。

でもあなたが不信仰な信者であれば、あなたの心の中の深い必要さは、満たされません。あなたは どこで探してるその物を見つけましたか？

それをどのように対処していますか？ひどく落ち込んでいる時、あなたはどうしますか？

大きなプレッシャーがある時、誰に何をしますか？どこで安らぎをみつけますか？

未来だけを見ている神の世界で、どうやって生きて行くのですか？（地獄から逃れるためだけに？）歩くたびに穴に落ちているような人間とどうやって生きていくのですか？

これから いくつかの対処の仕方について調べてみましょう。




アイドル（偶像）の発展

自分が崇拝している物の対処のメカニズムは、至って簡単です。それは、なんでもいいんです。

自分がプレッシャーを感じている時に 求めるものでイエス様以外のものです。

自分が傷ついている時、それに対処するために何かを見つけます。それが私達の 偶像なのです。

前に私は 教会でとても熱心に働いてくれる、福音に熱心なクリスチャンに、訓練をはじめました。ある晩、彼の妻が彼を驚かせようと 彼がまだ働いている事務所に 夜食を持って行ったのです。そこで、彼がわいせつな電話をしながら、ポルノ写真が部屋中に散らばっているのを

見たのです。彼は、その問題のために 私のところへきました。

まず最初に私がしたことは、彼がクリスチャンになったことよりも、彼の経歴を聞きました。

それによると、彼の父親は、彼が１２才の時、アル中になり、毎週土曜日は最悪の日だったそうです。その日は、父親は休みで、朝からお酒を飲みはじめ、昼には酔っ払っていて、母親と

よくけんかをしていました。

ある時、彼は母親が父に髪の毛をひっぱられ、壁に顔を押し付けられているのを見ました。

あなたが父と母のこんな風景をみたとしたら。しかもイエス様に泣きつくと言うことを

知らなかったとしたら、どうしますか？

彼は、父のベッドの下にかくれました。そこで何を見つけたと思いますか？

ポルノ雑誌です。親のけんかの逃げ道として、彼は裸の女性の雑誌で時間をつぶすことが

できたのです。本の中の彼女たちは決して、彼をうらぎりません。

雑誌をみている間は、何も聞こえなかったのです。ポルノ雑誌は、すぐに彼のアイドルになったのです。それが 彼にとって、結局家族の問題から逃げ、プレッシャーからのがれる唯一の手段だったのです。

同時に喜び、受入、痛みを経験した時の鎮静も得ることができたのです。

彼は、１６才の時、クリスチャンになり、ポルノ雑誌をすてました。何年間もそれを見ることは

ありませんでした。バイブルカレッジに行ってセミナーを受けている時もです。

しかし、何年か後に、彼はひどいプレッシャーにおそわれたのです。

子ども達は反抗し、仕事はうまくいかず、結婚にも問題がありました。もし、あなたが悪魔だったとして、その仕事が 殺し、盗み、破壊で、この彼が極度に疲れきっていたら、何を与えますか？

もちろん、ポルノ雑誌です！悪魔はあなたの事を知り尽くしています。私達が一番欲しがる

欲望をどうやって増長させていくのか、何が私達にそんなに魅力的なのか、知っているのです。

彼は、苦しみから逃れるために ポルノ雑誌に誘惑されました。このように彼はまたポルノ雑誌

に、もどってしまいました。

しかし、昔の偶像（以後アイドル）と 又よりを戻すということは一つ大きな問題があります。神は、クリスチャンに、アイドルは必要ないといっています。

にもかかわらず、私達は、過去のアイドルにしがみついているのです。それがあまりにも

ここちよかったからです。これで、悪魔は、私達のうしろ後ろからそっと、まだまだアイドルが

必要だと、囁き続けるのです。たとえば、こうです。「もっとちゃんとポルノ雑誌を見ていないから、おもしろくないのさ。」

それで、もっと過激な一冊を買うことになるのです。

神はこれを許してはいません。この時、自分を鎮静することができず、プレッシャーは、増える一方なので、血迷ってしまうのです。アイドルに頼ってしまうクリスチャンはそれを使うことがとても簡単なのです。そして自分では、憂うつや、悩み、うろたえ 落ち込みなどの症状が はっきりしてるのです。今挙げたどれもは、人の信頼に伴いません。

創世記 ２９章では、ヤコブが非論理的な ラバンから ラケルを手にいれようとする物語があります。ヤコブは ラケルと結婚したかったので、ラバンのために7年間 働きました。しかし、ヤコブは、だまされて代わりにラケルの妹 レアをあたえられるのです。

それでも、ヤコブは、そのあともラケルと結婚するために さらに７年間働くのです。この後も義理の父に６年間働くことを説きつけられました。神は、ヤコブに、ラバンのもとで富を与えられました。２０年がたってヤコブは妻と子ども達をつれて、出て行くことを決めました。

ラケルとレアは２０年間ヤコブと一緒でした。神が自分達にヤコブが与えてくれたことを感謝していました。自分達の悪事を良い方に神が変えてくださったことも気づいていました。

エホバの恵みが家族にある事を経験しました。それは、神である夫に仕えるという習慣でした。

彼らは、何故父の家に束縛されている時に家から偶像を盗んだのでしょうか？（創世記３１；１９）

神に呼ばれて出てきた旅であるのに、なぜ、それを隠し旅に持って行ったのでしょう？

それは彼らが不信仰だからです！「もし、神に見放されても、これがあれば、だいじょうぶだろう。」これが彼らの言いわけなのです。

同じ事が現在のクリスチャンにも言えるのです。神は私達を 約束の土地へと、導いてくれるのです。しかし、私達は 神がもし見放した時のために過去のアイドルを隠し持っているのです。

（自分の都合とやり方で。）

私達はそれを信じてもっているのです。多くのクリスチャンは、過去のたくさんのアイドルをもって、神の平和、安心、勝利の人生を旅しています。

「むなしい偶像に心を寄せる者は、誠の忠節をすてる。」（ヨナ書２；８）

この世の中には、４種類のタイプの人間がいると言われます。まず最初の種類の人はこう言います。「私は、主ではない！」このグループの人は、仏教や、ヒンズー教、不可知論者(実際に経験しないと何も信じない人のことです)、無神論者などが含まれます。２番目は、こうです。「私は主です！」といいます。この人達は、自分のことは何でも自分でし、地獄に落ちないための保険のように主を受け入れています。

３番目は、こうです．「主と私！」これは、一番情けないクリスチャンです。この人達は主を求めています。しかし、自分の思い通りに主が働かなかったら、アイドルへと走ります。

４番目は、「主のみで、私ではない！」といいます。主だけを信頼し、頼ることの秘密を学んでいます。彼らは神の安らぎを得、全ての悩み事を神にゆだねる事ができるのです。





多様なアイドル

普通のアイドルというのを検証してみましょう。何でもいいのです。プレッシャーや、痛みがある時に求める、主以外のもののことです。

大人になると、いくつか不快な、経験が避けられないことがあります。きまったように、苦しい事があるたびにアイドルがなくてはならなくなります。

少しかわった家庭で育った思春期の女の子がいたとします。両親は離婚し、彼女はいつも引越し、学校が変わり、母親は 最近自分のことなど、気にかけない男性と暮らしています。

ここには、２つの傷ついた要素が含まれています。１つは痛みで、もう一つは拒絶です。

私達はこの少女が、痛みも、拒絶も楽にする何かを見付ける事ができると想定します。

教会で、一生懸命働く事によって拒絶をなくせます。多くの人に祈ってもらうことは自分でやる必要もありません。しかし、感情と痛みは直せません。良い成績をとり、学校で表彰してもらうことは積極的で、拒絶もありません。しかし、痛みはまだあります。酔っ払ったり、ドラッグを使ったりすることは痛みから一時的に逃れることができます。しかし、痛みと、拒絶はまだ残っています。

事実、一つだけ痛みと拒絶を一掃するものがあります。金銭的に何もかからず、本当に痛みを和らげてくれるものだと、密かに思っているのです。

それはセックスです。セックスをしている時は喜び、痛みから自由になり、誰かが抱きしめてくれている間は、たとえそれが、一瞬であっても 恐ろしい拒絶から自由になるのです。次の日になると、痛みと拒絶は強まっているかもしれません。しかし、テレビ、広告、映画そして、友達などが、セックスとは 遅かれ早かれ必要であると教えてくれるのです。

もっと冷淡で、醜くわかりやすいアイドルがあります。それは善と悪の知識を持つ悪の木です。しかし、中には見ただけでは、悪いとは初めに見えないアイドルもあります。

これらはある意味では、ずるいのです。それは、簡単に許される物であったり、受け入れられる物であったり、また時には 悪意もなく神の代用としては、有益でさえあったりするからです。

それらとは、食べ物や買い物やテレビやラジオや服や支配や嘘やごまかしや撤回や論争や感情などの爆発や読書や悪口や空想、そして、欲張りなどです。特定の物は ある人にとってはアイドルで、しかし他の人にして見ればそうでは無いものもあり、それは個人差があります。

それと Ａ級のアイドルと呼ばれるものもあります。それは、むしろ尊敬され、教会で探されます。これらが、一番あぶないのです。時には神に仕えることのアイドルもあります。それは、妻が自分の夫は父として、又夫としても失格だと人に言い、夫は人から教会に行くのをやめたことを誉められるような事になる時です。神学のアイドルもあります。それは、正義を探しているのですが、神の奇跡をはぎとったような不信者がもとになっています。

信者の個人的な働きにより、神の存在を知りそして、その他いろんな事が混じって超自然な事が起こるのです。

多くの人は、自分の立場、職業、又は、旅のアイドルを神に祈ります。クリスチャンというものは含まれておらず、何かが彼らを離れさせているのです。

宗教のアイドルというのもあります。神への直通電話でもかけるつもりで これがあるのでしょうか、しかし、それはあまり一般ではありません。

お分かりの通り、私達は いろんなアイドルに囲まれています。醜い物も、受け入れやすい物も、あるいは、見た目がとても美しい物さえあるのです。

これらは、ほんのわずかにすぎません。もっと沢山のアイドルが不信仰な信者によってが、プレッシャーに苦しんでいる時、見つけられます。




アイドルの敗北

神は子ども達にアイドルを崇めることを許してはいません。だから、アイドルを拝まない人によって、神の平和は 制されているのです。

イスラエルは、本当の神をみつけたことによって、エジプトの束縛から逃れたのです。

何故、イスラエルにとってこの旅は、そんなに長くかかったのでしょうか？エゼキエルがヒントをくれています。「ところが彼らは、私にそむき、私の言うことを聞こうともしなかった。彼らは、その目を楽しませた憎むべきものを捨てず、またエジプトのアイドルをすてなかった」

（２０；８）

彼らは､とらわれの身である時にアイドルを捨てることを拒否したのです。

私達も、同じです。神がイエス様を通じて私達に暗闇の中から、光を見せてくださった時、神は私達がアイドルから 離れる事を望んでおられたのです。

エゼキエルは、お寺の壁をほりなさいといわれました。そして見たことをいいました。

「私は中に入ってみるともろもろの這うものと、憎むべき獣の形、そして､イスラエルの家のいろいろなアイドルが回りの壁に描いてあった。」（８；１０）

神の城の中にさえ、イスラエルの人はアイドルを隠していたのです！

私は、しばしば同性愛のことで苦労している信者にあいます。ある時、一人の人が私に、

言いました。「あなたが私の最後の望みです。」誰かがそれを言う時は、その人が自分で改善しようと言う気持ちがなく、自分の力ではなく私に、プレッシャーを掛けているのだと言う事なのです。

話しだしてから私は彼に、同性愛というのはアイドルの他なんでもない、力の元になっているのはセックスで、あなたがそれを受け入れているからです。

異性愛でさえ、一般の教えとは反対に男性は、肉体よりも感情的だといっています。

彼が拒絶された時、セックスではなく、自分を失います。そして拒絶感と価値感をなくし、怒り、そして落ち込んでやる気をん無くしてしまいます。

パウロがこう言っています。「互いの権利をうばいとってはいけません。」（コリント人への手紙 第一 ７；５）

この人は、会ったこともない父親に捨てられました。それで、男性にとにかく自分を受け入れてもらいたかったのです。そして、１６才の時に丁度探していたものをみつけたのです。それが

セックスへと変わっていったのです。

しかしこのセックスは、混乱が混じっており、最終的には彼は自分の同性愛に苦しむことになりました。私は彼にたずねました。「もし、同性愛を無くすだけではなく、自分も完璧にしてくれる薬があれば、飲むかい？」彼は飲むと答えました。

それで私はまた尋ねました。「仕事がうまくいってないときは、どうしているんだい？」

かれは、ゲイ・バーに行くといいました。「退屈な時はどうしているんだい？」彼は、ゲイの集まる公園にいくというのです！「奥さんと喧嘩したら、どうするんだい？」

「ベッドに寝転がって 空想でもするさ。」

又、尋ねました。

「じゃあ、この同性愛を止めさせる薬をのんで 仕事がうまくいかず、退屈で、奥さんと喧嘩したら、どうする？」

彼の答えは、その薬を飲みたく無いと言うのです。

でしょう！私達はアイドルによって、情けない事になっているのです。しかし、まだまだそれを手放す事はできないでいるのです。

少しは、それによって慰められます。そして、そのアイドルを手放せません。しかし本当は、

泣いているのです。「どうか、これを私の死んだ手から 取り上げてください！」

哀れみもない過去のアイドルに縛られていて、しかも私達にイエス様を残していって下さった神にどうやって立ち向かう事ができるのですか？

「あなたがたの先祖は、私に何の悪いことがあるのをみて、私から遠ざかり、むなしいものに

従ってむなしくなってしまったのか。」（エレミア書 ２；１３）

何故私達は、何の取りえにもならないものに、しがみ付いているのでしょうか？

「私の民が二つの悪を行った。つまり、生ける水の源である私を捨てて、自分でみずためを掘った。これはこわれていて、水を入れて置く事ができないものだ。」（エレミア ２；１３）

多くの人は 信じる何かを見つけて、それを放すことができません。壊れたみずためは、けして

本当の人生をためられず、壊れてしまうと分かっていてもです。

私達は自分で作り上げたアイドルに入れてあげてしまい、もう、手放せないほどに、信用してしまっているのです。

困った時にも、アイドルに頼り続け、大事な天におられる父のことを見ていません。

そして、娼婦達と遊んでいるのです。

神は私達に イスラエルの人が経験した様な事をするでしょう。荒野の中で迷い、自分で作ったアイドルに頼り、そして、失敗を繰り返し、それを自分の人生を立て直す時まで、繰り返すのです。

荒野での経験は神の子どもにとってけして、楽しい事ではありません。

この敗北のパターンは 士師記に書かれています。イスラエルの人達がくつろぎ、自分達の創造者のことを忘れた時、彼らはアイドルを崇めだすのです。そして、束縛に悩むのです。

ついに自分達の本当の神を思い出し、助けてくれと泣くのです。

でも、それは、悪循環するだけです。神は私達に、完全に信用するまで、そういった惨めな立場に私達をおき、それを繰り返すのです。

私は一度こう聞かれたことがあります。

「もし、私が姦淫をしたら、神はまだ私を愛してくれるでしょうか？」

私の答えは、「もちろんそうだよ！ 多分愛しているがゆえに、あなたには厳しく教えてくれるだそうね。」

その人は不思議そうに私を見ました。それで、私は聞きました。「あなたは、道で対向車が来ている時に、子どもの腕を引っ張る母親を見た事がありますか？」

母親は子どもに恐い思いをさせたくないのと、二度と回りを見ずに通りへ出て欲しく無いのとがあるからです。母親は、しばしば子どもをこらしめます。

神は自分の子ども達が過去のアイドルを利用したことに気がつくと、父の愛を持って、教育するのです。子ども達が呪われた物から目を背けるように願いつつ。

神は不幸を創ったりしません。私達がアイドルにのめり込んでいる事に気づかせ、神に目を向け、信頼させてくれるです。

誰かが自分に才能がないために他人をごまかし、欲しい物を手にいれたとしましょう。

神は彼の昇進を可能にし、必要な状態におくかもしれません。

しかし、‘ごまかす’というアイドルを使う事はできません。いつか彼は､神に頼らずにはいられなくなるでしょう。

又、ここに､自分がどれだけ魅力的であるのか、若い時から気づき、他の人を利用した女の人がいたとしましょう。

神は彼女が外見は関係なしで､競争しなければならないような立場におくでしょう。

それから、ここにいつも自分の知性を信じ、頻繁に､他人の行動を計算している人がいるとしましょう。

神は、そういう人を、知識など何の価値も無いと分かる所に彼を置くでしょう。

そういう過程にいる人を見つけるのは、易しい事です。

そういう人は自分のアイドルに弱点を見出し いらいらしているように見えるからです

何年もこのアイドルとうまくやってきたのに何故急に 失望するのか 分からないのです。

想像して下さい、私は以前、回りの人を脅す事で、自分のやり方を貫いて来たとします。

私はある時にやりたい事があったのですが、出来ません。すぐに私は、“おどかす”という

自分のアイドルをもち出しました。ですが、回りの誰もが気にしません。

私の言う事を誰も聞かないのです。どうしたらいいのでしょうか？

もう一度、脅かして見ましょう。結局、過去だけに効いていたようです。もし、何か別の

方法があれば。。。

そう思い、私は、「脅かすこと」をやめ、「すねる事」をしてみました。

もう、脅かすことは、失敗したのですから、すねる事は大変ストレスのたまることでした。

そうして、私は、パニックになりました。

もし、どこかのカウンセラーが、私に、このアイドルがだめなら、今度はこれを試すと良いでしょうと言うように違うアイドルをもってくるのは ストレスが溜まるものです。

この時点ではアイドルをいくら変えても、私の惨めさは長引くだけなのです。
ストレスが溜まったり、プレッシャーがある時、あなたはどんなアイドルを求めますか？

あなたが失敗した時に、安全な所に連れて行ってくれる、大事な秘密の宝物とは何ですか？

多くの人が何年も秘密を持っています。たとえ、これらに反対して、批判しても、同じアイドルを求めているのです。

これらのいやらしい、嫌われている野獣とは何でしょうか？

私達皆、それを持っています。信者として、そして今それを取り除こうとしている時なのです。

ある女性の夫が、彼女と別れようとしていることを告白しました。

彼女は、夫と別れたく無い為にありとあらゆる努力をしました。

夫を許し、もっと働き、自分を磨き、本を読み、カウンセリングに行き、告白し、怒り、反抗し、天罰、脅迫、そして、子どもという言い訳まで持ち出してきました。

一つだけ、彼女が試していない物がありました。イエス様です！

彼女が夫を自分の元に置くために、長年使ってきたアイドルを 捨てて主に全てを委ねるまで、彼女は夫を取り戻せませんでした。

後で、彼女はこう言いました。あの時の自分の立場に感謝していると。

それは、神以外のものに彼女が夢中になっていた物を、見つける事ができたからです。

偽の神を信用することに疲れていませんか？ イエス様以外の物を全て諦める事ができますか？

もし、そうなら、あなたは、約束の土地へ行くことができます。神様のみの、神様の地です。

欲求不満と不安と疑惑とうろたえと落ち込みなどから、抜け出す事ができるのです。

それは、ただ、不信心によるだけなのです。

過去のアイドルを 放り投げる事ができる覚悟ができたならば簡単にできるのです。




アイドルを消す

不幸にして、今日の多くの人が 神の能力よりもサタンの能力を信頼しています。

サタンは、主の能力を保つ神から、信者を遠ざける自信があるのです。

しかし、これは、問題ではありません。私達の天国の父は、敵よりも何億倍もパワフルなのです。天の父の簡単な信頼の力に必要な事は、私達が口で伝えて行くと言う事です。

私達が持つ信頼の問題の多くは、神に願った事がすぐに形にならなかった時です。そうなると私達は 神は祈りを聞いて下さらなかったと信じこみ、又、祈りをささげるのです。

力のある祈りは、どう祈るかとか、誰が祈ったかでも無く、祈りを効いて下さっている方に、完全に自分を神に任せているかどうかという事なのです。

たった一つの理由で、神に祈ることを要求される天国のお父様。それは、天国で私達の声を聞き、答えてくださる為です。

私達は、神に嘆願する事を余りにも複雑にしてしまいました。

多くの嘘が地上にありながら、天国を想像しているのです。声を聞いてもらうことで、天国にいる救い主に会える事を保証してもらおうとして、その祈りの声は続くのです。

そして神が自分の声を聞き、答えて下さっているとは全く信じていない人々を 置き去りにしているのです。

祈りは簡潔です。今の自分は、これ以上良くも悪くもならないので、神に自分を捧げ、欲しい物を言うのです。

祈りの力は神があなたの声を聞くという事なのです。

神があなたの祈りを聞いているようには全く感じられないかもしれません。

もし、あなたが私のオフィスにいて、私があなたにペンを渡そうと思ったら、簡単な事です。手渡せばいいんですから。手渡したとたんに、ペンはあなたの物になります。

あとで、私は自分のポケットの中を探すかもしれません。まだ、持っているような気がするからです。でも、実際はあなたが受け取り持っているのです。

自分のアイドルを神に渡す事もこのようにシンプルなのです。

ただ、渡せば良いのです。

神に、何かを渡すという事は、ペンを空中に放り投げ、自分の手の中に戻ってくるのを

待っている時間に、似ています。ペンが空中にあるうちは、神が持っているように思えます。だから、それを空中に放り投げておくのです。でもペンは、自分の手の中にもどってくるのです。

こういう人達を私は、ブーメランプレイヤーと呼びます。

ペンは何度でも手にもどってくるからです。祈っても、答えは自分に戻って来るのです。

このままでは、祈る事に疲れ果て、諦めてしまうまでそう長くはかからないでしょう。

例えば、あなたが自分の持っている物を全てわたしに ゆずる事にし、契約をしたとしましょう。今夜私が来ないから、私は、もう来ないという事ではありません。

ただ、急いでいないと言うだけの事です。あなたの持っている物は、あなたの家にいまありますが、私の所有物なのです。

神に渡したアイドルも同じ事が言えるのです。

そのアイドルは、あなたのそばにあっても、神がそれを受け取ったのであれば、それはあなたの物ではありません。

私が初めて、悪口というアイドルを神に渡した時の事を覚えています。

次の日に、私はもう誰かの悪口を言ってました。

それで、また神に悪口を渡しました。しかし、次の日又、悪口を言ってたのです。

次に私がもう一度、神にこの悪口というアイドルを、渡したとき神は私にこういったのです。

「もう、あなたの“悪口”は、受け取りましたよ。」

私がつまずいていた時から、私は、神にアイドルを取り去ってくれた事に感謝すべきでした。

ハンナ・ ウイットール ・スミスさんは、私達が背負っている重荷についてこう言っています。

重荷を全部､紙に書き出しなさい、そして、それを主に委ねるのです。

私は､よくこの事をアドバイスします。両手でこの紙を持って上に上げるのです。

この小さな紙が重くなるのにそう時間はかかりません。

主に手を上げて、紙を読んでもらっているのです。両腕は、まるで世界を持ち上げている様な

気になります。次に、自分の必要だと思っていたアイドルが、今でも役に立つのだろうかと考えます。酔っ払いやドラッグ中毒や食べ物や支配や引っ込みや身分やまたは結婚などは、この紙に書いてある重荷を軽くしてくれるでしょうか？

私達は悩みを 持ち続ける為に創られたのでは無く、今まで自分の役に立つような信用できる物は何も持っていなかったという事に 気づくのです。

イエス様を自分の土地からおいだそうとしたユダヤ人を覚えていますか？

悪魔がブタの体に入り、崖の向こうに走らせていった時の事です。

何故彼らは イエス様に怒りを感じたのでしょうか？それは彼らのブタでは無かったのですよ！

私達は、今までに挙げてきたアイドルを持つ権利があるのでしょうか？

同性愛者になったり、中絶をしたり、ポルノを作ったり、身を固めたり、離婚したりして、名誉を得る事ができますか？

これらの権利は本当に、私達に喜びや、落ち着きをもたらしてくれるでしょうか？

一度、私に会いに来た信者で、身体障害の人がいました。彼はその自分の状態を 卑屈に思っていました。会話のなかで、私は彼に 体が良くなるようにと言う事は神に祈りましたか？ と尋ねました。彼は、すぐに私の言ってる意味が分かりませんでした。

私は、彼に今の体の状態を まず、自分で受け入れないといけない事を言いました。

彼の祈りと神への愛は、それを簡単に受け入れてはいませんでした。

それは、彼が怒りから解放されていないという証拠でした。

彼はおこって、出て行きました。神は彼を癒すべきだと 言うのです。

数日後、彼は成長して 戻って来ました。先日の自分を 神の前に捧げ 良くなるように主に委ねたのです。その後、彼は、すぐに良くなったのです。




あなたの神の概念による妨げ

今日のクリスチャンの一番のよわみは、イエスを自分の人生に受け入れなさい、又は、彼を主としなさいと誘いながら、不信者が主を受け入れたいと思っている方をどのように見極めているか或いは感じているかを知るのに時間をとらない事です。

私達は伝道的な遊説や、神が運んできたフルーツに感謝しています。しかしながら、なぜ主を

救い主として受け入れた何千人もの人がいるのに、ほんの少しの人達しか、それを続ける事ができないのでしょう？

それは、１時間の会合の中で、思考（知的な信仰）が 感情（感情的な不信仰）を超えて

その人に、公の場での告白を許しているからです。

しかし、数週間以内に、感情は、思考を超え、自己満足を覚え、主から離れてしまうのです。

私はあなたに簡単なテストをして欲しいと思います。聖霊に従い、あなたの神の概念の感情をもって下さい。テストは、あなたが知っている事を元にして答えるのではありません。一番悪い状況の時にどう、感じるかを元にして答えて下さい。

これは 気分が落ち込む考え方ですが、しかし一番気分の悪い時が本当のあなたの状況なのです。

妻は、夫が花を持って来てくれた時、自分がどんな気分なのか分かっていません。

しかし、夫がテーブルからひじでミルクをこぼした時は かんかんになって怒ります。

夫は妻が彼の為に色々とやってくれた時、どんな気分でいるのか分かりません。でも、

会社に迎えに来るのが30分遅れたら 大事なのです。

私は20年以上も 福音を続けている信者に聞きました。

「神と一緒に居ると感じる時、それはどんな気分ですか？」

彼はこう答えました。「愛！」

私はこれは、バイブル・カレッジで習った事だと思いました。でも、私は、彼の知っている事を聞かずに、彼がベッドに横たわっている時、世界が沈没しているような一番気分の悪かった時の気分を聞きました。すると、彼は神を呪い始めたのです。

いいですか、ここに彼がどれだけ知識があるかという事と、どんな気分になったかという事に 大きな違いがあります。

次に書かれてあるテストは 自分が一番気分の悪い時に 神の事をどう思うか認められるように作られたテストです。

どうか、難しく考えずに、簡単に始めに思いついた答えを書い下さい。

１、神と一緒にいることを考えた時、どう感じますか？

２、神を信じなければといけないと思う時、感じる事は？

３、神の事を考えている時、願う事は？

４、時々私は神におこります、それはどんな時ですか？

５、神が私にどんな事をして欲しいと言ったら、いらいらしますか？

６、どんな時あなたは神を楽しむ事が出来ますか？

７、一つだけ神を喜ばせる為に自分を変えるとしたら、それは何ですか？

８、神の命令を考える時あなたは どう感じますか？

９、時々神がどうしてくれたらと願いますか？

１０、どういうとき、本当に神に頼る事ができますか？

１１、これだけは確かですと言う神とあなたとの関係は何ですか？

１２、神を恐れる一つだけの事は何ですか？

１３、どんな時に神様はあなたを驚かせますか？

１４、もし、神が１つだけあなたの恐れる事を するとすればそれは 何ですか？

私はこのテストを、違った文化のいくつかの国でしました。

答えには、挫折して、苦しんでいるクリスチャンが一貫して現れていました。

その出てきた答えは、これです。

１、神がそこにいないという、恐れ、さびしさ。

２、神は本当に助けてくれないだろう。

３、私を変えてほしい、神を見てみたい。

４、神が私のいうことを聞いていないような時。私一人だと感じる時。

    神は、助けてくれない時。

５、できないことを要求する時。（神はいつもそれを要求します。）神は自分のできない命令を与える。

６、神が許してくれる時。（もし、人が神の許しを本当に楽しむのなら、その人は喜びを、経験できません。この人達は神の許しを本当に信じていないといえます。）

７、全て。（この答えは、神に受け入れられていないという気持ちと、神の為に何かをしなければいけないと言う必要性が  暴露されています。）

８、自分が不十分であると思う、それは、自分はたびたび、神の言うことを聞けないでいるから

    か、失敗をするから。

９、神の家に連れて行って欲しい。（この人の言っていることはシンプルです、主と共に生きる人     生がきっと情けないのでしょう！）

１０、訳もなく、神に頼る事ができます。

１１、いつも神が私を判断し、受け止め、間違いを教えてくれます。

１２、神の判決です。

１３、神が存在をしめし、 答えてくれる時です。

１４、私の注意が神に向くように 私の愛する人を、神が殺す時です。

一番私達が求めている物は、神、神様のみです。

頭の中では、分かっています。しかし、感情はどうでしょう？

感情が、私達を神様から遠ざけたりする事は、無いでしょうか？ このように、感情が終わりの無い旅に私達を乗せて、ある一人は特別な物やすばらしい場所を探すのです。

そうです、尊敬すべきアイドルは必要でしょうか？神が教えてくれた、挫折したクリスチャンの答えを見てください。神はその中のどれでもありません。

挫折したクリスチャンは良くこの様な答えが祈り続けられ崇拝され、信頼してきた物だと思っているのです。

伝統的な、大きな会合に出席していると仮定してください。

主の偉大な人生のメッセージを聞き、主を人生の救い主として、受け入れる為に前で跪きましょうと言われます。演説をしている人は、続けます。私達が今やったテストの答えと同じ答えで、イエス様の概念を表現していたのです！

彼は、イエス様を自分の人生に受け入れる事を話すでしょう、これを聞いた日から、あなたは、神を恐れ、助けも貰う事ができず、神はそこにはおらず、あなたの声を聞く事も無く、神の言う事など、聞く事ができず、神はあなたを裁き、受け入れず、あなたの気を引くために家族を殺してしまうかもしれません。

そのような、演説を受け入れる事ができますか？私達は多くの人が主を拒絶したという事を

誰かが言っていても本気にはしません。それぞれがどう感じたかが 大切なのです。

一度、私は とても知的なクリスチャンを侮辱する不可知論者（実際に自分で経験しないと何も信じない人のことです）に会いました。

私がクリスチャンであると言うと、すぐにクリスチャンは、世間知らずで、不勉強で、迷信にとらわれ、不真面目だといいました。

二人で一緒に旅をするようになり、共に時間を過ごして、私は彼に、あのテストをしてくれるかどうか聞いたのです。

彼は、してくれました。答えは、私が上に書いた物と似ていました。彼の感情的な確信は、神はいないという事でした。神は人を助る事も無く、傷つける事も無く、自分の言う事など聞いていないと言うのです。私は彼の感情の概念を説明してから言いました。「もしそれが本当に神を表現するものだとしたら、私は、神などいらないよ。実際、神から離れる言い訳ばかりするだろうね！」

彼は、言いました。「じゃあ、クリスチャンというのは偽善者だ。」

私はそれは一つの言い訳だと言いました。「誰でもお金が欲しいのさ。」

これが二つ目の理由です。「家が欲しいのさ。」3つめ。「誰も助けたくないのさ。」

これが４つめの神を逃れる言い訳になりました。

彼は更にもういくつかの、合理的な理由をいいました。

私は彼に必要な物が 良く分かりました。 そして、彼はついにいらいらした様子で私に

聞いたのです。なぜ、クリスチャンの事を馬鹿にしているのに 言い返さないのかと。

私は答えて言いました。もし、神が彼の言う通りだとしたら、神を避けて通る良い理由が

出てくるはずだと、もし、神が恐くて冷たい方であれば神を受け入れずにいようと言う

理由が沢山あるでしょう。

ここに大きな矛盾があるのです。多くの人は、将来地獄へは行きたくないと思っています。

それで、未来の救い主が現れたのです。

しかし、心の中では信じる事ができなかったり、もし、神が自分の人生にいたずらなどしたらと言う、恐怖感から神様では無い何かを探すようになったのです。

この彼の、クリスチャンへの反対は彼の知性でもなんでもありません。

感情が誘導しているだけです。

私達は、あのテストの答えが神の答えでは無いと分かっています。

じゃあ、誰の事を言っているのでしょう？

私達の話しを聞いてくれ無くて側にもおられない、そして幸せに出来ないと言うのは誰でしょう？

多くの人が“悪魔”だと言うでしょう。“自分自身”だと言う人もいます。

一番よく聞いた答えは、この世の父と表現した人でした。

またテストをした人に、このような質問もしました。

「あなたのお父さんは恐いですか？お父さんは手伝ってくれますか？お父さんはいつも

側にいますか？  お父さんはあなたの為に時間を取ってくれますか？

お父さんは、あなたを非難しますか？

お父さんを喜ばせた事がありますか？又、どんなにあなたが尽くしても、お父さんはあなたに

もっと尽くすようにと言いますか？

お父さんは、批判したり、出来ないような事を要求しますか？

今日まで、あなたはお父さんに不満を感じましたか？お父さんはあなたの大事な物を取った事がありますか？」

私が教えた挫折した人の90パーセント以上が、神の概念を自分の父親のように表現しているのです。（そうでなければ、母親か、その人の人生の中で、影響のあった人）

分かっている事は、自分達がどれだけ回りに支配されているかという事です。

これは、神を呼びなさいと 天のお父様に言われている時に、自分の父親の概念が 自分の感情にまじってしまうという事が最もだと言う事になりませんか？

ある所に、祈ることがとても難しく、天のお父様を信用する事ができない少女がいました。

対照的に、彼女はイエス様に祈る事はとても易しく、自分の兄弟と呼んでいました。

しばらくしてから彼女は、自分が幼い時、父親に性的な虐待を受けていた事を知りました。

自然と、彼女は自分の怒りと、失望を父親から 天のお父様へと変えていったのです！

自分を知的だという、不可知論者の彼が受けたテストは、神では無く、自分の父親を

現わしていると私は言いました。

私達は彼のリストを読んでいると、彼は泣き始めました。そして、こう言いました。自分の父は、戻って来ると言って出て行ったきり、戻って来なかったと。

そして、彼の怒りと傷がこういう行動になって現れていたのです。

ヘブル人の手紙の中で、表現されている事は、不信仰です。

信じる事ができず、自分の父親からくる間違った神の概念との争いが 書かれています。

「自分の父は、短い期間自分が良いと思うまま私達をこらしめるのですが、天の父は、私達の

益のために、その清らかさを与えようとして、こらしめるのです。」

（ヘブル人の手紙 １２；１０）

そして 神は誰？
私は、非現実的な神の概念を持った人と、コリント人への手紙 第一を読むのが好きです。

神は愛です。そして、この節は、その神を現わしているのです。  

この節に関する、説教を聞いて 「もっと人を愛さなければならないの？」と何度思いましたか？

愛という言葉の代わりに神という名を使い私達の中に神の人生があり、その神の愛を確認することは 何と喜ばしい事でしょう。

神は、我慢強い。なんてすばらしくて、誰もが一番欲しがる美徳です。

我慢ということは、この地上にはありません。天国から来た

のです。人々はどんな小さな我慢をしているのでしょう。友達に２度、続けて聞いてごらんなさい。（恋人なら３回です。）

どんな小さな我慢があるかわかります。

ハンディーキャップの人を助けるということは誰でも知っています。でもいざ、助けるのは、

そう簡単では、ありません。その気が欠けるからです。そして、教会の中に小さな我慢が、

成長している人達の中にありました。神でさえ、我慢するものなのです

神は親切で、ねたみません、そして、自慢せず、高慢にもなりません。

神は私達の方をむいてくれているようには見えません。（神は私達を虐待しません）

神は自分のためではなく、私達に一番物を探してくれます。それは、神が私達をこらしめたり

ストレスが溜まったり、病気になったり、ハンディーキャップを背負ったりさせるのは、私達のためにしていることなのです。

怒らせているのではありません。

神は、けしてあなたをほうり投げたり、ふみつけたりしません。神は間違いを考慮しません。

（神は、私達のように、人の違反をメモしていません。）

不正が嫌いで（私達におこる、悪いこと）いつも私達と我慢し、私達を信じ、全てに

堪え忍び、けして私達を失望させません。神はいつもそこにいます！

多くの人が人生の全てを精神的に満たされようとします。

イエス様のみが、それを達成できる道です。しかし、私達は時々神から逃げ出してしまう事もあります。それは、コリント人の最初の手紙の１３章に書かれている神よりも何か別であるような気がするからです。

私は、不可知論者の彼に、神について話しができて、とても名誉に思いました。

それから彼は、神から逃げ出すことはなく、自分が作った神のイメージは捨ててしまったようです。そして彼は、自分の人生を主イエス様にゆだねました。

わかりますか、多くの人が神に自分を証明する機会を与えてはいません。

拒絶する人達は、神が自分の代理となってくれることも知らないのです。

感情的な不信仰から抜け出すことはとても簡単なのです。

間違って持っていた神への感情の罪を 告白するのです。神が本当に誰なのかを告白するのです。しかし、慣れてしまったうその感情を 神の真実にかえるのには 時間がかかります。

次の失敗は、どれだけ自分が成長したか信頼のレベルをテストすることです。

不信仰は、自然の罪ですが、その深さは、自分が失敗した時に、どう神に反応するかにより

暴露されてしまいます。

悪事などにふけり、神から離れ、自分で罰を与えてたちしていると、暗く深い不信仰に、陥ってしまいます。自分を罰することでは、けして、神の安らぎを経験できません。

しかし神は私達に、自分を罰するよりも賢く生きてほしいのです。

そのためには、今度あなたが 失敗したとき、このようなうその言葉には耳をかさないでいることです。「神がおこるよ、神はもう絶対あなたを助けに来ないよ、神はこの罪のために他の人をも苦しめるよ。」

それよりも、コリント人第一の手紙の１３章のように神を信じ、信頼しましょう。

神のすばらしい、愛と救いを求めましょう。

もし、あなたがうその感情に 長年左右されているのなら、まだ、苦難は、つづきます。

それは、あなたの精神をまどわされ、左右し、なかなかあきらめることができないからです。

忘れないでください、自分を変えるためにがんばるのではなく、今の自分を信じてがんばるということなのです。

情けない感情に馴れてしまっている多くの人には簡単な事ではありません。

おおかみに育てられた少年のように、人間に捕まった時、自分を助けようとしている人間達に、

むかって戦いつづけるのです。

何故少年は、何回も濡れた、寒い、きびしい所へもどりたかったのでしょうか？

かわいそうに、哀れな環境でここちよくなってしまったのです、私達の多くもそんな人がいます。長いこと、神を遠ざけて 暮らし、不信者として生き、アイドルをもち、利用し、不幸でいることになれてしまったのです、満足する何かを次から次へとさがし、自分を引きずり回し、

そして、本当の神を信じる感情にもノーと言ってしまうのです。

選択するのは、私達です。

もし、偉大な神の前で、情けない自分でいるのなら、それはだれでもない、自分のせいです。

偽りの感情に逆らうことは あなたが信頼する神への大事な第一歩です。

一度神への扉が開いたら、それだけであなたは長いことさがしていた、自由な人生を発見できるでしょう。不信心な信者に 書かれた言葉があります。

「見よ、私は戸の外に立ってたたく。誰でも私の声を聞いて戸を開けるなら、私は彼の所に入って、彼と食事をし、彼も私と共に食事をする。」（ヨハネの黙示録 ３；２０）

第５章  信頼

よく探し物をしていて見つけられないことがありますが、それは、探している物が何かわかっていないからです。

例えば、けして神を信じていない人達も、感情が乱されない限り、神が一日中近くにいるのです。信頼は、真実と同じで、多くの人は必要な信頼を全てもっているのに もっと信頼を求めてやっきになります。

信頼を、少し違った見方をしてみましょう。体の器官である目と耳を考えてみましょう。

夜ベッドに横たわる時、耳は、休んでいます。しかし眠ってはいません。もし、泥棒が

入ってきたら、耳は起きてあなたは起き上がるでしょう！

耳は音をたてません、聞くだけです。

信頼は、精神のオルガンのようで、神がなすこと全てを、受け入れます。

もし、私達が信頼をからしの粒ほどでさえもっていれば、山を動かすこともできるということが たやすくわかります。。

ありの目も、らくだの目も光を受けることができます。信頼は、量ではなく、質です。

信頼とはすばらしいものです、信者全てがもっているものです。

それは、私達からプレッシャーを取り除き、神のなすことに感情をむけ、行動の元になっているのです。

神がアブラハムに妻の妊娠を告げた時、「私は父親にはなれないだろう」と言い、サラの方をむいていいました。「サラが子どもを身ごもることができないのは知っています。」

そして、神の方をみて、言いました。「いつ、子どもができるのですか？」

私達はアブラハムのように、同じ反応で、神の約束を受ける事を学ぶべきです。私達は神から

たくさんの約束を受けているのですから。はじめは不可能だとおもうのです。

「あなたがたは選ばれた民、王である祭司、聖なる国民なのです。」

（ペテロの手紙第一、２；９）

主よ、どうやってですか？

私達には、そのようなことは不可能だとわかっています。

次に、自分の回りをみて、誰もできないとわかります。しかし、信頼して、神を見、感謝し、

真実を見るのです。私達は、選ばれた人間、王である祭司、聖なる国民なのですから！

信頼は神が望まれるので受けることができるのです。それで、毎日の生活という事を考えると神の概念がどれだけ重要であるかがわかりますね？

今、自分が花瓶にさされた枝だとおもってください。あなたは日増しに弱ってきます。

どれだけがんばっても 葉と花は落ちていきます。もう、生きていないのです。

死ぬ前に、あなたは切りとられ、生きるために持っていたもの全てのつるを挿し木にされたのです。

しかし、もしその生命の元であるつるに毒がついていたらあなたの傷ついた存在は終わってしまいますか？どうしますか？

例え死ぬとわかっていても何とかして生きようとするでしょう。私達の精神的人生の中に同じ真実があります。多くの人は毒でおかされた、神の概念をもっています。

その人達は神をしりません。自分達がたとえ死にかけていても、神を受け入れることを拒否するのです。





困難な部分
時々、聖霊がイエス様を荒野に誘い出すように、神は私達の信頼を試すために荒野に誘い出します。主があなたのすぐ後ろを歩いておられ、あなたが丁度部屋に入るところだと想像してください。電気を消し、ドアを閉め、鍵をかける。神の接近、神への感情的な反応、神が自分の声を聞こえるという自覚！そういうものが全て取り除かれてしまいました。あなたはそれらを取り戻すために必死でがんばらなければいけません。しかし大きな問題が一つあります。

神の存在を経験しようとがんばればがんばるほど、暗い部屋にいる時間が長くなるのです。それはあなたに視覚や感覚ではなく、信頼によって歩むという事を教えるためなのです。

そうそう、もうひとつあります。あなたが気持ち的にとてもがんばってみても、悪魔はそっと

あなたに忍び寄ってきていうのです。「こんなことをしてなかったら、神はあなたの近くに

いるだろうに。」とか、

「あなたがもし､こことここに、引っ越していたなら、神はあなたと一緒にいただろうに。」

「あなたがもし、違う人と結婚していたら、すべてはもっとよくなっていただろうに。」

「あなたがもし、神との関係で失敗をしていなかったら、神は喜んであなたと一緒にいるだろうに。」

「あなたがもし、聖書をもっと覚えて、祈るなら、神の存在を感じ取れるだろうに。」

この真っ只中にいる時は、本当に自分は生まれ変わったのだろうかと、疑惑がでてくるかもしれません。そうするともう一度、イエス様にきてもらえるように、祈るのです。

また心底から、主を探し回り、何でもいいから見つけようとし、思い付く全ての罪を一番重い形で罪の意識にさいなまれるように後悔し、自分を責めるのです。あなたは神に受け入れて欲しいがためにこのようなことをするのです。

多くの人は、息を呑むような、そのすごい信仰によって達成し、神への信頼についての話を

自慢する話は、 めちゃくちゃになっており、部屋の中で ばらばらになっています。

何故でしょう？

自分しか信用していない人は、暗闇の中でどのぐらい へまをせず、負けずに、傷つかず、

人に謙らずにいられるのでしょうか？

あなたは暗闇を歩いている、その暗闇はさわれるほどである。（出エジプト記 １０；２１、２２）

ヨブは、この暗闇を全てよく知っていました。「私の顔は泣いて赤くなり、瞼には深い闇がある。」（ヨブ記 １６；１６）

「彼（神）は私の道にかきをめぐらして、超えることのできないようにし、私の行く道に暗闇を

おかれた。」（ヨブ記１９；８）

「・・・・光を待ち望んだのに、闇がきた。」（ヨブ記３０；２６）

この闇の供述は、私達を試し、自分の中にある不信仰を見つけられます。闇にいる時間が長ければ長いほど、多くの不信仰が暴露されるのです。

満足をもたらす毎日の暮らしの中で、信用できるものは神だと、私達は気持ちを変えようとがんばるのです。もちろん。ですが、すぐにはうまくいきません。自分のアイドルや、自分が安らげるものが暴露されるかもしれません。

（イザヤ書 ４２；１７）

自分を今の不幸から救い出してくれるのはこの信者だと信じられる兄弟がいるかもしれません。

（エレミア書９；４、ミカ書７；５）

でも、まだ見つけたいものの答えはわからないままです。

もういちど、熱意をもって約束された教えや、永遠の喜びを教えてくれたことを見直したほうがいいでしょう。

私達はまだ、暗闇を歩き、だまされているのかもしれません。（エレミア２８；１５）

私達は自分の過去に起こった多くの事についての成功を 神に訴え、神がそれに気づき、見返りをくれるものと期待しているのです。（エレミア４８；７）

しかしそれは、私達が豊かな 生活を続けるために 名誉だけを信頼しているということを暴露することなのです。（エゼキエル１６；１５） 

何もかもうまくいかない時、私達は、文句を言い だれもがするようなミスをします。

静かに待つということができないのです。そして代わりに神を責めるのです。ヨブのように、神が自分を造ったことに腹をたて、神をのろうのです。神に怒ったり、神が何もしないとせめるところまでいくかもしれません。

「あなたがたは言った、神に仕える事はつまらない。命令を守り、かつ万軍の主の前に

悲しんで歩いたからといって、何の益があるのか」（マラキ書３；１４）

こんな状態に私達は いやけがさしてしまいます。

目が見えず、理性がなく、希望が消え、もうこの状態に神の差し伸べる手がみえなくなっています。目をしっかりと開いていなくてはいけません。

パウロが書いたピレモンの手紙の中で、彼は、自分は多分今ローマの刑務所だとかいています。

彼は見張りに鎖につながれたことは疑う余地もなく、見張りを見、鎖の音を聞きながら手紙を書きました。そうして彼が束縛されていたという状態だということを忘れないでください。

それでもパウロは、自分が福音とイエス様の奴隷であると三回もいっています。パウロのおかれた状態で、これは、すごい報告です。

彼は鎖の先に、ローマ人の見張りよりもイエス様をみていたのです。信頼は神以外の何事にも束縛されることはないのです。

わかりますか、私達の人生にも、天国のお父様を通らないと何にもならないのです。

あなたを縛っている鎖の先には何がみえますか？

友達、仕事、罪、間違い、今の状況がみえますか？それとも、結果的に利益をもたらしあなたを休ませてくれる、イエス様ですか？

私が大きな町のある会合に出ようと決めた時、クリスチャンになって数ヶ月しかたっていませんでした。午後は、その町のダウンタウンで、いろんな人に会いました。

角をまがって、すこしいくと、前から男の人が歩いてきました。その人が近づくにつれ、

神の声が聞こえてきました「この人にお金を全部あげなさい。」と。私は 150ドルもっていました。その時の私には大金でした。その人が通り過ぎようとした時、私は彼を呼び止めて、自分のあかしをはじめました。

すると、驚いた事に、その人はすぐに自分の神の愛と信頼をあかしはじめたのです。

私は ほとんど何もいいませんでした。

ついに彼は 私のために祈って下さいと言って、歩き出そうとしました。

私は、何の事を祈れば言いのですか、と聞きました。

彼はいいました。「私は2ヶ月も仕事がなく、みつけられません。妻と2人の子どもがいて、食べ物にも困っています。でも、神は信頼できるお方で、きっと私達の必要をみたしてくださいます。」

私はこの人の 神への信頼に全く驚いてしまいました。

私はポケットから150ドルだして、彼に渡し、言いました。これは、私があなたを見た時に、神があなたに渡すようにいったのです。

彼は私に抱きついて、 泣き出し、神を賛美しだしました。私は「心はポケットのように

軽くなった。」とハドソン テイラーが全てを神にささげた後で言った言葉をおもいだし、

歩き出しました。

私は神が 私とその人の両方が歩いている通りを知っていたことに とても驚きました。

神は信者の信頼に報いて、その完璧なタイミングをしっているのです。

また、別の時ですが、仕事を無くした信者が会いにきました。

気になっていたので、どうしているかと聞きました。彼は、6ヶ月分の貯金があるので、心配していないといいました。

彼と別れて歩きながら妻にいいました。「彼はあと1ヶ月の貯金だけ持っている方がいいだろうに。仕事を神からもらうまで、6ヶ月もまたなくちゃあ、ならないなんて。」

わかりますか、神を本当に信じるところにくるまで （自分が一番信じている）貯金を全部なくさないといけないのです。そうすれば、神が本当の供給者だとわかるのです！

私達の神のような人がいるでしょうか？

神の教えはすばらしいのです、完璧に私達の状況と 神の目的がマッチしているのです。

この、信頼の教えをわからないと、神を喜ばせることはできません。

愛する神は、それぞれの信者にたいして、違った教え方をするのです。

しかし、結果は同じなのです。

「今の時の軽い難関は私達のうちに働いて、計り知れない 永遠の栄光をもたらすからです。」

（コリント人への手紙 第２、４；１７）

最後に一言、すばらしい信頼は 今日まであなたがいくつ神の約束を経験したかとか、どんなものを持っているかとか、どんなに健康であるかということでは、ないのです。

信頼のすばらしさは、あなたがどのぐらい神の約束を待つ事ができるか、です。

すばらしい、信頼は受け取る物ではなく、受け取るために乱れずに待てるか。です。

麦を植えた農夫が次の日、刈り取り機で畑を走っていたらどう思いますか？

農夫は怒っているように、見えます。神がなす目にみえない、土のしたで起こっている事を

我慢強く待てないのです。

神の約束です。待たなくてはなりません。実がなるまで、信者は待つ事を経験することが

すばらしい信頼なのです。私達は、神のみに可能な超自然の力を知っているのですから。

本当の信頼が見られたり、証明されたりするのは、大きな出来事のなかでも、珍しいことなのです。

私は、イエス様を信じているから 投獄されたり、宗教的迫害に堪え忍んでいる人達を

知っています。嘘をつくことだって、できたにもかかわらずです。

自分の人生によりかかるより、誰かの人生に寄りかかる方が楽です。しかし、偉大な信頼は、人生の中で、小さくて、取るに足らないものなのです。

信頼の教えが終わったら、もっと簡単に神が私達にいう事を 質問無しに 受け入れる事ができるでしょう。アイドルへの信頼はもう持っていません。たとえ目にみえる物でも、感じるものでも神しか、信用しません。神の答えは、罪や 自身からときはなされることを考慮してあります。

世界は無駄ではありません、静かな自信を持って答えを飲み込み、神のみに、希望を持つ信頼であふれているのですから。

神の約束は、私達の希望よりももっと偉大なものなのです。

第６章  自分勝手であることの確信

「誰でも私について来たいなら自分を捨て、日々、自分の十字架を負い、そして、私についてきなさい、自分の命を救おうと思う者は、それを失い、私のために自分の命を失う者は それを

救うのです。」（ルカ９；２３、２４）

人生の道は死を通じてあり、もしイエス様について来たかったら自分を捨てなさいと言ってます。私達は自分をすてるようにと言われていますが、それはどういうことでしょう？生きる為に無くさなくてはならない人生とは、何でしょう？




勝手な人生の発展

ヨハネの第一の手紙４章 ８節によると、神は愛です。愛は形がなくてはならないということから、神は実在の人間を、お作りになりました。神は人間への愛の傾斜を保証する為に、人間に　神からの愛情や、受け入れられる為に、精神​を与えました。

生まれた瞬間から、私達は 必要を満たす為、私たちの創造主に出会う為に生きて来ました。

しかし、精神的に神の愛と神様に受け入れてもらえる事を避ける大きな障害があります。私達は霊的に死んで生まれてくるのです。

その状態で、神から愛される事と受け入れて貰える事の欲望を完成する事は 不可能です。
それは創世記の２章１７節では、神は、「善悪を知る木からは、取って食べてはならない。それを取って食べると、きっと死ぬであろう。」と言っています。

それは、その木の実を食べると、死は完全に避けられないと言っているのです！

彼らはそれを食べました。　そのため、魂はまだ活動していたとしても又、体はまだ機能していたとしても、（彼らは考え、感じ、選ぶ事をしたとしていても。）神は彼らは死んでいると言っています。
彼らは生きていたが、死んでいたのです。何故死があるのでしょう？ひとつだけ残っていたのが精神です。彼らは神の前で精神的に死んでいたのです。結果的に、自分に最も必要であるものを手に入れる事を不可能にしてしまいました。それは、精神的な愛を 受け入れるという事で それは神しか与えられません。

この状態が、今の人間に３つの問題になっているのです。




逃げられない空しさ。
最初に、人間は神から受けた愛と神に受け入れられるという目的で 創られたのです。

ところが必要を満たす為に、精神的な死と対処する事によって不可能な結果的にしているのです。人間は自分で動き回り、自分の不足を補う為に、神以外の物に目を向けているのです。

この必要を満たす為の 人間の野望が、活力となり そのあこがれている物を矛盾比較しているのです。短くいえば、人間は欲しい物を手に入れる事だけが 大切なのです。人間は強い自己中心の為だけに、神の愛を得、神に受け入れられようとしているのです。

私の教え子だった、ある信者の女性ですが、彼女は一ヶ月の間に多数の人と関係をもってしまったと 告白しました。

私は何故そんな事をしたのかと聞きました。セックスがただ好きだと言うだけでしょうか？

そうじゃ、ありません。本当は彼女はセックスが嫌いだったのです。彼女は、ただ、誰かに愛しているとか 君が必要だとか言われたかったのです。例え、相手が酔っ払っていても、嘘つきであっていたとしても。

彼女にとっては、ある意味ではセックスは自分の必要を満たす宗教だったのです。

自分中心の生活というのは惨めなものです。全ての物を自分に引き寄せようとするのです。そして一つの事が終わると、それを放り投げ、次の何かを探すのです。気が済むまでそれを続けるのです。それが自分を元気づける物でもそうでなくてもかまいません。どうせ、全部無駄になるのですから。

両親、友達、子ども達、誰でもかまいません、自分の心内の渇きを癒してくれる人でなければ、 その人達を放り投げてしまうのです。

昇進や自分の持ち物やお酒や地位など、自分勝手な人はできる事を全部やって見せるのです。

そして、完璧な宗教 つまり 本当にやりたい事を見つけるまで１つの事をあきるまでやるのです。自分勝手な人生の愚かさを考えて見てください。それは、神の創った物の絶頂に現れます。

人間は自分の生活の成果を判断したり、観察したりする力は 全く持っていないのです。勝手な事をしている人にその行動の理由の証拠は 見せられないのです。まるで新しい靴をおろして 穿くように、簡単に身近な友人を代えるような人は、幸せなのでしょうか？

女性は、家を牛耳る事ができると、満足でしょうか？同性愛者は、自分が同性愛者であること告白する事が本当に嬉しいのでしょうか？女の人は、子どもを中絶する権利を得て、満足なのでしょうか？

もっと私達が 理性的になる事ができたら、自分勝手な生き方が 盲のようで、空しさや、疲労や、惨めから構成されている事が分かると思います。残念な事に、自分勝手な人生は、もっと大きくなり、人間を虜にしています。

もし、夫と妻が口喧嘩で、双方の言い分を譲らないで、和解する変わりに、闘争を選んだとしたら、この夫婦が、近所の人達と上手く付き合えなくても、驚く事は無いのです。

そして、近所の人達が、合意する事ができずに、お互いに主張しあったら、国の戦争が

始まってもおかしくないのです。

自分勝手とは、醜く、悪魔的で、いつも惨めさを伴い、人に強要を与え、野獣のような生活をするのです。それがつまり、動物と同じように 肉体で、生きるという事なのです。

動物は魂（思考 意志、感情）と、体をもっていますが、精神は持っていません。

毎年、うちの犬が子どもを産みます。子どもが離乳の用意ができた時、母犬は、妻の所に来て

吠えます。それは、子ども達に餌をやってくれという合図なのです。

なんだか立派に聞こえますが、母犬が妻の助けを求めて来て、 犬が子ども達の事を気にしているという事は確かです。しかし、妻が子ども達に餌を持ってい行くと、母犬はえさをやりたかった小犬達を押しのけて、単なる動物（自分勝手な本能）になり自分の餌を食べるのです。

この時、全ての良い判断力が 無くなってしまい 母犬は 良い母親では無い事を 自ら証明してしまっています。ただの動物であるという事なのです。

今日の親も同じような事をどれだけしているでしょうか。

夜ベッドに横たわる時や運転している時などに親は子ども達の事を良く考えているでしょう。

子どもの為に何をしたらいいのか、何が子どもに良いのか、子ども達を持つ事に感謝し、明日は子どもと何をしようとか考えます。しかし、明日が来ると、自分勝手な人間になって 大人同士で話したり、遅くまで仕事をしたり、テレビを見たり、お酒を飲んだりというような事に、時間をかけ、子どもは二の次になるのです。

私の仕事場で、人の自分勝手が恐ろしいく、深い事に 気がついて 驚かされます。よく、我侭な夫が 自分にはもう１０歳若い女性が 自分の妻より似合っていると信じている為に、家族がバラバラになったのを見ます。自分勝手な欲望のために犠牲になっているのは彼の子ども達です。自分の欲望を満たすものを比べる時には 子どもの事など考えもしないのです。私は、アダルトビデオに夢中になっている夫の妻に、何故夫にそれを止めて貰いたいのかと 尋ねた事があります。

自分がごまかしているクリスチャンとして罰を受けるかもしれないと 思っているからでしょうか？それとも 離婚が子ども達に 影響するからでしょうか？

それとも、惨めさから 抜けて、もう一度幸せになりたかったのでしょうか？

答えは何だと思いますか？勿論、彼女は幸せになりたかったのです！

彼に良くなって欲しいとか、子どもの為だという事では 無かったのです！

自分勝手な人と言うのは、ある決まった性格があります。

例えば、いつも誰かに見られていたくて、注目してもらいたいのです。そして、自分のしたことにお世辞を言って欲しいのです。

自分が劣って見られたり、批判される事が 我慢できません。

自分をごまかし、いやな事をしたり、よく嘘をつきます。

極度に繊細であったり、いつも他人と自分を比べ、軽率な事を言います。気をつけて下さい、

そういう人達は、いつも復讐を考え、怒りやすく、責任逃れをし、禁じられていることに興味を

持ちます。脅迫したり、横暴で、偉そうにするということは明白です。

また、自慢したり、人に強制したり、くだらなく、批判的で、権力をもち、やましく、不安、説教好きで、自分が大切で、許すことに時間がかかり、教えを必要としないのです。

そういう人は 今ここに書いた事を読めば、これは誰か他の人の事を言っているのだといい、 その人がこれを読んで反省すればいいと思うのです。

どうやって、このような状態になるのでしょうか？それは、アダムが、罪をおかし、神を崇める天国のような生活から、この世の生活に 落ちてしまった時から始まります。

アダムは自分を喜ばせ、満足を得るためにこの世で、いろんな誘惑にあうのです。

自分勝手な人間は、自分の人生だけでなく、自分で起こした破壊と 自分の状況に、盲になっています。そして他の人にも 影響を与えているのです。

そして、騒動に巻き込まれ、気分を壊し、病気になり、他の人との関係も断ち切ってしまうのです。




健全な思想を探して
自分の思考、願い、そして、感情を 車だとして、精神を運転手だと思ってみて下さい。

車は運転手の為に作られた物です。もし、運転手がいなかったら、車は必要ないですね。

では、想像して下さい。あなたが丘の一番下に立っている時に、車が丘の上から自分に向かって来ています。しかも運転手は、いません！ どうしますか？

あなたは、多分、車からできるだけ 避けようとしますよね。何故ですか？

運転手がいない車は、コントロールできないからです。

もし、車が真っ直ぐ走っていたら まだ、避けようとしますか？  もし、ジグザグに走りだしたら、今立っている道から避けようとしますよね。

車があなたの方向ころがりだしたらば、同じように避けますか？ もちろん３つ共答えは イエスですね。つまり、コントロールできないの程度は、変わるのです。事実、車が抑制されているようにみえるかも知れません。しかし、そうではない事を知っているので信用できないのです。

私は、健全な思考とは人の心中と願いと感情は 聖霊によりコントロールされているとはっきり思うのです。

専門的には、健全な思考というのは、真実に触れると言う事で、神に触れるという以上の真実はあるでしょうか？

だから、もし私達が霊的に神の前で死んで生まれているのなら、生まれたばかりの人間はどの様な状態でしょうか。

気違いです！気違いとは、単に現実から逃れているだけにすぎません。

神のみが 真実です。多くの人はこの意見に反発するでしょう。それは、その人達は まっすぐ走るコントロールを失った車のようで、もうすぐぶつかって、燃えるような車の分類のは なりたくないからです。

しかし、どちらも同じです。度合だけが違うのです。

生まれ変わったクリスチャンでさえ、心からクリスチャンではない、不信者の壁に聞き耳をたてる事があるのです。そういう信者は、かなり おかしいですよね。

多くの人が 悪魔の計画やその精神的な 戦争について、本を書いています。

悪魔はその人本人にそっくりな声をだすと言われています。悪魔の目的は、人間が自分の考えに基づいて話していると信じさせ、それが本当の自分の欲望だと思わせるためです。

説明しましょう、悪魔はその人の前まで行って、「奥さんと別れて若い人と一緒になりなさい。」とは言いません。

そのかわり、その人の思考に 話し掛けるのです。「妻と別れるべきだ」と。これは悪魔が人間に どんな誘惑も信じさせ、問題を複雑にするために 計算されたことなのです。事実、それは悪魔が私達の本当の欲望なのだと信じさせるからです。

そして、私達を一度だますことに成功したら、いつも誘惑に対してノーと言えば、それは、自分が本当に欲しい物に対してノーと言ってるように思えるのです。そして、それが本当に自分の欲望だと思い込み、その状態に絶える事が出来ず 罪をおかしてしまうのです。

「人はそれぞれ、自分の欲に引かれ、おびきよせられて 誘惑されるのです。欲がはらむと 罪を

生み、罪が熟すると死を生みます。」（ヤコブ１；１４、１５）

欲望と 誘惑は同じでしょうか？ もしそうだとしたら、全ての物に誘惑されたイエス様は、この世で一番悪魔的な人間ということになってしまいます。

「私達の大祭司は、私達の弱さに同情できない方では ありません。罪は犯されませんでしたが、全ての点で 私達と同じように 試みにあわれたのです。」（ヘブル４；１５）

しかし、クリスチャンは、誘惑を罪として 告白しています。

私はこの事について同意している妻に説明しました。そして私は妻に聞きました。アダルトビデオとかに、誘惑された事はいちどもなかったのか？と。

妻は不快そうに 言いました。「私をどんな女だと 思っているの？」私は、妻の答えが 妻はまだ欲望と誘惑は同じものであると 信じていると証明していると説明しました。

また、悪魔はいつでも私達の頭に、どんな考え方もいれてしまうのです。

それには 私達の願いとは別に、 悪魔の本性だけがあらわれるのです。

友達が私に、ひつじに関わっているのは ２種類の人間がいるんだといいました。それは肉屋と 羊飼いです！彼は肉屋の声というのを 説明しました。彼自身の声のようでしたが。
肉屋はいつも傷つき、がさつで、非難され、批判され、落ち込み、混乱し、その上 せっせと働いています。誰かが彼の事を信じてくれるまで、それは続くというのです。

一方、羊飼いの声は、柔らかく、愛に満ち、先頭に立ち、心を神に預け、（罪を確信していても）人生と自由を持ってきます。

この、声の二つのテストは、私の役に立つように感じました。

ある日、私は女の人と、話していました。聖霊によって連れてこられた彼女は、主を人生の救い主として、受け入れたかったのです。

彼女は祈った後に主にきてくださいと頼みました。私は彼女に頭をさげましょうといい、そしてこういいました。静かに、主が今、あなたと共にいることを、みきわめ、神の声を聞き、それから、主が言ったことを話して下さいと。

しばらくしてから、彼女の顔に大きな笑みが 浮かびました。

神は彼女に、彼女は受け入れられ、愛されていると言ったのです。

その言葉を言いおわったとたん、彼女は泣き出しました。私は彼女に泣き止みなさいと言い、こういいました。

「あなたが聞いたのはこうです、私は神を喜ばせる努力をしなくてはいけない。でも、失敗することはわかっています。すぐ私は神を失望させてしまうでしょう。」

彼女は私の顔を見てびっくりしました。それで私は、今の声は、真実では無いと言いました。本当は彼女はもう神を喜ばせていたのです。神を喜ばせるために奉仕をするのではないと言いました。

私は彼女がはじめに 聞いたのは羊飼いの声だと説明しました。そして肉屋の声について説明しました。

彼女は、その二つの違いがよくわかったようでした。私は彼女が信者になって数分しかたっていないのに、二つの違いが分かったことをうれしく思いました。

ある信者には、何年もかかって認識することなのです。

もし、私達が思考の源の判断が分からなければ、それは自分の感情を判断せずに 言っているのです。それは悪魔にとっては 役に立ち、だましやすいということです。

問題は、思考の源が本当であれ、うそであれ、感じる事は同じなのです。

例えば、罪を犯した気分というのは、それが事実かどうかという結果とは関係なく同じです。

ある人が怒っている時、人の頭をブロックで 殴り、その人は殺人をおこしたとおもい、

国を出ました。そして、罪の意識にさいなまれ アル中になり死にました。その人のお葬式に、この近くで 殺人の罪で疑われていたけれどもつらいとは思っていない人が、来ました。

はじめの人は、間違った殺人の罪の意識にさいなまれたために、一生苦しみました。たとえ、彼が犯人でなくてもです、罪の意識は残っています。

感情は人を迷わすのです。もし、誰かが、自分には価値がないと感じていたら 他の人は そうではないよと、助けようとするでしょう。でも、彼は自分に価値がないと思い続けるでしょう。

見えない感情というのは 悪魔にとって活躍の場なのです。

悪魔は、たいしたことをせずに その人に一番大きな被害を与えることができるのです。

私は少しの間、いろんな事で 「落ち込む」という経験をしました。

それは、普通の日でも起こります。気持ちに嘘をつくという事を 分かりはじめた時です、

仕事している時に、突然、自分がとてもおちこんでいる事が分かりました。

落ち込む原因は、特にありませんでした。ただ、そうなったのです。

気分がゆらぐという事に 気付いていなかったので、会社には 電話をしませんでした。何日間は、憂うつでした。神が私に何がおこっているのか示してくれた時に何日間もふらついているのは、ばかばかしいと教えてくれました。

うその感情で時間をつぶすのは ばかげているのです。

私達は、考えて判断し、拒絶することもできます。また、悪魔に感情を引かれていくことも

できます。

私達は神に独立者として生きるよう創られたのではありません。そうだと、気がおかしくなってしまいます。それは、静けさと、頼もしさの伴う私達の感情と思考を創ってくださった方に、へりくだるためです。

精神的に生まれ変わりということは、自分が一番欲しい物のために自分勝手になるという 誘惑にかられます。

また、偽りの感情や、間違った考え方にとらわれ、それによって行動してきた私達を 精神異常にさせるのです。最終的に、精神的に生まれ変わるということは、 つまり私達は神のために創られたのですから、自分自身を失い、でも神の物としてこの世に私達が生まれて来たのでも無く、神が私達も物でもないのです。

ですから、見かけは関係ないのです。私達は自分自身を知らずに生まれてきたのです。

そして、それを見つけるためにいろんな事をします。次に起こることはまったく驚かされます。

自分がわがままで、精神状態がおかしいときは、 他のわがままで精神状態のおかしい人に聞いているのです。「私が誰だかおしえてくれませんか？」と。

精神病院へ行って、そこにいる患者に 私は誰ですかと、聞いてる自分を想像してください。

もっと驚くことは、そこの誰かが、あなたはナポレオンですといい、あなたはそれを信じ、

感謝して、そこをでます。それであなたは 新しい自分を得たと 思うのです。

これが人間がやってきたことです。神無しで生まれ、自分勝手で、気が狂い 同じような状態の誰かから、新しい自分をもらいそれを信じて生きているのです！




支配しようとする本当の姿
本当の姿とその及ぼす影響について、いろいろと書いてきました。

ここに、本来の姿が人にどう影響を及ぼすかという事の簡単な例があります。

多くの人がいる部屋から あなたがでようとしていると考えて下さい。あなたが部屋から出た後、自分の事をどんな風に言われたいですか？

ほとんどの人はこういいます。思いやりがあり、親切、よく手伝う、良い妻（夫）、良い親、

かしこく、成功者、魅力的、聖霊に満ちている、など。

もし、私が競売にかけられ、今表現したような人間だったら私は いくら集められるでしょう。

多分、高額です。それは、今挙げた言葉の一つでもあれば、価値がでるからです。その人はとても値打ちがあるのです。

さて、丸の中に 自分が最悪だった時の自分を表現して書いてください。

忘れないでください、最悪の時こそ、本当の自分がわかるのです。何もかもうまく行かない時、

（子どもが病気、個人的な人間関係のトラブル、誰かがあなたの性格をせめる、すごく恥ずかしい事があった、主に見放された、お金のトラブル）どの様に自分を表現しますか？

怒り、執念深い、中傷する、落ちこぼれ、偽者、肉欲的、まぬけ、醜い、意気消沈、

そして、ひどい親や、仲間 でしょうか？

それとも、一番の最悪時あなたは、誇りをもち、横暴で、自分だけを頼り、人を助けるのをやめますか？

私がこの人を競売にかけたら、いくらで売れるでしょう？

多分売れずに家に持ち帰ることになるでしょう、誰も価値のない物はいらないのですから。

今、ここに表現した人と結婚したいと思いますか？こんな人を、自分の親にしたいですか？

また、この人が自分の部下なら どうしますか？

これは、私達が、最悪の状態の時であります。これは、誰にも愛されず、受け入れてもらえないという証拠です。

この事実をきくと自信が無くなってくるようですね。愛される事と神に受け入れられるという事が、私達が 一番望んでいる事なのですからね。

それで、愛される事と、他人から受け入れられる事を絞り出し、空想のミシンの中に入れて、“成功する服”というのを つくるのです。それを着て、上まできちんとボタンをとめて、中が見えないようにすると、あなたは他の人からは素晴らしくみえるのです。

対人関係はストレスを産むものです。一方では、“成功の服”を着て私の側に来て、愛を

くれ、自分を受け入れてくれと頼み、またもう一方では、隠している中身を見られるのが恐くて あまり近寄ってもらいたくないのです。

例えば あなたが うさぎだと思って見てください。一体どのくらい ジャンプしていられますか？５分、１０分、いや、１５分ですか？

長い間ジャンプした後は、どうしますか？また、立ち上がりますか？ もちろん！自分の本性を隠すために ジャンプして 体が痛くなるでしょう。“成功する服”を着て生きているというこは、ただジャンプしているだけにに過ぎないのです。しかし、ジャンプし続けないといけないと思ってしまうのです。そうでないと、誰も本当のあなたを 受け入れてくれませんから。

朝７時におきて、成功の服を着て ジャンプし始めます。午後６時にはどうなっていますか？

立ち上がって、窒息寸前になったあなたは この服を破り捨てて、本来の自分に戻るのんですよ！

世の中の人はジャンプするあなたを知っています、でも あなたの家族は本当のあなたを知っているので その報いを受けてしまうのです。

何人かのビジネスマンのクリスチャンは ポルノに はまっています。オフィスにすわって、考えることは 今夜、ポルノショップへ行こうです。

そして、苦悩が始まります。いや、だめだめ、私はクリスチャンなんだ。やめておこう！そして夜になり、帰り道 車に乗ると、彼はまた言います。「行かないぞ！」そして又ポルノショップに車を止めながら、こう言います。「店にはいかない」と。ふと、店のドアの前に立ち 続けます。「入らないぞ」と。

そして店に入り、ここには長居はしないぞ、と思うのですが、雑誌を広げたとたん、今までの

苦悩は終わっているのです。

わかりますか、彼の予想する本性、本当の自分の姿。それは堕落した偽善者で、ポルノに対する拒絶は単なるジャンプにすぎなかったのです。

最悪の時だという一つの証拠は、成功の服を着て本来の姿を、最悪の時に隠そうとする時です。別の証拠は、人は この最悪の姿を利用して、人をコントロール出来るという事です。

例えばある男性が、女性を魅了しました。それは彼女は彼が“成功の服”を着た彼が本当の彼だと思っていたからです。彼は彼女の肯定的な、供述を通じて歪んで扱われました。

例え少しでも この嘘を信じる事によって、 彼は自分が何か違う人間のように信じられました。彼は彼女と 結婚しました。数ヶ月がたって、彼女は彼の本当の姿にきがつき、彼が最悪の時を恐れているという事を知り、彼を支配する事ができました。

彼は今、否定的な供述によって コントロールされています。

しかし同時に、職場の彼の秘書は、“成功の服”を着た彼の事をほめます。

彼はどちらの女性といたいと おもうでしょうか？

多分彼は妻と別れ、秘書と結婚するでしょう。そして数ヶ月たって、秘書も妻と同じ事をするでしょう。でもこわがらなくていいのです。新しい秘書がそのうちまた、彼の“成功の服”を褒めてくれるでしょう。

もし、彼が自分の最悪の時は、自分の本当の姿だという事を信じなければ、誰かにその事を

見つけられても、怒ったりしなかったでしょう。

人の否定的な評価に どう反応するかが、その人の本当の姿を知る確かなテストです。

誰かに落ちこぼれだと言われて 怒るという事は自分が落ちこぼれだと信じているという事です。仕事をしている人達は、本当の自分の姿をいろんな言葉や、会社の催しなどで、かくしています。そして、恐れていた本当の自分が見つけられたら、それが大きな敵意となることは明白なのです。




自分勝手な人生をこねる

過去に起こった事は、人生に影響を与えます。自分の上司への対応は、 その人の過去の経験によるものです。いくつかの行動は、その人が家に帰ると大体わかります。私達は過去の延長を描きます。それは、今まで自分の正体を知り拒否してきた自分を知る事に役立ち、今日に重大な影響を与えています。

私達は、いろいろなアイデンテティのメッセージを 受けています。

中には言葉で現さなくても はっきりしている物もあります。例えば、私があなたを嫌いだと言ったとします。それは簡単に理解できます。

また、あなたが私に話している途中で、何も言わずに席を立ったとします。どちらの場合も、私はあなたに自分の感情を 伝えています。あなたはこのようなメッセージを受け、うその感情と思考に戦いながらと同時に、どんなメッセージもあなたが受け取ったら、悪魔は一番最悪な物を受け取るように考えているのです。

多くの親達は、子ども達に自分の意志に反して 否定的な人間のメッセージを与えたとしてせめられます。

悪魔は単にその機会をしっかり掴んだのにすぎないのです。そして、その声は親のようで、子ども達には別の意味の事を伝えたりするのです。例えば、ある少女は、父親が彼女をひざから おろしたことを覚えており、十年後に 彼女は父は自分の事を 愛していないという事に気づいたのです。

父親は、仕事に行くために彼女をひざからおろしたのです。悪魔はこの状況を うまく使って、少女に嘘を言いました。そして、彼女はそれを信じたのです。

また、人には感情の起伏があります。それはちょうど、一人一人と世界全部の間に自分の感情の起伏が ある事を心に描くのです。誰かが何かを言った時、その言葉は感情の起伏に当たり 跳ね返り、言ってもいないことが聞こえたように思うのです。

ある女性が私に、自分が１３歳の時の事を話しました。彼女の母が亡くなり、二人の弟と 父の面倒は、全て彼女がやることになりました。毎晩、彼女は一生懸命父親の為に料理をしました。しかしいつも父親は、どこか気に入らない所を見つけて、言いました。「もっと料理を勉強しないと、良い奥さんにはなれないよ、。」少女はその言葉を、いつも聞きながら 育ちました。

彼女は２０歳で結婚し ３ヶ月経ったある日、彼女は 夫を驚かせようと ビスケットを焼いたのです。夫は一口食べて 「もう少し砂糖がいるかな。」と言ったのです。

そのとたん、彼女は家を出て行ったのです。

彼女は、私はもどりません、料理の上手な妻を迎えたらいいでしょう！と言い放って出て行きました。夫は呆然と立ち尽くしていました。半分かじったビスケットを見て考えました、食べなければよかった！と。

彼が言ったのは、もう少し砂糖がいるということでした。しかし、彼女は何を聞いたでしょう？

彼女には「良い奥さんにはなれないよ、もっと料理を勉強しないと。」と聞こえたのです。

感情だけで 返事をしていると、こういう事が起こるのです。

１から１０まである測りで、ある人が１をとる事しか出来ないでいると、１０をとる事はどんなに重要でしょう？

多くの人は、自分が受け取ったメッセージをどう感じたか、確認するという 起伏のパターンを持っています。一度、自分の性格が成長したら 確かな合図を探せます。

例えば、もし、会社のボスが、私と友達にばかだと言ったら、 私は 積極的な性格を持っているので、私のボスは頭が悪いと考えます。その一方、友達は その言葉を受け、その人は自分には才能ないと言われた事を思ってしまいます。

ボスが言ったことは、彼に最悪の恐れを有効にしました。それは、彼がばかだということです。

自分は何の価値もないとおもっている子どもは、一晩中家に帰らず、反抗することでこの 仮説をテストするかもしれません。

もし、このような状況の時に、親が何も言わないか、それとも、もっと悪い事に、例えば

もし子どもが生まれなければよかった。とか言われると、 子どもは本当だと思ってしまいます。この結果、もっと深みにはまり 悪魔にさえ、扉を開いてしまい 自殺未遂などに走ってしまうのです。これは自分に価値がないと確信した子どもに起こります。




与えられた本当のメッセージ

多くの子ども達が、自分は必要ないとか、望まれていないと言う事を、親との会話から受け取ります。

いつその事を受け取るかというと、例えば親が離婚する時などです。

子どもには離婚の複雑さがわかりません。子どもが考えることは明らかです。「お父さんにとっては、自分と一緒にいることは重要ではないんだ。」親が自分と過ごした時間を観察して、最悪のメッセージを受け取っているのです。

もし、電話がかかってきた時、お父さんが何もかも放り投げて電話にでたなら、それは大事な電話にちがいないと 思います。

しかし、お父さんが子どもと話す時間を作らなかったら、子どもは、 自分は大事ではないと思い込むのです。もし、母親が働いて家族を支えているのなら、また話しは別です。しかし、買い物をするために働いており、子どもと遠ざかっているのならまた別の問題です。

持ち物を増やすことに時間を取られる親の、犠牲になっている子どもはよく、軽蔑し、物を大事にする事が出来ません。何故って？親が買い集めた物は、親の気を引くための物で自分との競争相手なのですから。
同じように、自分の夫が他の女の人と関係を持ってると知るまでは、妻はその女性のことが好きでいる事ができます。

でもそれを見つけてからは、妻はその女性のあらゆる間違った事を見つけるでしょう。

同じように夫がテレビを見たり、新聞を読んだり、仕事に行ったりという、夫のいつもの習慣が、夫の浮気を知ったとたん、全てが間違っているように見えるのです。妻は、夫のいつもの習慣が自分よりも大事な物として 写るのです。ここに、女性の本来の姿にとても大きな影響を与える二つの事があります。

一つは、もし女性の父親がいつしか彼女を抱きしめることをやめ、愛情を見せなくなったという時。もう一つは、彼女は性的に乱暴されていたらということです。どちらの場合も彼女は愛されていなかったという、メッセージを受け取っています。

十代、二十代、三十代でさえも父親の愛情が必要としている女性が沢山います。

愛情を与えない事は要求している者には強いメッセージを送ります。

不幸にして、外見から誘導される大きな差別がこの世にはたくさんあります。

私が小さなインドの村にいた時、顔にあざがあり、歯がかけていて、 弱そうで足が一本曲がっている女の人が私のところに来ました。

彼女は私の顔を見ようともしませんでした。しかし私に一枚の紙を渡し、そこには彼女がいままでどうやって過ごしてきたのかというリストが書いてありました。

わかりますか、彼女は自分は家族の呪いだと言いました。

家族は彼女に、けして 夫を見つけることができず、彼女が家族の重荷だと言いました。

その小さな紙には、自分は、夜にこっそりと、裏のドアから出入りをし、家の用事を済ませました。そうすれば、家族は誰も彼女を見なくてもすむからだと書いてありました。

自殺しようと考えたけど、勇気がなくただ、自然に死ぬことを待っているのです。

このかわいそうな女性の本当の姿ってなんでしょう？

ただ、見かけが悪いだけで 拒絶されているのです。どこの国でもこういう事はあります。

私がこの女性を見た時、聖霊が私に話しかけました。「私はあなたをインドに連れてきたのは、

彼女のためです、彼女に遭うためなのです。」

今までの８週間の長い旅、眠れない夜、疲労、ホームシックなど、全部この人の為だったというのですか？！

私は言いました。「もし、あなたが役立たずならば、私はあなたに会いにわざわざアメリカから

来るでしょうか？」

 人間の考えや計画によるものではない、 神の御わざに感謝します！

そして、この女性は神に自分の人生をすぐに 委ねました。神が私達の一本の髪の毛も数えられるというのは、本当なのです、そして、例えいくら弱くてかよわい物でも神は全てを お見通しです。神は悲しみの声をきちんと聞いているのです。

子どもは、親からのメッセージを多くても、少なくてもきちんと受け取っています。

父親が子どもの宿題を手伝った事がなかったら、父親は子どもと時間をかける価値がない。と言っているのと同じ事です。一方で、いつも子どもの工作の宿題に、父親が子どもの手から、ドライバーを取りあげて、「きちんとしなさい。」と言ったら それは、役立たずと言われているのと同じです。

もし、娘が布団をたたまなければいけないとします、しかし後でいつも母がやり直していたらその子は自分は何もできないんだ、と思ってしまいます。

大学の牧師をやっていた時、私は 生徒達の親が生徒の事を 何もかもやっているという事に気がつきました。だから生徒は学校についたら、 何をやっていいのか自分で分からなくなるのです。それで、よくない選択をしてしまいます。二者選択をせまられたとき ぐずぐずし、一時の感情で、決めてしまうのです。ほとんどの 急いで決めた事は、否定的な結果を招き、次の目的地に行くための道のりがもっと長くなってしまうのです。それは、悪循環になっていくのです。

私はよく子どもの親に、こう言います。 子どもが何か頼みに来たら （たとえば、友達の家で泊まってもいいかどうか？）

いやなことはいやだと言って、もしそうでない時は子どもに決めさせて、そのわけを聞きなさい。

子ども達はどこかへ行かない事を自分で決めたので驚かされた事があります。もし私が 「いいよ」と言っていれば出かけてたでしょう。子どもの為に全てをコントロールしてしまうと、静かに子供たちに語り掛けているメッセージは彼らは愚かすぎて自分で物事の判断が出来ないと言っているような物です。

強いメッセージを描いているのは親が子供の学校でうまくやっていて、成績があがったとかを人に話す事です。他の兄弟への期待も同じ様になります。それ以下は失敗と見られ、色々な場でその事の話が持ち出されてしまいがちです。

私達の精神状態が悪い時に受け取るメッセージがいくつかあります。わかると思いますが、それは数えきれないほどあり、吸収しなければいけない様々な物が あります。

一度、メッセージが送られ受け取ってしまうと､自分の本当の姿というのは最悪の形になってしまいます。それは、自分は価値がない、劣っている、落ち込む、望まれていない､おろかもの、 負け犬、醜い、罪人、自己嫌悪などの気分です。

そして全ての失敗が､自分がどう感じているかだけではなく、自分がどういう人間かという事を証明しはじめるのです。

“成功の服”で本当の姿を隠すための誘惑には、多くの形があります。

権利、職業、教会の仕事、洋服、持ち物、理想の親、または配偶者、才能、屈辱（そう、これも含まれるのです！喜んで下さい）能力、または社会福祉や､政治運動を手伝う などです。こういった全ての恐れる物は、真実です。

簡単にいえば、私達は自分が嫌いなのです。人生の不満は、私達がどんだけ一生懸命やっても

どこからでも沸いてきます。アイドルに頼るということは､単に その闇を長くするだけです。

自分勝手な人生は嫌われます。全ての否定された誘惑は、失敗します。

どうやって自由になるかが問題です。




問題は、問題ではない

今話した、二つの本当の姿を頭に入れておいて下さい｡“成功の服”と最悪の時に起こる事。

それから、三つの円を心に描いてください。そしてその円を横にならべて下さい。左側の円の中に何回も止めようとして止められない問題か、罪を書いて下さい。

それを、問題の円と呼ぶことにします｡例えば、アルコールにしましょう。アルコールに対してはいろいろな対処のしかたがあります。アルコールを法律違反にしたり、お酒を飲む人が飲んだら病気になる薬を与える、またはお酒を飲む人に対しては、絶対手が届かないような所にお酒を置くなど。

私達はアルコールをやめさせようとする組織に感謝すべきです。強力なアル中のために家族を壊す事もあるのですから。しかし一つの問題は自分のアイデンテティが分からなくなっていてその上アル中になっている人です。その人はアル中でした。アルコールに支配されている二つの方法があります。一つは、飲むために手に入れる、もう一つはお酒から離れているために必要になるという事です。

どちらもお酒がこの人の人生の目的になっています。お酒だけが問題に見える時、その人が飲む事をやめたら今度は、素面の混乱に陥ったのです。問題は問題ではないのです。

真ん中の円に進みましょう。これを出来事の円と呼ぶことにします。この人がお酒を飲むにはどんなきっかけが必要でしょう？それは、まったくつまらない事かも知れません。問題を持つという事は神に逆らわなければいけません、そして神への反抗を正当化するのは怒りです。

お話を描いてみましょう。十代の子どもが 母親にたずねます。パーティーに一晩中いってもいいかどうか。少年の母親はだめだといいます。

母親が何かを言って彼を怒らせるまで けんかをはじめます。そして彼はパーティーに行きました。気分は反抗のため､完璧です。そして、翌朝母が聞きました。「どうして言うことを聞かなかったの？」

少年は言いました。「それは、お母さんが僕を怒らせたからだよ。」と。

わかりますか、彼が反抗したのは 母親のせいだというのです。このような態度はおもしろくありません。

例えば、ある男性が会社の人と不倫することを決めました。もちろん彼の結婚､子ども、オフィスのためにはよくないということはわかっています。自分のしていることを正当化できません。そのため 彼は家に帰って、妻が彼を攻撃するように仕掛けます、そしてけんかを始めます。彼の怒り原因は妻のせいで､他の女性の家に行くことで 正当化しています。大きな反抗は、敵意が多いほど、気分がよくなるのです。神に対して反抗しているクリスチャンもそうです。

自分の反抗を正当化する前に、どこまでいったら自分が怒るかということを知るべきです。

反抗が大きいほど、怒りも大きいのです。

では、お酒におぼれるという問題は、どんなきっかけで起こるのでしょうか。もう一度考えてみましょう。

この人は、他の二人と一緒に上司のオフィスに連れて行かれ、仕事の事でしかられました。

それで、そのことを一日中考えているうちに だんだん腹が立ってきて、その夜、酔っ払うまでお酒を飲みました。この人が上司におこられたことが 問題のように見えます。

その出来事が一番の問題であると見る事が出来るかもしれませんが、そしてお酒の問題を解決する為には今の仕事をやめて、他の仕事を見つければいい、環境も変えて良いと見られるかもしれません。しかし、ジムとエドの二人はこの人と同じように上司のオフィスに呼ばれしかられたのにその夜彼らは酔っ払ったりしませんでした。この人達の違いは何でしょう。

さて、三つ目の円に移ります。これを本当の姿の円と呼びます。

この酔っ払った人には、ジムとエドは持っていない何かがあって、 それにコントロールされているようです。もし、この人の最悪の時の何かをこの円の中に入れる事が出来るのなら、いつであれ似たような状態が起これば、この人は怒り、反抗し、過去からのアイドルにたよってしまう。それは彼が“成功の服”を脱いだ時、怒りや お酒に走るのです。

あなたが私のオフィスに来たと思って下さい。もし帰る時に私があなたに 着ている服を全部脱いでいくように言ったとします。

あなたは、どうしようもありません。裸で家まで帰らないといけません。多分あなたは大きなストレスを抱えてしまうでしょう。裸で家まで帰るストレスを考えたことがありますか？

酔っ払って、家を忘れてしまいますか、それとも ドラッグでいやなことを忘れて、楽しみますか？また、あなたは落ち込んで こう言うかもしれません。「どうせ、自分は服を着る価値などないんだ。」多分あなたは、他人の目から逃れるために 木や草に隠れて、そして誰かに見られたら大きな声で怒鳴ったり、わめいたりして できるだけ見られないように走るでしょうか。

私が言いたいことは、いつどんなことが起こった時、あなたがどれだけがんばって 本当の自分を見せないようにしようとしても、怒り、反抗し、“成功の服”を脱がされ裸のあなたがどうその問題に対処するかで、自分の本当の姿が証明されるのです。

問題は、問題ではなくて、回りで起こることが問題でもなくて、つまり あなたの最悪の時の本当の姿が問題なのです。

これはおもに、時々結婚のむすびつきにも働きます。多くの人は 誰かのために尽くそうという気持ちを持って恋に落ちたりしません。明暗が著しいように、人は誰かの外側だけに 強く引かれてしまうのです。

結婚してまもなく、“成功の服”が よれよれになり、夫または妻が、相手の中身をくちゃくちゃにしはじめます。かなり愛想をつかしてしまい、相手に精神的ダメージを与えた後に、それでも期待して制限無しに相手の外側だけのセックスをあたえてしまうのです。

その人の過去の傷がどれだけ受けているかによって 違いますが、結婚のパートナーには自分の全てを愛して欲しいと思います。とても無理かもしれません。

何人かは、とても愛せそうにない中身を持っています。そういう人は自分でも分かっているのです、そして、私達がそれをその人に確かめたりしたら、とても怒こってとんでもないことが起きるのです。彼らは、私達がそのことに気づいたので、黙って引き下がるか、怒り狂って罰を私達にあたえるでしょう。覚えておいて下さい、神はどんな窮地に対しても答えを持っています。

ここに二つのカップがあると想像して見てください。それは二人の少年AとBを現しているとします。二つとも、同じサイズで、同じ量の水が入ります。しかし今水を入れる変わりに、彼らのストレスをいれることにします。

カップがいっぱいになってもっと足すと、それはこぼれるだけです。少年Aの人生は、誰かの養子になることから 始まりました。それで彼は、誰にも自分は望まれていないという気持ちがいつもあります。 これはカップの中に５０パーセントのストレスがもう溜まっていることになります。少年Bの方は 特にストレスというものがないままの人生を 送っています。二人とも一年生になり、先生は この二人に不安感の違いは見つけられませんでした。それは、二人のストレスはまだ、１００パーセントに達していないからです。

高校生になって、少年AとBは、ガールフレンドにふられてしまいました。それは少年Bに、５パーセントのプレッシャーを与えてしまいました。しかし少年Aは、もう５０パーセントの望まれていないストレスがあります、それは彼にとっては、２０パーセントのストレスでした。これで少年Aの方は７０パーセントになりました。

そして、二人とも学校を卒業してから結婚を決めました。どんな結婚であれ 結婚は２５パーセントのストレスが加えられます。

それで、少年Bは ３０パーセントのストレスになりました。少年Aの方は９５パーセントです。

これで二人に大きな違いがでてきます。

人生には ６パーセントの出来事がたくさんあります。いつもというわけではありません。

起こったり、起こらなかったりです。その出来事とは、例えば ガソリンが運転している時になくなったり、飲み物をこぼしたり、子どもが芝刈り機をこわしたり、隣の人が犬のことで文句をいってきたり、また職場で誰かの机の位置が変わったり。私が家のテラスで、コーヒーを飲んでいたとして、少年Aと 少年Ｂのガレージのドアが同時にあいたとします。

私は、二人ともの車のタイヤがパンクしているのが 見えました。

二人にとって、６パーセントの出来事です。しかし二人の反応はぜんぜん違いました！

少年Aは、大声を出し始め、叫びや呪い、妻がタイヤの検査を怠ったと責め、車をスパナでたたきはじめました。少年Bの方は、口笛を吹き始め、手が汚れるのも悪くないぞと、わくわくし、妻が運転している時にパンクしなくてよかったと喜びます。

問題は､パンクしたタイヤではなくて、前から溜まっているストレスの量と、どうやってそれをなくすことを学ぶかということです。

多くの人は、６％の出来事を本当の問題だと思っているのです。

もし、私の夫がもっと優しかったら、もし、私がもっといい仕事をもっていたら。もし、子ども達がもっと言うことをきいてくれたら。もし両親が誤ってくれたら｡もし私が、新車をもっていたら。全てはうまくいったのに！！

でも、今挙げたこれらは 腐った根が暴露されただけなのです。それは、憎しみという人間の中身で、自分を支配し、しかも他人の目から隠れていなければならないのです。

ある人がポルノにはまっていて、自分の変態性欲で夜を過ごしているという人がいたら、あなたはその人のことを、どう表現しますか？

多分、 病気で、どこかおかしい脱落者だと 言うと思います。

もし､あなたが理解力と思考力のある人なら、この人の、脱落した不正で､不良だった過去を

見るでしょう。

この人をかばっているわけではありません。 神が審判します。

もし､あなたが彼の過去を持っていたら、私はあなたとの口論を大目にみるでしょう。彼ほどあなたは おかしくなってないかもしれませんが。

しかし、もしあなたが彼の過去のような状態を背負っていたとすれば、彼よりも深い状態に落居っている可能性もあるでしょう。それはこの人が幼いころ、父親から性的虐待を受けていたということを知っていたら､彼の過去は悲劇だと思うだろうし、違った人生がおくれていたら、ポルノショップに 行く代わりに教会へ行っていただろうと 思うでしょう。

根ざされた問題は、私達の人生の中身を支配します。

もし、この最悪の中身を壊し、新しいのと取り替えることができたら、毎日の出来事にそう悩まされず、怒ったり､反抗したりせず、いろいろなアイドルに対処できるようになるでしょう。



第７章 自分勝手を なくす

パウロは、コリント人への手紙の中で、彼が経験した苦しみについて表現し、こう締めくくっています。「私達は、勇気を失いません、たとえ、外なる人は衰えても、内なる人は日々 新たにされています。」（コリント人への手紙 第二。４；１６）

彼は私達は、外の体と内の体があると 言っています。その両方が重なってあなたのような、ユニークな人間ができるのです。

世界で、どのぐらい違った外見の人生があると思いますか？私達はみんな人間です。

しかし、私達はみな 少しずつ違って形創られています。ということはやく５０億の違った 外見の人間がいるということです。

そこには いくつの違った内面の形があるのでしょう？　能力別に内面の違った人間を十人 選んだとして、それは全部違った人種、文化を持つ人達ですが、何種類の内面を持った人がいると思いますか？

それはたった２種類です。それは２種類の内面、アダムの生命を持つ人と、イエス様の生命を持つ人です。どちらかの人が十人の中からでてきます。（ローマ人への手紙５；１４―１８）

アダムのような内面を持っている人は 問題を起こします。アダムの生命は神の命令が嫌いだからです。頭の中で命令を受け取って、それが良い事だと分かっているのです。私達はその良い事を最後までやり抜く事が出来ません。

アル中や、ドラッグ中毒者の事を話していませんね。彼らは自分の体に薬が与える影響は、とても悪いと思う私の考えに同意できないのです。家族やその人の感情にも影響しています。

問題は、理解することや 問題に対する知識を得る事ではなく、力なのです。

知識は問題ではありません。知識や精神力よりも強いのが力です。それはアダムの生命です。

人は、よい結婚家族を持つための講習会にでかけて、話しを聞きます。聞けば良い話しで皆、一生懸命メモをします。

問題は手段です！講習会の初日はまずまずです、次の日はすこしペースが落ち、三日目には完全に、何を習っていたのか忘れているのです。神の命令を嫌うアダムの生命は、問題がつきません。不信心な、三位一体を信じている人を頭に描いて下さい。神聖な、三位一体があれば、不信心な三位一体とは、罪 や悪魔、 そしてこの世です。不信心な三位一体はよく考えられたその人の歴史のコピーを持っています。それは、人に理想的な機会を待ち、完璧な誘惑を与えるのです。内面、つまり神の命令を嫌い、いろいろな誘惑を与えるためなら、どんな事にも協力し、希望も力もなくさせ、体の状態を明白にさせるのです。

次に、不信心な三位一体は、あなたの罪の意識に働きかけます。これによって傷害が与えられます。あなたの本来の姿を確認させ、過去からの恐れている事を信じさせます。

この屈従と、誘惑の経過により 内面はもっと汚れてしまいます。

この循環と、状態は一言で言い表せます。それは 肉体です。肉体は人間が神以外の何かにコントロールされている時の状態です。希望がない事や、 破壊される事や、奴隷として鎖につながれた人の世界は 壊す事ができません。

何かに屈従している事が明らかに分かっているのです。 それは例えば、ポルノやドラッグであったり、あるいは テレビや食事や運動、または何か心中で隠している物とか。 それは、人の中傷とか、噂話、苦しみ、論争などがあります。

何でもかまいません、私達はアダムの生命として生まれ、それで何かに屈従しているのです。
ある時点まで、人の人生は 例えどんな形であれ、奴隷的な状態でそれは認められます。人は自分が好きかどうかに関わらず、本来の姿を持っています。

一つの言葉が浮かぶのです。変わろう！！と。頭の中では人は変わりたいのです。これは近くの本屋さんにいっても 証明されます。本棚の所狭しとあらゆる本が “変わる”ということについての本なのです。占いの水晶玉、聖歌の練習から 星占いまであります。

どれも 人間の無能を変えようと証明してるような物です。

今まで書いて来たとおり、不信心な三位一体は、アダムの生命を通じて私達を罪の奴隷にしてしまいます。

ですから、罪は問題ではなくて アダムの生命としての 不信心な三位一体が 問題なのです。それからアダムの生命の姿というのは、人をコントロールするという事を示しています。ですから 私達が何を変えなければいけないかという事を話している時に、出てくる全ての証拠はアダムの生命を指しているのです。

どうすれば、アダムの生命を変えることができるのでしょう？

それは内面です！もし私がお医者さんに誰かを連れていってこの人の内面を変えてくれといったら どこから切りはじめるでしょう？

内面を変える方法はどんなものがあるでしょう？ 悩み相談、カウンセリング、聖書を読むことなどでしょうか？ もう罪を犯しませんと頭をさげることでしょうか？ 講習会でのメモでしょうか、

多くの人が変わろうとしてうまく行かなかったと認めています。

事実、変わろうとして 悪くなる事さえあります。何故でしょう？それは人間は肉体の力では

変わろうとしても 変わる事ができないのです。肉体は肉体を向上させる事ができません！

肉体が、神以外の何かに コントロールされているので、自分自身のために物を貯え 神を信じる事ができずに、自分勝手なクリスチャンは、よく不信者と同じように あらわされるのです。

それは、肉体で歩いているのです。肉体は向上しません 力だけです。聖書はこの問題を とても

はっきりといっています。

「肉によって生まれたものは肉です」（ヨハネ３；６）

「肉は何の益ももたらしません」（ヨハネ６；６３）

「何故なら、律法を行う事によっては、誰一人神の前に義と認められないからです。」（ローマ３；２０）

「肉の思いは神に対して反抗するものだからです、肉にある者は神を喜ばせる事ができません」

（ローマ８；７、８）

肉の力で変わろうとすればするほど、悪くなります。例えば、お酒を飲む人は、自分の人生を自分で生きているのです。（信者であろうがなかろうが、神とは孤立しています）

これは肉体が生きています。

もしこの人が自分でお酒をやめても まだ、この人は肉体だけです。だから アルコール中毒というのは、飲んでいない時でさえも 肉体で生きている人の中で進歩するのです。

想像して下さい、私の腕がちょっとピクピク事があります、 私はその事にイライラしますよね。実際に私が講義をしている時、いきなり自分の腕を上げて振り回し、私の目に当たった事が何度かあるのです。

私は、腕が引きつらない様になんとか、方法を工夫します。

腕が強くなるまで体重を持ち上げて鍛えます。 そして、ピクピクし始めたら私の力の限りでそれを止めます。腕が良い太さになったその時に妻は床にのびて目の周りが黒ずんで意識不明の私を見つけるでしょう。私の意識が戻った時に妻が何をしているのかと私に聞いたら、こう言います。「私はピクピクしたんだ」と言います。いいですか、今まで私をいらだたせていたものが 今は力をつけ自分を殺せる力をつけてしまったのです。そうです、これが肉体です。自分の状態は力では向上できません。

中身を変える事ができないのなら、もう分かりますよねそれについてはよく学んできましたから。 どうしたらいいのですか？

答えはとても巧妙です。それを変えるのです！どれだけ大きの宗教者や、心理学者が教えてもアダムの生命は繕う事ができません、それを殺してしまい 新しい人生に変えるのです！




変えられた人生
そうです、かき乱された内面、つまりアダムの生命に共通の不浄な三位一体を持ち、支配する姿は変えられませんが、それは交換されたのです。これは人間の知識や努力によらず、むしろ約束と神の知恵に基づいているのです。
もう供述したように、内面と外面は両方であなたという人間を作っています。

もし私達があなたの 内面を取り出し、他のと取り替えたら、あなたはあなたではなくなります。外見は同じですが、ちがいます。内面と外見をあわせてあなたという独特の人間がいるのです。内面を交換するという事は、今までになかったあなたとはかなり 違った何かになるでしょう。

これが、生まれ変わるという事なのです。新しい人生を受け取り、そして、新しい人になります。事実、この人はもうアダムの生命を持っていた時と同じタイプの人ではありません。神のこどもになり 主の人生を得ます。神の命令を嫌うアダムの生命は、不十分で、不安定で、価値がなく、主と歩む人生に変わることができません。主と歩む人生には 受け入れられるという事と、正しさ、神聖さがあり、そして 不信心な三位一体に勝つのです。

「私はキリストと共に十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリストが私の内に生きておられるのです。今私がこの世に生きているのは、私を愛し、私のために御自身をお捨てになった神の御子を信じる信仰によっているのです。」（ガラテヤ２；２０）

古いあなた、外面の体は、同じように成り立っていますが、内面のアダムの生命は捨て去られ、新しい主の人生が与えられたのです。

「誰でもキリストの内にあるなら、その人は新しく創られた人です。古いものは過ぎ去って みよ、見よ、全ては新しくなりました。」（コリント第二の手紙５；１７）

あなたは新しく生まれ変わりました、何かが違うのです！

この時、私達はこの経験をあまり気遣っていません、でも本当なのです！神が言った事を信じるのです。肉体からはもう自由なのです、それは主と共にに十字架にかかったからです。

ローマ人の手紙第６章を読んで下さい、主に私達の洗礼の精神的な自由を見つけることができます。罪の力からはもう 自由になったのです。これで本当の救いの道に入ったのです。

最近も話し合われたように聖書の中の救いという言葉は、今救われるという 意味の事だと言われています。

洗礼の精神的な重大さは、神の死によって 罪の束縛されていた人生から解き放されて、自由になったということです。何人かの人は 洗礼は、改心のための教えだと言い、（それは洗礼を否定している意味です。）誰かが、洗礼を受けるまで天国に行かないだろうというのです。

そうではありません！天国に行ける者は、事実信頼を通じて生まれ変わり、イエス様の血の真実によって罪がなくなったのです。

しかし、洗礼は私達を束縛から自由になるための 精神的な 現実です。罪の罰ではありません。

洗礼を受ける事で私達は救われるのではなく精神的な現実として 神が私達になされたこと事に参加するのです。

何千という洗礼を受けた信者達が挫折の中を、歩いています。洗礼が精神的な影響を受けていないという事は明らかです。何故でしょう？洗礼は心の信頼によってでき、信頼は精神的な現実を

教えられることなくしては、生まれません。

洗礼は、精神的な現実で 古い自分と 罪の力から自由になるという経験ができるのです。

「それともあなたがたは知らないのですか？イエス様につく洗礼を受けた私達は皆、その死にあずかる洗礼をうけたのではありません。」（ローマ６；３）





新しい自分

主の死に関係する、精神的な現実は素晴らしものです。それを通じて私達は新しくなり、アダムの人生を捨てることができるのですから。

主が亡くなったというだけでなく、主と共にいるのです。

自分では気づかず、感じられず、まだ経験していないかもしれませんが、あなたが主の元に来た日に古いあなたの姿は取り去られて、主の人生が変わりに入ったのです。これは重大なことですよね。

ガラテヤ２章 ２０節で、パウロはこういっています。「私はキリストと共に十字架につけられました、もう、私は生きていません。」ここの、「私」は パウロが話しています。新しいパウロでしょうか、古い方のパウロでしょうか？もちろん、古い方です。そして彼はこう言っています。「今生きている人生」それは 「新しい自分」を表現しているのです。わかりますか。

パウロの何かが死んだにも、かかわらず 彼は今まで以上に生きているとはっきりさせています。有利な点は、主と共に死ぬ私達は素晴らしという事で、自分勝手で、気違いじみた、何もかも支配しようとするアダムの生命は、もう死んでしまったのです。

この真実が聖霊によって暴露され、自分が解放される事は強大なことです。

例えば、過去の経験で、小さい時に性的虐待をうけたことがあり、ずっとそのことを忘れることができなかった人は、その古い自分を捨ててしまうのです。もう過去に支配されることがないというだけではく、神をみつけ、新しい自分を与えられる、その自分は性的虐待など 受けたことがないのです。

過去に起こった事は、新しい自分には起こってないという真実をしっかりと受け取るのです。





罪の意識からの自由
古い自分がした事は 本当で、新しい自分はまだ何もしていないというのも本当です。多くのクリスチャンは過去の失敗、罪、また他に起こったことに、コントロールされています。

それは、悪魔が罪を忘れる事が出来ないようにするだけではなく、自分の家族や、他のクリスチャンにも忘れられないようにすることもできます。

自分の過去の罪を家族が忘れなくて困っている人は 墓石でも買って その人が生まれ変わった日を石に 刻み込んだらいいんです。

そして、自分の過去について責め立てる人をそこに連れてきて、文句をこの墓石に向かっていわせるのです、今の新しい自分ではなくて！

古い自分は死んでしまい、新しい自分に変わったという証拠は、今までの自分の覚えてることや、やってきたことを考えると 気分が悪くなるでしょう！何故でしょう？

それは、新しい自分はそんな事をしないからです。

「あなたがたは、正しくない者は神の国を相続できないことをしらないのですか？だまされてはいけません、不品行な者、偶像を礼拝する者、姦淫をする者 男娼となる者、同性愛者、泥棒、

貪欲な者、酒に酔う者、略奪する者は、皆神の国を相続できません。

あなたがたの中にある ある人達は以前はその様な者でした。しかし、主イエス様の名前と、私達の神の聖霊によって、あなたがたは洗われ、聖なる者とされ、義と認められたのです。」

（コリント人第１の手紙６；９―１１）

私達がいうところの「古い自分」とは「新しい自分」とまったく違います。

ウオッチマン ニーは、［普通のクリスチャンの生活］の中でうまくあらわしています。それは、私達が主を受け入れた時、神の人生の真実が 私達の人生の真実になるということです。

アダムの本性（神に従わない）が 私達の真実であったのですが今は、神の真実の生活が本当の私達の生活なのです。クリスチャンの本当の生活ってなんでしょう？

それは正義です、  不浄な三位一体に打ち勝ち、この世のことではないのです。全ての障害に勝つのです、少しだけ挙げてみましたが、だから、全てのことは新しいあなたの本当の姿なのです。





あなたは、受け入れられる
想像して下さい、ある晩私が家に帰った時、隣りの子供と自分の子供もが庭で仲良く遊んでいます、石を投げたりせず、喧嘩けんかもせず、乱暴な言葉も使っていません。

例えば、私の子供達が、悪い言葉を使い 喧嘩をし、石を投げていたとします。

さて、夕食の時間です、誰がうちに食べに来ますか？隣りの子供でしょうか？うちの子供でしょうか？ もちろん、うちの子です！

でも、隣りの子のほうが行儀がよく見えました。なぜ 隣りの子は うちで食べないのですか？

隣りの子はうちの子ではないからですよね。

ある日、天国でとても沢山のご馳走がありました。そこに来た人達は どれだけ仕事をしたかではなく、自分の誕生に基づいてよばれました。彼らはふさわしい名字をもつべきです。「いと高き神のこどもたち」 私達のために十字架にかかり、埋葬され、新しい人生（主の人生）を与えられたのはとても名誉なことです。

もう一度、言わなくてなりません。主の新しい人生は、本当にあなたの新しい人生だというのは本当のことです。この重要性がわかりますか？それぞれの人生の中身（アダムの生命）で

起きた事、誘惑または過去の罪によって独特の形になっていました。

ある人は中傷者に、ある人は、同性愛者、また別の人はアル中に、殺人者に、孤独な無情の人に

というように いろいろな人生があります。

しかし、それぞれの人は、主に近づくために人生を変える機会があるのです。

ある日私は、友達と神の話しをしながらレストランで食事をしていました。後ろの人が私達の会話を聞いたらしく、私達が店を出る時に彼は自分はクリスチャンで、アル中から立ち直ったと自己紹介をしてきました。私はその人の手をとってすぐにいいました。「お会いできてうれしいです。

私は、マイクです。神の子供です。」と

そして、聞きました。「自分の事を神の子供だと言うのと、アル中から立ち直った人だと言うのと どちらがいいですか？」

その後、彼は私と一緒に 事務所に来て本当に変えられる人生の真実について語り合いました。

もう一度いいますよ、お酒に飲まれる二つの理由です。

一つは必要だからで、もう一つはお酒から逃れるために飲むのです。どちらも アル中という 本質は、同じなのです。

イエス様は、来ませんでした。それで私達はまだ同じで、単に罪を犯さない罪人に過ぎないのです。イエス様は、私達のなかにある罪を犯す欲望を取り去り、かわりに天の物を求める物を下さいました。それとは、イエス様御自身の人生です。私達は新しい自分を持ち、清められ、もう罪人ではないのです。

偽善者の悪魔と 神とはまったく違います。悪魔は私達が 何か神聖な事をしようとする時に、偽善者だとささやきます。それは私達が本当に悪魔的で 罪人だからです。また一方で、

神は私達が罪を犯す時、偽善者だと ささやきます。それは私達が本当に、神聖な、聖人だからです！コリントスの教会でさえ、問題や罪があります。パウロは 聖者に手紙を書いています。

忘れないで下さい、私達はしてきた事によって聖者になるのではなくて、生まれ変わるる事ことによってです。





暴露する 対 なりきる
ここで今一つだけ確かに分かっていることは、自分の持っている態度を変える事はできないということです。

私達は生まれてきた人間です。それを変えるためにはもう一度生まれるしかありません。もう一度いいますが、クリスチャンの成長は 簡単に私達が初めて主を受け入れた日から同じで、主を受け入れるという事なのです。成長するという言葉は大事な言葉です。今ある物を広げていくという意味のとおり。

「子供は成長し・・・」（ルカ １；８０）

「ゆりのことを考えてみなさい、どうして育つのか・・・」（ルカ１２；２７）

「主の御言葉は、ますます盛んになり・・・」（使徒の働き１２；２４）

「あらゆる点において成長し・・・」（エペソ４；１５）

「・・・成長し救いを求めるためです」（ペテロ第一２；２）

「キリストの恵みと知識によって・・」（ペテロ第二３；１８）

ギリシャで使われる成長という言葉は 文章の前に置かれています。私達は何かに変わるために神に呼ばれているのではありません。むしろ、今の自分を伸ばしていくという事です。

私達は、誕生することにより今の自分があるのです。そして、アダムの生命のまま束縛されたままか、また主の人生の自由の中で成長していくのか、このどちらであれ、成長しているのです。

ある大晦日の夜です、私は大きな街で通りすぎる人に証をしていました。そして女性役者の バーの中にいるある人に誘われました。私は誘いを受け、中に入って福音を述べはじめました。私は大きな男性が隅っこでドレスを着て座っているのに気がつきました。私はそこ人の所に行って主の話しを始めました。すると、その人は泣きはじめ、自分の人生がいかに情けないか、妻に自分のやっていることをばれないように家をそっとでなければならないかを話し出しました。最後には彼は、ひざまずいて主を受け入れたのです。私はその店を出る時に、彼に言い渡しました。「家に帰って、男の服を着なさい。」と。私は彼に変わりなさいと言いましたか、それとも本当の自分を見せなさいとか命令しましたか？

本当の自分を見せなさいと言ったのです！ この人は自分が誰なのかちょっと わからなくなっていました。

私にはわかっていました。彼はドレスを着た大きな男性に見えました。自分が誰なのか、混乱している限り、男でいることも、女でいることも難しいでしょう。

もしあなたが 生まれ変わったら、あなたのアダムの生命は葬られ 主の人生がもたらされます。新約聖書では変わりなさいと言っていますか、それとも本当の自分を出していなさいと言っていますか？本当の自分になることです、もちろん。あなたは神聖でいることを命令されているのです、なぜならあなたは神聖だからです。それは主の人生の中にいるあなたが、神聖だからです。パウロは 手紙の中で初めの半分は、信者達に以前の自分について書き、そしてこれからどうしていくべきなのかを書いています。もし、自分が誰であるがわかっていたら、することは自然なことです。あなたは神に受け入れられるために働いているのですか、それとも受け入れられたから働くのですか？神に近づいてもらいたいので、聖書を読むのですか、それとも神が近くにいるので読むのですか？あなたは神聖になろうとしてがんばっているのですか、それとも神聖だからがんばっているのですか？見ての通り、クリスチャンの経験の中に生と死の違いがあります。

悪魔は主の働きを妨げ 大きな目隠しをクリスチャンにしました。多くの人は、神は自分の罪の犠牲者としてしか見ていません。主の人生を受け、古い自分は十字架にかけられ主と同じように、罪から自由になった事に気づいていないのです。

これは本当の救いです。古い自分と、不浄な三位一体を捨てるのです。

ほとんどのクリスチャンはドレスを着た大きな男のように はじめは男の服を着て、次に女の人の服を着ます。でも、どっちを着たらいいかわからなくなるのです。

肉体を信じている人は、肉体の後を歩きます。それから精神に従って歩こうとするのです。どちらが自分に合っているかわからないのです。

誰かが不信心な信者を止めさせて、混乱していることをはっきりさせるために言ってやるべきです。

「あなたは神によって生まれたのです」（ヨハネ３；３―７）

「あなたは神の子どもです」（ヨハネの手紙第１、３；１、２）

「あなたはこの世の者ではありません」（ヨハネ１７；１６）

「あなたは 新しく創られました」（コリント第２、５；１７）

「あなたは神の作品です」（エペソ２；１０）

「あなたは 正義です」（コリント第２、６；１４、１５）

「あなたがたは、選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民です」（ペテロ第１、２；９）

罪、失敗、落ち込み、挫折などの古いものは捨ててしまい、主に自分を置きましょう。

もう一度、おおかみ少年の話しをさせてください。彼は長い間 狼として一緒に暮らしていました。

そして捕まえられて、自分は少年なんだと説得させられるのです。鏡に映った自分の姿を見ても

信じないでいました。狼であるというごみ袋と、頭の中に残っている思考や、感情は強くて

真実を信じることが出来ませんでした。

現実をちゃんと見つめる事が出来るまで、何年もかかりました。丁度今、あなたの感情は悪魔のささやきにうなずいているかもしれません。悪魔はこう言っています。「あなたは神を喜ばせようとしている罪人だよ」と。

でも覚えていて下さい、鏡（聖書）が言っていることを、あなたは新しく創られたのです。そして、主の真実があなたの真実です。この少年の両親が彼は人間だと気づかせることを、あきらめなかったように、天国のお父様も  あなたが神の子供だときづくまであきらめる事がありません。

さて、今からよく聞かれる質問に答えようと思います。

もし、私の古い自分（古い性格、アダムの生命）が死んでしまって、私は新しく生まれ変わり、主の人生をさずかり、神の教えは全てが本当なのに、何故私はまだ同じような気分なんでしょうか？




続く衝突？

不信者が連想する問題の一つに、神を守ろうとする傾向があることです。

もし、神が特定の事を話していて、私達がそれをまだ経験していない時、自分が間違っていたとは言えません。神をうそで責めることもできません。

ゆえに 神が話したことをごまかし、代わりの意味を見つけて、このように神を守り、同時に罪から自由になった気分ですが、それは間違いかもしれないのです。

神と私達の関係を超自然な、見方をする時、特にこれは本当のことです。

私達はパウロを信じます。「私はキリストと共に十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリストが私の内に生きておられるのです。」（ガラテヤ２；２０）

「私達の古い人がキリストと共に十字架にかけられ」そして、「私達はキリストと共に死んだのです。」（ローマ人６；６―８）

それでも私達はまだ時々、自分の中の同じ罪、くせや 主と共に十字架にかかり、生まれ変わる前と 同じ気分が残っている事を認めざるを得ません。何故でしょう？

何人かは、アダムの生命と古い自分は、本当は死んでいないからだといいます。神は単に動いただけで、主の人生をその人の横に置いただけなのです。そして クリスチャンには二つの本来の姿があり、お互いに戦っているのです。

これは、例えば二匹の犬を飼っている人に例えられます。一匹は黒で、もう一匹は白です。

どっちの犬が強いかと尋ねられたら、男は 答えます。「もちろん餌をやったほうさ」

つまり、キリストが私達の内に住んでいるということで、私達は 神の人生を育てて、聖霊と共に歩くか、それとも古い自分とアダムの生命を育てるかという 選択ができます。

正当な質問に答える事が必要ですね。それは、「もし私の中の古い自分が死んだのならば、何故まだ、自分でそれを感じるのでしょう？」

しかしながら、自分の中に対立する二人がいると言う考えはどんなに面白く感じても聖書の教えに判じています。世界のほとんどの宗教にもその 概念を見つけることができます。多くのキリスト教、そして最もわかりやすいのが 老子の教えにあり、それは陰と陽の関係に似ています。善と悪のしるしは 互いにぶつかり合い、白で塗りつぶした半円と、黒の半円のようです。

この印を私達に例えて書くとしたら どんな風になるでしょう？

善と悪を知る木ですよ！この木からアダムが食べ、そして人間が食べ続けている木なのです。

それだから 私達の中にその宗教の要素が頭の中では納得出来てもおかしくないのです。

キリスト教というのもまた、木からくるもので神が善で、悪魔が悪とみられます。全ての宗教はこの二つの争いが中心になっています。教えは簡単なものです。

これは善、これは悪、良いことをし、悪いことをしてはいけません です。しかし、キリスト教は他の宗教が言う木の中から始まっていません。それは庭の中にあった木です、人生の木、キリストという人間に根づいたもので、ただ単に善と悪の間を苦しむよりも もっと何か深いものが 元になっているのです。

ヨハネの１５章では、イエス様は木とその枝を 例えとしていっています。つぎ木をした枝は 木から新しい生命を得て、古い生命ととりかえられるのです。

これは古い生命と新しい生命の闘争ではありません。そうであったとしても、枝は切られて死んでしまうということを覚えているかも知れません。そして、たったひとつの源から 違った新しい命をあたえられるのです。





変わっていない考え方
クリスチャンには 二つの姿があるということの口論は避け、聖書にある違う説明を見てみましょう。

古い自分を持ち、アダムの生命の中に住むという私達の中身と外見の話しに戻りましょう。不浄な三位一体（罪、悪魔、この世）は、あなたが同意し罪の奴隷にしようとして、アダムの生命のために作られた誘惑を工夫しています。全ての認めた罪、信じていたアイドル、そして自分の姿はあなたの頭、思考、感情（魂）の中にあります。そのために、あなたの古い自分の歴史は、全部そこにあるのです。古い人間が消え去り、主の人生と精神に取り替えられる時、私達は、神と共に１つになり、神が私達と共におられるのです。（ヨハネ １７；２１）

「私は、新しい心をあなたがたに与え、新しい霊を内に授け、あなたがたの肉から、石の心を除いて、肉の心を与える。私は我霊をあなたがたの内において、我定めに歩ませ、我掟を守って

これを行わせる」（エゼキエル３６；２６、２７）

私達は新しい精神を得ました、しかし、まだ古い魂は、古い自分の姿を覚えているのです。

今までで、あなたは何か熱いものを触って火傷をした事があると思います。その事は

あなたの頭に残り、長い時間が経っても、火傷の痛みは覚えていると思います。仮にあなたが

１５０年生きたとしても熱いものは火傷をするという事は 覚えていますよね。同じように

自分に起こった事、感情、選択、罪、そして自分を夢中にさせるアイドルなどの古い物はしっつかりと覚えているものです。

身近な人が亡くなったという経験は、多くの人が体験していると思います。大切な人が亡くなり、長い間たっても、その人の持ち物を見たら 悲しさが込み上げてきたりします。もうあの人はいないと分かっていても、その人の思い出は長い間、残っています。

私は ある女性が自分の赤ん坊を 亡くし、１５年間も部屋をそのままにしておいたという話しを

聞いたことがあります。その人は、子どもの部屋で、子どもと一緒にいる気分を味わうことが

好きだったのです。赤ん坊は亡くなりましたが、持ち物は残っています。

私達の 古い習慣もや考えもや感情なども長い間蓄積されているのです 。ローマの１２章２節で、考え方を新しくしなさいという事がどの様に思い起こさせられますか？

アダムの生命によって、私達の中にある残留物が、主と共に歩むために 役立つという事は

理解しています。何日も、何週間も、何年も、精神が心の中に残り、何かのきっかけですぐに 古い罪や、アイドルや 感情は 戻ってきます。

主の生命があなたに宿っていると想像してください。あなたの心のあるところで、その扉が開いたり、閉まったりするのです。それを「変わらぬドア」と呼ぶことにします。このドアを、開くのは“謙遜”で、閉じるのは、“自慢”です。

もし、一言で神を表現するとしたら、それは、愛です。でも、イエス様を表現するのに一番いい言葉は謙遜かもしれません、謙遜は、「私は 何の価値もありません。」などとは言いません。むしろ、へりくだった人は、人の姿をしたイエス様のように自分自身を空にして「私は何も持っていません」というのです。イエス様は何も持っていません、しかし、神の子供なのです。イエス様は神聖なる服従の中で、父から必要な物を瞬間ごとに 得ました。

イエス様は水の上を歩けるから歩いたのではなく、神が歩きなさいと言ったから歩いたのです。

イエス様は、姦淫している所を見つかった女性が連れてこられた時、すばらしいことを言いました。

そしてイエス様は、神が言おうとしていることを 地面に書きました。事実、新約聖書では、イエス様の話された事のオリジナルは 何も残っていません。イエス様が言った事は、天のお父様が言った言葉なのです。イエス様は神の謙遜です。

謙遜と同じ精神は、私達は何も持っていないという事を認識させてくれます。そして、私達の存在は神の一瞬ごとのささえによってあるのです。私達がそれを認識している時、主の人生の扉がすうーっと開いて、入ってくるのです。そして、それが起こった時、神は掃除をするように、かばんに残っている古い自分を 外に出し、新しい人生をもたらして下さるのです。

もし、毎日の生活で、神より素晴らしい何かを自分の誇りにするならば 不浄な三位一体が現れ、過去の何かによっての誘惑が自分の中に湧き起こるのです。主に対して扉を閉めてしまったら、もう一度 頭の中に残っている古い考え方、思考、感情がでてきて今の状況に事を許してしまうのです。

ある夫婦が結婚して、はじめの十年は、妻が夫を牛耳っていました。それは夫を惨めにさせていました。

それで彼女は、主を受入れ、翌年から夫を 一家の柱になってもらいました。夫はそれをとても喜びました。しかし、警告なしに妻はまた 夫を虐げるようになってしまいました。

この時点で夫はとても、混乱し 精神分裂症になったようでした。しかし夫より妻が 混乱していた事は確かだと思います。

この妻は、自分の母親が常に男性を 牛耳ってきたのを見て育ってきたのです。

彼女が結婚した時、悪魔は簡単に 母親と同じ事をするように誘惑したのです。そして彼女が主を受け入れた時、自分が持っていた古い姿はなくなりました。一年間は、全ての事に主を 一瞬ごとに信じてきました。このように彼女に変わらない扉が開いてきました。夫は彼女が天使に見えました！ところが、彼女にプレッシャーが起こった時、夫が自分の思った通りに行動してくれるのか恐れ始めました、どうしたらいいか？一人で考え続け、開いていた扉は閉まってしまいました。悪魔がそこに入り込み、彼女に夫を牛耳るように誘惑しました。

彼女の過去には、二つのアイドルがあったのです。今まで言ってきましたが、神は古いアイドルを新しい自分のために使うことを 許してはくれません。それは、落ち込みと、不安をつくるからです。

私は二人とも、彼女がもう一度、威張り散らした事が問題だと言うと思います。しかし彼女が主を受け入れる前の問題は 人を支配する事ではなかったのですが、アダムの生命がそういった 彼女の行動を創ったのです。

私達は長い間、牛耳ったり、支配したりしましたが何も解決できていません。それを見つけて十字架の中で崩御させるのです。

もう一度彼女は 同じ行動を自分の中に見つけたので、自分で変わろうとするのですが、困った事に自慢と不信仰によって神への扉が閉ざされています。

これで、何故私達がよく、不信仰の人と同じ事をするのかという説明がつきます。私達はその時、不信心な信仰者なのです。

クリスチャンになる前に、酔っ払っていた人が、主を受け入れても酔っ払っていたりします。

しかし、この人を自分で判断しないように気をつけるべきです。

この人は、主の扉を閉じているだけかもしれません。扉は閉めるのと同じように 開けるのも すぐに出来るのです。多くの信者は、悪魔的な考えと同時に、主への扉がすぐに閉まってしまうと信じていますが、悔い改めの祈りによって、扉はすぐに開かれるのです。あなたはこう思うかもしれません、「扉を開き続ける事に忙しすぎるなんて、豊かな人生とはいえないようだわ」とか、「古い自分がなくなったからどうだっていうの？私の中にはちゃんと古いものが 残っていて 前と変わりなく惨めな生活が続いているわ」

これらの問題については次の章で、話しましょう。




扉が開く悪魔の恐れ
あなたが主と共に十字架にかかったように歩こうと信じているのであれば、人生はよくなる前に、危険が増して、悪くなるでしょう。悪魔から脅かされるのです！以前はあなたは自分の能力、知識をもって、回りや自分自身を変えようとしていました、それは悪魔にとって何の脅威でもないのです。あなたはむしろ悪魔の財産でした。

しかし、主の生命があなたの中に入ると、あなたは危険です！ 主と共に歩く事は出来ますが、自分の経験を説きつけたり、神の言うことなんか信じなくて、自分が中心になるような悪魔の頭を持った人に出会うかもしれません。私が説教した人達も 話しが終わるや否や、あなたは洗脳されようとしているとか言い、その人が失敗した経験を持ちだしたり、あなたはまだ善い人ではないから価値がないとか、神に拒絶されている等と いうのです。

でも、悪魔はまだこの件について私を失望させていません。 実際にはその反対が本当なのです。敵は彼らを洗脳したいのです。それは洗脳によって嘘が本当だと言うようになっとく出来るからです。

悪魔の計画はとてもシンプルです。 あなたを光のない所へ連れて行くのです。なぜ？

「命の泉はあなたのもとにあり、われらはあなたの光によって光をみる」（詩篇３６；９）

私は個人的にイエス様は人生をつじつまのあうようにしていると思います。一度イエス様の光からでると、もう人生の意味をなくしてしまいます。

それで、悪魔は私達に 光から出て、暗闇へと誘っているのです。そして、そうっとわからないように、主の扉を閉めてしまうのです。
暗闇にいると、目がだんだんなれて、それが普通になってきます。時間が経つと光の中にいることが素晴らしという事も忘れてしまいます。そして、小さなろうそく（それは 好きな人だとか、アイドル、仕事、幸せを探す事だったりします）を探すのです。このろうそくを灯すことで、暗闇をがまんするのです。それでは、私達は負けています！

悪魔は私達を、暗闇に連れて行くための無数の罠を用意しています。普通、私達を過去に起こった いやな事などを持ち出し、同じ誘惑をします。そして肉体で生きるように、そのスイッチを押すのです。

例えば、あなたが 同じ建物で二十年間働いてきたと想像してください。毎日あなたは、自動販売機に行って、お金を入れ、ボタンを押し、ジュースを取ります。で、ある日、あなたがお金を入れて、ボタンをおしましたが ジュースはでてきません。

そのまま、帰りますか？それとも腹が立って、ボタンを何回も押したり、ジュースを探したり

しますか？

何年も悪魔があるボタンを押してあなたの働きを無にしようとしてきました。一度、主の人生の中に住んでいると悪魔はあなたから 離れません！そして悪魔は昔あなたを自分の思う様にさせようと何度もあなたの過去に使えたボタンを必死に押して、昔した色々な事を又させようとするのです。それが起こっていると気付いた時は安心して下さい。あなたは本当の答えを見つけたので敵はあなたをアタックしているのですから。

悪魔が あなたの感情を引っ掻き回しているのです、あなたが主と歩けば歩くほど 心は落ち着くのです。悪魔がこれを見たら、 もっと強く攻撃するでしょう。

心電図を見たことがありますか？

心臓の音が 高くなったり低くなったり するのが画面に写ります。しかし心臓が止まると、線はまっすぐになります。

医者は、マッサージをしたり、心臓にショックを与えたりして 鼓動を戻そうと努力します。

見ている人にはとても過酷です。

心電図の変わりに、感情の画面を考えて下さい。悪魔はそれを見て私達の感情の高い低いを見るのが たまらなく楽しいでしょう。主と共に歩いている時は、真っ直ぐな線です。しかし体や、状況よりも、精神的に、何かが起こってきたら 感情が反応し始めます。悪魔は信者をやっつけ、感情の高低を見るためにどんな事でもするでしょう。気をつける必要があります。それは旅行中や、毎日主にお祈りしている時に起こるかもしれません。ストレスが溜まった時や、人間関係がうまく行かなくなった時、また、経済的に危なくなる時や、世の中の助けにすがる時などです。また、主を頼っていない人から、ある状況が生まれたりする時、例えば、子どもが困ったことになった時や、両親が病気になった時、また友達の反抗など。

また、実家に帰る時、昔の感情や反応が、昔の自分の姿を作りあげて来た人々、そして今まで昔の自分の真間でお付き合いをして来た人々が又復活させるのです。主への働きの方に気が行き過ぎて主イエス様の事を忘れてしまう事もあります。書き出すと、きりがありません。しかし、結果は同じです。

私達は、主への扉を閉じました。そして、生まれ変わる前と同じような事をしているのです。

悪魔がこの状況や、人を使うばかりではなく、この世では生まれないであろう新しいレベルの

誘惑が私達を襲うのです。

それらの誘惑は、悪魔にとって、最高級で、時間も正確で、細かいところまで計算されています。これらの誘惑は何年もかかって作られ、小さな嘘が９９パーセントの真実の中にはいってしまうのです。

インドで一度、男の人が 車の三倍ぐらい大きな丸い石を 爆破しているのを見ました。その人に聞いてみました。こんな大きな石をつぶしてどうするのかと。すると彼は手で砂利を作り 道に使うと言いました。毎日そこに座って、大石が小さくなるにつれて、砂利が増えて行きます。一人でこんな事が出来るのが信じられませんでした。しかし、彼はちゃんと最初から最後まできちんと計画していました。

悪魔には大きな嘘があります。もし悪魔の嘘の計画を事前に知っていたら、それにひっかかりません。しかし、悪魔が毎日、細かい計画を作っていたら、すごく恐ろしい事です。

気をつけよう、さっさと行動しよう、悪魔を無視するな、と私達は言うでしょうか？

この大きな嘘は、種に例えられます。始めにに種を植える時、ここに大きな樫の木が育つと、誰が考えるでしょう？種が地面にある間、誰も気がつきません。しかし、種は毎日育っています。存在が 明らかにされた時、種の真実があります。しかし、どうにかするにはもう遅すぎるのです。精神的に満たされている人は、すぐに負けてしまう誘惑がある事に 気づいていなければなりません。その誘惑の悪い結果は何年も先に見出す様になるからです。





とざされた扉を開ける
あなたが挫折してると 仮定しましょう。次はどうなりますか？「この世にいる人よりも、私の中にいる神は 偉大です。」

神は悪魔よりも偉大なのです。これを忘れてはいけません！

あなたの状態が神の行いによって暴露されます。神のみが 悪魔が持っている 肉体で生きているクリスチャンの暗闇を打ち消す事ができます。

そうなるのは、例えばあなたが部屋で夜中に カーテンを閉めて電気を消して座っている時、

稲光がしたら、一瞬だけ 部屋の中の物が全部見えます。

聖霊と共にある光は、悪魔の嘘がよく見えるのです。これは人間には出来ません。聖霊の力によるものなのです。「それでも神は、命に至る悔い改めを異邦人にも 与えられたのだ。

（使徒行伝 １１；１８）

そして、「反対する者を柔和な心で教え導くべきである。おそらく神は、彼らに悔い改めの心を

与えて、真理を知らせてくださるでしょう」（テモテ第二 ２；２５）

神は教えて下さいます。悪魔の全ての努力が、 反対に神のタイミングとなります。

目を開いている時でも、見えていない事があります。信じられません！どうしてこんな いやらしい罪を 自分の中にいれるのでしょう。

どうしたらいいでしょう？何をすべきでしょうか？

失敗に気がついた時、悪魔は 無駄になるかもしれない長い努力をして、恐怖感を与えます。

それは、良心を混乱させ、計算された声で囁きます。

「もう、かなり遠くまで来てしまったよ、もどる力は残ってないよ、」

「いくらがんばっても、嘘っぽいよ、」「君は偽者だ」「神はもう君との縁を切ってしまったよ、だって君は罪の深みにはまってしまったんだから」「もう、チャンスはないよ」

「君は救われない」「君はこれ以上よくはならないよ」など。

それは神の本当の姿を学び、 私達はこういう事に惑わされてはいけないという希望なのです。

この本は、前書きに書いたように、挫折した人の為にあります。もし、この本から学ぶ事が一つだけあるとしたらそれは、これです。ですから、これを覚えていて下さい、

“人の本当の信頼の深さは、その人が深い敗北の中にいる時に、人を許す能力が見えた時分かります。”

何も間違った事をしていない時、主の教えに従って、 正義感を出すのは 簡単です。

しかし、主の教えではなく、自分自信に基づいてする事があるのかもしれません。何も間違った事をしていない時は、死も恐れないでしょう、それは、神を喜ばせていると思っているものを持っているからです。

しかし、あなたが神をどれだけ信用しているかという事で、失敗が暴露されます。もし、何かに怖がっているのなら、自分の正義感は、神が何をしたかという事ではなくて、自分が何をしたかということが元になっているのです。

多くの人は、落ち込んでいる時、人を許すことができず、これでいいだろうと自分で納得くするまで罰を与えるのです。何人かは、神がこんな人は許すべきじゃあないと、言い訳けすらします。

新約聖書の作者は、聖者でさえ罪を犯すという事に 驚いていません。答えは簡単です、

悔い改めをして、進みなさいです。もし私達の指導者が、イエス様が教えるところの罪を適用し（人間は、心で考えるので）見つかった罪を言われたとおりに 消してしまったら、私達は指導者を持つ事ができるのでしょうか？ 福音は、神からの贈り物だという事を私達は忘れています。それは、私達の中にある主の扉が開いた時、試されます。

福音は人間の正義感からくるのではありません。もし指導者が罪を犯せば、新約聖書に書かれた通りにするべきです。

「ですから神に従いなさい、そして悪魔に立ち向かいなさい。そうすれば、悪魔は逃げ去ります。神に近づきなさい、そうすれば、神はあなたに近づいて下さいます。つみある人達、手を洗い清めなさい、二心の人たち、心を清くしなさい。あなたがたは苦しみなさい、悲しみなさい、笑いを悲しみに、喜びを憂いにかえなさい。主の御前で、へりくだりなさい、そうすれば主があなたを高くして下さいます」（ヤコブ４；７―１０）

そうです、自分の罪と嘘を見た時 、もうおしまいです！そして 悲観してしまいますが、神はあなたを高めて下さいます。聖書は、神はあなたを今より低いところに置くとは言ってません、高めると言ってます！

もし、自分の失敗から 抜け出した経験があるのなら、もう一度、同じ事が起こっても大丈夫です。時は一瞬ごとに進んでいるのですから。

もし、信者として、神への扉を閉めてしまい 悔い改めをし、許しを得たのなら 進みなさい。

挫折した後、挫折におぼれる時間を 短くすると、 逆に勝利の時間が 増えるのです。




三人の 自分
十字架にかかるという事について、勉強しましょう。多くの人は、一体何がイエス様と一緒に十字架に掛けられたのか わからなくなっています。

ベストセラーの作家によって書かれた、時代背景、どうして死んだのか、何が拒否されたのか という事だけでなく、いろいろな聖書の翻訳を手に入れる事ができます。

私は、聖書に見つけた３つの違った自分自身を表し、この問題を わかりやすくしようと思います。

ユニークな自分自身とは、神の胎内でつくられた 人です。（詩篇 １３９）

神は同じ型を使ってクッキーを作るように、人間を作ってはいません。神は私達を、一人一人別に作られました。

しかし、私達は皆同じ目的を持っているのです。それは神を賛美するためで、私達は それぞれ独特に創られたので、賛美のしかたもそれぞれ違います。

それで、私は 一人一人を特有の神の創造物と定義する事にします。

それには、神から与えたれた、才能、能力、知識、人格、気質が あります。

ある意味では、特有の自分自身は 自分では何も出来ないので 誰かに使われる事によって、価値のある者になると考えられます。

例えば、金槌は、金槌です。何が金槌の識別をするかというと 誰が使い、どうやって使ったかによります。

それは、怒った人が誰かを殺すためにも使えますし、やさしい人が家の窓を作るのにも使えます。

あるいは、ユニークな自分は自分自身では何も出来ない者で、どのように使われて誰に使われているかによって価値観が決まります。例えば金槌は金槌です。それを見分けるのは何に使うカ、又は誰が使うかです。気狂いは人殺しに使うかも知れませんし、易しい人は未亡人の為に家を建てるかも知れません。特有の自分自身とは変わりません、しかし、目的と出所によって何かと交換する事はできます。

一番目の自分自身（第一の自分）、 これは、アダムの生命にコントロールされています。これは不信者に属するか、または 、何も産み出さない人です。

肉体として生きる状態を作っています。ある人は、神から授かった才能を使い、他人を誘導し、説得してビジネスを始めるかもしれません。自然な 才能も必要です。しかし、古い自分に支配されているので、才能と能力は神によるものではなく、肉体に支配されているため、 この人はアダルトショップの本屋を 開くかもしれません。

この人は、歪んだ自分自身を神からの贈り物として持ち、罪や、自分だけの喜びのために生きています。

神は、この第一の自分は十字架にかけなければならないと言っています。（ガラテヤ２；２０）

この特有の自身の源である何かは、死ぬべきで、本当は特有な自分自身ではありません。

＃１は、進む道を 一つだけ決めています。そして全ての道標にすすめられるままに 進むのです。行き先は、地獄です。

二番目の自分自身（第二の自分）は、自分の過去の荷物と、死んだ残留物と、消されたアダムの生命と、不浄な三位一体に 操られています。

この人は、生まれ変わった信者ですが、肉によって生きています。神に与えられた全ての能力を使って、福音か、自分の栄光の為、 または経済的な安定を求めて ビジネスを始めるかもしれません。

この人は確かに天国に行きます。しかし、この世では地獄を味わうでしょう。この人に関しての神の命令は、十字架の力によって、毎日操られているものを拒否することです。（ルカ９；２３）

三番目の自分自身（第三の自分）はとても重要です。主の人生の中できちんと生きている人です。この人は人間として 満ち溢れているのです。全ての神から与えられた能力、才能、知識、人格そして気質が

きちんと機能して、聖霊と共に歩んでいることは明白です。この人がする事は全て、主を通じており、皆から賛美されます。主が 特有の自分を支配する時、聖霊による働きと、この世での働きの境界線が消え、全ての労働は主の聖霊によるものとなります。

＃３の人は いやしい仕事でさえも 苦にせず、主が全ての元になっています。神と人間の思う所の価値はかなり違います。一体、何人の人が、小さな肉体労働を、大きな神の命令だと 思うでしょうか？

「私の弟子であるという名のゆえに、この小さい者に一人の冷たい水一杯でも飲ませてくれる者は、言っておくが、決してその報いからもれることはない。」（マタイ１０；４２）

一度、聞かれたことがあります、「もしあなたが何でもできるなら、主のために何をしますか？」私の答えは、「主のために何でも出来るのであれば、祖父と一緒に農場へ行きます」

耕したり、虫を食べているかもめをみたり、天のお父様が下さったものを見て、

絶えず私を受け入れてくれる祖父母と時間を過ごす事が私の欲望の満足です。

そう、もし主のために何でも出来るのであれば、祖父と一緒に 農場にいます！

この世と、聖霊の線が消えてしまったら、神のために何かをするというプレッシャーは、消え

とても簡単な仕事でさえ、主と共に成し遂げる事ができ、神の目には素晴らし事なのです。

＃３への、神の命令は私達は 愛するためにあるのです。

「あなたの隣人を自身のようにあいせよ」（マタイ１９；１９）

ですから、自分を十字架にかけるということや、自分を否定することを本で読んだ時、同時に、自分を愛するという事は少し混乱を招きますよね。上に書いた区別は、その混乱をはっきりさせると思います。第一の自分の死について話してきました。そして、次の章では第二の自分の否定について検証するつもりです。特有の自分自身には愛が必要であるということを 簡単に言いたいのです。第三の自分の自身の精神のようにです。




特有な自分自身をよく見る
私は他の人のあら捜しをする様な人を教える時にはすぐこの様な質問をします。「自分の好きでない所はなんですか？」答えはだいたい、自分が友達ほど、頭がよくないとか、魅力がないとか、才能がないとかです。

自分が好きでないので彼らは、他人を痛めつける様な事を言い、自分の劣等感を和らげるために、誰かの弱点を見つけているのでしょう。私達は 自分を愛しているように、隣人を愛すべきです。これが本当なら、ほとんどの隣人は、自分は愛されていないとわかり、大きく失望しているでしょう。

特有のすばらしい才能や能力を持っている人は、持っていない人に対して劣等感を作る傾向があります。

例えば、ほとんどの伝道者は、自分達の特有の自身を使って積極的に、とても力強く書かれていますが、それは私達の創造者によるものです。

もし、彼らが福音著者ではなかったら 車の販売をしていたかもしれません。彼らは、教会に来て、神のために大胆に次から次へと、話を語り続けたのです。

福音が恥ずかしくて、前向きでない人は密かに非難されます。その人達は、神が人の体の全てを

それぞれ違った目的で創るという事を理解していないのです。（何人かは種をまき、何人かはそれを刈り取るという事のように）

それでその人達は、自分の能力を高め、自分の成功の話しを大きな声で宣言するのです。

（自分のした事によってもたらされた成功です）クリスチャンの生活というものは自然なものです。

しかし、こういう自分を持った牧師の回りにいると、教会の集会ではなくて 自分の自然な能力で 回りに人を作ってしまいます。そして、回りの人達に協力を強制してしまい、この人の やってることは長続きしないのです。

もしこの人が、主が創った、いろいろな本当の人間の特性を理解していたら、もっと指導者として、役に立っていたでしょう。

中には、人を丸め込んだり、口論したり、家から家へ 訪問したり出来ない人もいます。しかしそういう人達は、主との関係に興味をもっている人達と、上手く付き合う事がじょうずなのです。

本当に 主に仕えているいろいろな自分を持った人がいます。何でも計画を創るのが上手な人から、決して計画を立てない人までさまざまです。人と働くのが好きな人もいますし、人より物といる方がいい人もいるのです。

自分の自然な姿を表現している全ての人は神の偉大な恵みです。この三種類の違ったタイプの人間をそれぞれ 認めることが大事です。

一つは、十字架にかけられるタイプ、一つは否定するタイプ、一つは愛されるタイプ。

私が過去の自分、荷物、残留物について 長い時間をかけて説明してきた理由は、第二の自分の人はたやすく、物事がわかり、そして否定するのです。言い換えれば、本当の自分を否定することができ、神に創られたこの人は心地よくもなく 無駄な人だということなのです。

あなたは自分を愛していますか？ 愛さないとだめですよ！

神が、あなたにどうやって喜ばれるようになってほしいのか、そうなるまでには少し時間がかかるかもしれません。

しかし、それが出来るようになれば、あなたは他人と 自分を比べるようなことはしなくなり、主がいる自分の体に 感謝できるようになります。

一度百万長者に、話しをした事があります。どうやって金持ちになったのかを聞きました。

彼はとても簡単だと、答えました。
自分の弱さを 下請けしたのです。それは、自分と同じような人の回りにはおらず、考え方も、態度もまったく違う人たちと一緒にいたのです。

すぐに たくさんの一致しないことが出てきました。しかし、彼はもっとお金を持って銀行に行ったのです。多くの人は、争いを避けたがりました。そして  他の人は自分と同じ考えの人と集まっていましたが、あまり利益は出ていませんでした。

主の体には、変化があってこそ、利益が生まれるのです。誰もを同じ特有の形に作るということではないのです。

私は特有の自分があります。信者の仲間がそう言ってくれました。私は人が好きで、よく誰かのために 何かをするからです。神は、何度か私のユニークな自分の特色を使いました。

私は誰にでも、決して諦めることがなく、よく神が、誰かを挫折から勝利へと導いてくださいます。また一方で、私が自分の特有性に気づいた事によって私のような 特有性を持たない信者達の方を向いたので、何かを決める時に彼らが手伝ってくれるようになったことです。彼らが私と同じような人間でなかった事に感謝しています。

サムエル記上の３０章では、ダビデとその従者達が、超自然的な勝利を得ました。戦いに行くのが疲れたもの達はそこに残る様に示され荷物を見張るようにいわれました。戦いから戻ってきた者の仲でよこしまな者は、疲れて見張っていたもの達と持ち帰ってきた物を分けることをこばみました。ダビデは、強く反対しました。荷物を見張ってた者たちも、戦った者たちと同じように、価値があります。ダビデは、勝利が神のおかげであるという事を忘れませんでした。結局、もしも今持っている物が 無くなってしまう可能性が、あるとしたら、戦いに行き もっと物を取りに行く意味はあるのでしょうか？

神は、超自然的な事を成し遂げるために、最前線におかれる人達がいます。それは、私達には見えない所にあります。そして私達の中で荷物を（それは、もうすでに待っているものです）見張るように神に 言われた人たちは、同じように分け前をもらいます。

神はえこひいきしません、初めの人が最後に、最後の人が初めにです。神はすごい才能と、能力、知識を持つ人達を創りました。自分で自分を創った人などいません。ですから自分ではなくて むしろ神を自慢するのです。

いいですか、才能も 能力も、知識も互いに関係しているのです。各々の、特有の自分自身には、目的があり、役に立つのです。

私達は、神から違った贈り物、仕事、みてくれ、体、国籍があります。しかし精神は同じです。私達は個々の人間ですがそれでも、一つになれるのです。一緒に全てを経験するのです。

パウロは、自分に満足していない人を勇気づけています。（それによって自分を創ったお方、神を判断するのです）ありのままの自分を愛し、同時に神が創ってくれた自分を自慢している人を忠告しています。

あなたは自分の特有の姿は一体何だろうと、思うかもしれませんね。どうやってそれを認められるのでしょう。自分自身を知る事は簡単で、中身を知るまでそんなに長い時間はかかりません。

自分の特有の自身というのは、あなたが自然にしている事と、一番やっていて心地のいい事です。（くせや、回避、やめてしまうこと、間違った恐れ、などではありません、これらは、間違った自分を作り上げます。）

あなたはいつも ガソリンスタンドの人と、話し込んだり、隣りの人と話し込んだりするので、

家に帰るのが遅くなったりしますか？

それなら、あなた自身は、人が好きなタイプで敏感な人です。

もし、あなたがボルトや、くぎ、ねじなどを持って、車庫で働くことが好きならば、あなたは、細かいものを作る事が好きで、それをちゃんとする人です。 

仕事をする時、特定の計画が欲しいですか、自分の分担を知っていたいですか？

この人の 特有な自分は、何人かとチームを作って仕事をやる人です、内面的な人です。

あなたは、すぐに退屈しますか？次の仕事が気になりますか？そういう人は肉体的（筋肉）な、人です。

覚えていて下さい、神がどんなあなたを作っていようと、楽しみ、自分を愛しなさい。自分の能力を自慢し、人を脅かすような人の言うことを聞かないようにし下さい。

神に与えられた事を、何でも楽しんでやりましょう。あなたが他の人ほど、知性がなくてもそれは神が決めた事です。もし、文句を言うならば それは自分で自分を創造者から消し去っていることになるのです。「神にさからう あなたは一体何ですか？形創られた者が 創ったものに対して、あなたは何故、私をこのような者にしたのですか？といえるのですか？」

（ローマ９；２０）

忘れないで下さい、聖霊の贈り物は、めったに私達の普通の特色には、ついてくるものではありません。それは、自然な能力と同じものでは無くて、不信者さえも持っていますが、それは超自然な物です。

